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　目の前に、イチゴ畑が広がっていた。

　正確に言えば、広がっていたような気がした。

　実際のところ、それはイチゴ畑なんかではなかった。

　春が終わろうとする頃の、朝の通学路でのことである。

　雲一つない晴れた空の下を歩いていると、僕ぼくの脇わきを走り抜けていった女の子が、何もないところで転んだ。

　道が整備されていなかったわけでもなく、落ちていた何かに足を引っ掛けたわけでもない。

　もちろん、僕とぶつかったわけでもなければ、前方に視界を遮さえぎるような物だってなかった。

　本当に何もないところで、なんの前触ぶれもなく、彼女は転んだのだ。

　その子のスカートは盛大にめくれて、パンツが丸見えになっていた。

　イチゴ模も様ようだった。

「っ！」

　あまりにも見事にすっ転んだものだから、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたけれど、我に返った僕は慌あわてて目をそらした。

　あのまま見続けていたら、変な奴やつだと思われてしまう。

　というか、どう考えても変な奴だ。

　いや、そんなことよりも、だ。

　こうして突っ立っていないで、彼女が立ち上がるのを手伝うべきじゃないか？

　うん、そうだよな。そうすべきだ。そうしよう。

　動どう転てんしていた気を落ち着かせて、僕はなるべくイチゴ模様が視界に入らないように、チラリと目を向ける。

　だけどそのときにはもう、すでに女の子は立ち上がり、制服についた土を払はらっているところだった。

「……」

　僕の視線に気付くと、その子は上うわ目め遣づかいでこちらを見つめた。目の端はしには雫しずくが浮かび、頰ほおは赤く染そまっている。

「あ……、うぅ……、あ……」

　女の子は口をパクパクさせて何かを言おうとしたが、結局何も言わなかった。

　彼女はうつむき、僕に背を向けると、さっさと走り去っていく。

　やがて彼女の姿は見えなくなり、その場には僕だけが取り残された。

　……まあ、いっか。特にケガもしてなかったみたいだし。

　しかし、何もないところで転ころぶ人って、本当にいたんだな。

　なんとも珍めずらしい瞬しゆん間かんに出くわしたものだけど、まあこういうこともあるのだろう。

　そんなことを考えつつ、僕ぼくもさっきの女の子と同じ方角へと足を進める。




　──それが僕と彼女、百もも瀬せ透とう香かとの出会いだ。

　そして彼女との再会は、思った以上に早く訪れたのだった。
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「あー、今日きようはみんなに、新しいクラスメイトを紹しよう介かいする」

「黒くろ咲さきシロウです。皆さん、よろしくお願いしまーす」

　担たん任にんが僕ぼくの名を黒板に書き終わると同時に、笑顔で挨あい拶さつし、頭を下げる。

　二年Ｄ組の教室中に、自分の声が響ひびき渡った。

　が、反応は芳かんばしくない。

　クラスの皆は興きよう味みなさげに、こちらを見るだけだ。

　僕は誰にも気付かれないよう、小さく息を吐はく。

　まあ、男の転校生なんて誰も喜ばないよな。

　こういうのは、どこの学校でも似たようなものだ。僕にとっては、もはや当たり前の光景である。

「あっ」

　と思っていたら、席の中から声が上がった。

　最後列れつの席にいた一人の女子生徒が、口に手を当てながら、僕の顔をじっと見つめている。

「あっ」

　そんな彼女の顔を見て、僕も同じように声を上げる。

　それは、今朝けさ出会った、イチゴ模も様ようのあの子だった。

「なんだ百もも瀬せ、知り合いなのか？　おお、ちょうど隣となりが空あいてるな。黒咲、百瀬に色々教おしえてもらえ」

　そう言って担任は、僕のために用意していた机をあの子の隣となりに移動させるよう、他ほかの生徒に指示する。

「え？　え？　あの……」

　女の子の戸と惑まどいなど気にせず、担任は話を進めていく。「黒咲は今日からここで一いつ緒しよに勉強をすることになった」だの、「みんな仲良くするように」だの。

　僕としては言われたままに動くしかない。指定の席へ向かい、腰こしを下ろす。

　すると、隣の女の子が話しかけてきた。

「あ、あの……、さっきは、どうも」

「あ、うん。君も同じクラスだったんだね。よ、よろしく」

「は、はい、よろしくお願いします」

　お互いに軽く会え釈しやくしてから、彼女は顔を前に向けた。

　しかしまだ何か話したいことでもあるのか、その子はチラチラと横よこ目めで、何度も僕に視線を送ってくる。

　な、なんだか気まずいな……。

「えっと、何かな？」

「っ！」

　こちらから話しかけると、女の子はビクリと身体からだを揺らし、ぎこちなく首を動かした。

　彼女は指をモジモジさせつつ、ためらいがちに口を開く。

「……み、見ました？」

「へっ？」

　唐とう突とつな質問に、僕ばくの口から変な声が漏もれた。

　み、見たって、あれだよな？　今朝けさの、あれのこと、だよな……？

　やっぱり、そのことが気になってたんだな。

　そりゃそうだよな。気になるのが当然だよな。

　でも、だからって、素直に「見た」なんて言ったら、この子は傷つくんじゃないか？

　そう判断した僕は、しらばっくれることにした。

「え、えーっと、な、何を、かな？」

「ふえっ!?」

　まるで心当たりがない、という感じで返事をすると、彼女は甲かん高だかい声を上げる。

「な、何をって……、あ、あの、あの、その……」

　そしてそのままうつむき、顔を赤らめた。

「だ、だから、その、さっきの……」

「さ、さっき？」

「つ、つまり、えっと、その、わ、わたしの、布ぬのみたいな、何かを……」

　ぬ、布って……。

　他ほかに言い方はないのか、と思ったけど、まあ、こんなところでそんな直接的な単たん語ごは言えないか。

　そりゃそうだよな。言えなくて当然だよな。

「い、いや、何も見てないよ、うん」

　なるべく平静を装って、そう答える。

「本当に？」

「ほ、本当、本当。なんのことだか、さ、さっぱり分からないよ」

「……」

　彼女は疑わしい目つきでじっと僕を見ていたが、

「……良かったぁ」

　こちらの言葉を信じたのか、ほっと息を吐はいた。

　そうして、すぐに照れた笑みを浮かべる。

「あ、あの、わたし、百もも瀬せ透とう香かっていいます」

「う、うん。僕ぼくは黒くろ咲さきシロウ。さっきも名乗ったけど、これから色々とよろしくね」

「あ、はい。こちらこそ」

　再びお互いに頭を下げ、彼女はまた前へと向き直る。

　気にしていたのは、『布ぬのみたいな何か』のことだけだったのだろう。彼女はもうそれ以上、僕の様よう子すをうかがってきたりはしなかった。

　……うん、まあ、ウソなんだけどね。

　なんか、ホント、ごめん。

　あのとき見た光景は、なるべく早く記き憶おくから消去するように努めるから、どうか許して欲しい。

　心の中で謝りつつ、改めて彼女を眺ながめる。

　身長は１５０センチもないくらいだろうか。

　肩かたまで伸びた黒くろ髪かみに、やや細めの身体からだ。

　特とく徴ちようらしい特徴もない、どこにでもいそうな普通の高校二年生だ。

　──この子が百瀬透香か。

　まさか初しよ対たい面めんがあんな形になるだなんて思ってなかったけど、でも、近づく手て間まは省けたかな。

　今回のターゲット、確認。







　僕はその日の午前中を、百瀬透香の観察に費やした。

　印いん象しよう通り、彼女はごく普通の生徒のように思えた。授業は真ま面じ目めに受けていたし、目立った言動をすることもなく、平へい凡ぼんな学生生活を送っているみたいだ。

　気になった点は一つだけ。

　席を立つ回数の多さだ。

　彼女は休み時間のたびにどこかへと行き、二、三分ほど経たつと、そそくさと戻ってくるのである。

　もちろん、それだけなら大して気にすることでもないとは思う。

　だけど、彼女は席を立つ際、必ず小さなバッグを持っていたんだ。

　学校指し定ていのカバンよりもミニサイズの、小こ物もの入れとして使うような、小さな物だ。

　そのことが、なんだかちょっと引っかかっていた。

　また、彼女は僕のことを知らないみたいだ。

　彼女にとって、僕はあくまでも『今朝けさ偶ぐう然ぜん出会った人』に過ぎず、黒咲シロウという名前には聞き覚えがないようである。

　どうやら本人には話が通ってないらしい。

　でもまあ、別にそれはおかしなことではない。

『こういうこと』は無自覚である場合が多いし、今回も『依い頼らい人にんが本人に内ない緒しよで話を進めた』というパターンなのだろう。

　さて、それじゃあどうしようか。

　いきなり全部を話しても、まず理解してもらえないし、どうアプローチすべきかな。

　とまあそんなことを考えているうちに、四時間目の授業終了のチャイムが鳴った。

　もうお昼休みか。今のところ、あんまり詳くわしいことは分かってないなあ。

　まあ、同じクラスになれたっていうだけでも大きいんだ。焦あせる必要なんて、ないよな。

　これからのことは、学食でも食べながらじっくり考えるとしよう。

　ここの学食はどんなメニューがあるのかな。しばらくの間はお世せ話わになるんだから、充実してるといいな。

　と、僕ぼくが席を立つのとほぼ同時に、百もも瀬せ透とう香かも立ち上がった。

　彼女も学食だろうか？

　いや、手にはあの小さなバッグを携たずさえている。さっきまでと同様に、またどこかへと向かうつもりなのだろう。

　何気なくその様よう子すを眺ながめていると、

「わっ」

　不意に透香はイスの足に自分の足を引っ掛け、口から声を漏もらした。

　彼女はバランスを崩くずし、前のめりに転ころびそうになる。

「っと」

　その腕うでを、反射的に伸ばしていた僕の手がつかんだ。

　床ゆかと衝しよう突とつする寸すん前ぜんで、なんとか彼女は事なきを得る。

　あー、びっくりした。

　今朝けさもそうだったけど、この子って結けつ構こうそそっかしいみたいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい、ありがとうございます」

　自分でも驚いたのか、透香は申し訳なさそうに僕に頭を下げる。

　しかしすぐ何かに気付いたように視線を落とし、キョロキョロと辺りを見回した。

　僕も同じように床ゆかを見て、透香が持っていたはずのバッグを発見する。

　きっと、転びかけた拍ひよう子しに落としたんだな。そのときにどこかへぶつかったのか、バッグの留とめ金がねが外れていた。

「はい、これ。落としたよ」

「はうっ！」

　バッグを拾い、手渡すと、透とう香かはひどく狼ろう狽ばいした表情で僕ぼくを見上げた。

「あ、あの」

「ん？」

「み、見えました、よね……？」

「……え？」

　ど、どういう意味だろう？

　なんだか、今朝けさと似たような問いかけだな。もしかして、また『布ぬののような何か』があらわになったとでも思っているのだろうか。

　だとしたら心配は無用だ。今度は転てん倒とうを未み然ぜんに防げたから、そんなハプニングは起きなかったんだし。

「見てないよ。というか、見えなかった」

　少しでも安心させようと思い、そんな言い方をする。『見てない』だと、『僕は見てないけど、君のアレは見られるような状態だったよ』って言ってるように、受け取られるかもしれないからね。

「そうですか、やっぱり……」

　だけど僕の思いとは裏うら腹はらに、彼女はなぜか深いため息をついた。

　ん？　なんだ、それは？

　どうして朝とは真ま逆ぎやくの反応をするんだ？

　透香は大きく肩かたを落としていたが、いぶかしむ僕を見て、小さく「あっ……」と声を漏もらす。

「あ、ああ、あの、あの、今のはなんでもないというか、むしろ見られなかった方が良かったというか、いえ、あの、なんでもありません、ごめんなさい！」

　彼女は手をぱたぱたさせると、ぎこちなく頭を下げて僕に背を向ける。

　そして、一いち目もく散さんに教室から去っていった。

「……えーっと？」

　残された僕は困こん惑わくするしかない。

　いったいなんだったんだ、今のは。

　被害がなかったのに落ち込むなんて、どういう心境なんだろうか。

　ひょっとして、見られたかった？

　そんな考えが頭に浮かび、慌あわてて打ち消す。

　いやいや、そういう可能性は、あの子自身が否定しているじゃないか。見られなかった方が良かったって。

　……ちょっと待てよ。

　もしかしてさっきの透香の言葉は、『バッグの中身が見えたのかどうか』を聞いていたんじゃないのか？

　もしもあの質問が『布ぬののような何か』についてのことだったのなら、今朝けさと同じような反応を示していたはず。

　でも、そうじゃなかった。

　ということは、つまり別の何かについて聞きたかった、というわけだ。

　その点と、さっきのあの状況を踏まえると、彼女が聞きたかったのは、僕ぼくが拾ったあの小さなバッグについて、だと考えるのが一番妥だ当とうだよな。

　──なるほど、そういうことか。

　分かったぞ、彼女が休み時間に何をしていたのかが。

　そして、彼女が抱かかえている問題も。

　これは今日きよう中じゆうにでもケリがつきそうだな。
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　教室にはざわめきが広がっている。

　本日の授業が全すべて終わり、クラスのみんなが放課後ごのひとときを満まん喫きつしているのだ。

　部活に向かう人、さっさと帰る人、教室に残って雑ざつ談だんを交わす人。目的はそれぞれだが、皆の顔には楽しげな笑えみが浮かんでいる。

　こういうのも、どこの学校でも一いつ緒しよなんだな。

　その光景をぼんやり眺ながめていると、百もも瀬せ透とう香かも席を立った。

　彼女も何か部活をやっていたりするのだろうか。そこのところはまだ分からなかったけど、今はどうでもいいことだ。

　続いて僕も立ち上がり、その背後から、声をかけた。

　他ほかの誰にも聞こえないよう、静かな声で、簡かん潔けつに、用件だけを告げる。

「10分後、校こう舎しや裏うらに来て欲しい。君の秘密を知っている」

「っ！」

　僕の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、彼女はものすごい勢いでこちらへ顔を向けた。驚きのためか、その目は大きく見開かれている。

　だけど僕はあえて無む視しして、さっさと教室を出ていく。

　背後から強い視線を感じたけど、振り向かない。

　さて、彼女は来てくれるだろうか。

　ま、来なきゃ来ないで、また別の方法を考えればいいだけだし、気き楽らくにやろう。

　軽い足取りで、僕は目的の場所へと向かうのだった。







　私立・美み空そら学がく園えん。

　それが、今度僕ぼくの通うことになった高校の名前だ。

　どんな学校なのかはちゃんと調べてない。特色も、方針も、実績も、何もかも知らないし、はっきり言って、どうでもいい。

　とにかく僕は、ある目的のためにここへ転入してきたんだ。

　そう、彼女に会うために。

　ぼんやりと校舎の壁に背を預けていると、視し界かいの端はしに一人の女の子の姿が映った。

　その子はノロノロとした足取りで、うつむきながらこちらへ歩いてくる。

　僕はポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して、時間を確かめてみた。

　針は、あれからちょうど10分後を指していた。

「あの……」

　僕の目の前まで来ると、百もも瀬せ透とう香かは顔を上げて、ためらいがちに言った。

「わ、わたしに何か用ですか？」

　一応、周囲に誰もいないことを確認してから、僕は口を開く。

「言ったよね、君の秘密を知ってるって」

　教室で囁ささやいたときと同じ言葉を告げると、透香は露ろ骨こつに狼ろう狽ばいした表情を作った。

「な、なんですか、秘密って。なんのことだか分かりません」

　だけど彼女は、すんなりと話には乗ってこない。決して自分からは『そのこと』を口にする気はないらしい。

　ま、こっちもそういう返事は予想していたけどね。

　僕は構わず言葉を続けた。

「君の身体からだ、ちょっと厄やつ介かいなことになってるんじゃない？」

「えっ……」

　透香の口から、かすれた声が漏もれる。その顔からは、傍はた目めにも分かるくらい血の気が引いていた。

　それでもなお、彼女は認めようとしない。

「な、何を言ってるのか分かりません。ひ、人ひと違ちがいだと思います。わたしは別に、ど、どこも悪いところなんてありません。……あの、用はそれだけですか？　だったらもうわたし、帰ります」

　話は終わったとばかりに、透香は僕に背を向ける。

　でも、その反応も想定内だ。

「君が休み時間に何をしていたのか、僕は知っている」

　僕の言葉に、彼女の足が止まった。

「君、休み時間になるたびに、着替えてたよね？」

「……着替えるって、どういうことですか？」

　こちらに背を向けたまま、透とう香かが問い返してくる。

　彼女の手には今、学生カバンの他ほかに、あの小さなバッグも握にぎられている。そのバッグを持つ力が、わずかに強くなったように見えた。

「君のそのバッグの中には、着替えが入っているんだね。君は休み時間になるたびに、誰にも見られない場所、多分トイレかどこかへと行き、手早く着替えている。それもおそらく、今日きようだけじゃない。ここ最近はずっと、そんな生活を送ってるんじゃないかな？」

「な、何を根こん拠きよに、そんなことを──」

「ずばり言おう。君はパンツを穿はき替えている」

「あひゃうっ!?」

　僕ぼくの指し摘てきに、彼女は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　こちらへ振り向き、眉まゆをつり上げて非ひ難なんの言葉を浴びせてくる。

「い、い、いきなり、な、何を言い出すんですか！　セクハラです！」

「事実を言ってるだけさ。だって君、今朝けさはイチゴパンツだったのに、今は水みず玉たまのパンツだろ？」

「み、水玉じゃありません！　クマさんのパンツです！」

「ほら、やっぱり。穿き替えてるじゃないか」

「……あっ」

　僕の言葉が『引っ掛け』だったと気付いたのか、透香の顔がみるみるうちに赤くなっていく。

「ち、違います！　今のは、その、えっと、そう、売り言葉に買い言葉で、思わず口から出ただけです！　そんなの、何も証しよう拠こには……、というか、やっぱり今朝のあれ、見てたんじゃないですか！　もう、本当に怒りますよ！」

「証しよう拠こならあるよ」

　そう言って、彼女が持つ小さなバッグを指差す。

「そのバッグさ」

「……え？」

「僕の言葉が正しければ、その中には君のパンツが入っている。そうだよね？」

「えっと、そ、それは、確かに、そうなりますね、はい」

「そのバッグの中、見せてもらえるかな？」

「ん……」

　僕の問いに、透香はわずかにたじろいだ。バッグに視線を向け、ブツブツと口の中で何かをつぶやいている。

　もちろん、彼女にはこんな要求に応こたえる義務なんてないし、常識的に考えれば、拒否するのが当然だ。

　中に何も入ってないのだとしても、どうして今朝出で会あったばかりの男にプライバシーを覗のぞかれなきゃいけないんだって話になるし、もし本当に僕ぼくの言葉が正しいのだとしても、どうしてパンツが入っているバッグの中身を見せなきゃいけないんだって話になる。

「……分かりました」

　しかしそんな常識的な思し考こうに反して、透とう香かは小さくうなずいた。

　意を決した顔で真ま正しよう面めんから僕を見み据すえ、胸の前にバッグを掲かかげる。

　彼女は一いつ瞬しゆんためらったが、

「そ、そこまで言うのなら、確認してください！」

　勢いよくバッグを開け、その中を僕に向けた。

　──見た限りでは、そこには何も入ってないようだった。

「こ、これで分かりましたよね。ここに、何か入っているように見えますか？」

「いや、何も見えないね」

「で、ですよね」

「だって、君のパンツは見えなくなったんだからね」

「っ！」

　平然とした口く調ちようで告げたその言葉に、透香は大きく目を見開いた。

　そう、見えるわけがないんだ。

　見えないからこそ、問題なんだ。

「ど、ど、ど、ど、どうして、それを……。まさか、本当に、わたしのことを……？」

「そう。僕は知っている。君が抱かかえている問題が、なんなのかを」

　うるんだ瞳ひとみで見上げる彼女に、僕は言った。

「君は、呪のろいにかかっている」
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　──静せい寂じやくが訪れた。

　透香は何も言わず、マジマジとこちらを見つめている。

　僕の言葉があまりにも予想外がいだったのか、戸と惑まどいを隠かくせないでいるようだ。

　ややあってから、彼女はゆっくりと口を開く。

「……呪いって、あの、漫画とか、ゲームとかでよくある、あの呪いですか？」

「そう。呪じゆ術じゆつ、まじない、言い方は色々あるけど、その呪いだよ」

「わ、わたし、知ってます。呪いって、自己暗あん示じなんですよね？　誰かが自分を呪っている、という事実を実際に目にする、耳にすることで、心が影えい響きようを受けて、様々な不調を引き起こす。それが呪いの正体、ですよね？」

「詳くわしいね」

「……自分の身体からだのこと、分からなくて、ただの病気なんかじゃないって思ったから、色々と調べてみたんです」

　なるほどね、彼女なりに解決の道を模も索さくしていたというわけか。

　透とう香かの言う通り、呪のろいっていうのは簡単に言えば、思い込みだ。

　思い込みの力は想像以上に強い。

　目め隠かくしをした相手に、「今から熱したアイロンを押し当てる」と脅おどしたとする。

　もしもその人が、自分を脅した相手の言葉を本気だと、心の底から思い込んでいたら、たとえ鉛筆の先を押し当てられただけでも、熱いと感じる場合があるのだ。

　ひどいときには火傷やけどを起こすことだってあるし、ショックで命を落とす可能性さえある。

　梅うめ干ぼしを食べる場面を想像したら、口の中に唾だ液えきがあふれてくる。あれだって、一種の呪いなんだ。

　実際に何かを口にしたわけじゃないのに、肉体に影えい響きようを及ぼしているんだからね。

　……ただし、これはあくまで一般的な呪いの話だ。

「調べていて、思わなかった？　いくら探しても、自分の症しよう状じように当てはまる説明なんて、どこにもないって」

「えっと、それは、はい、確かに」

「それは、君が特別なケースだからさ」

「特別？」

「ごく稀まれにだけど、呪いの影響を受けやすい体質の人っているんだよ。その人たちのことを、僕ぼくらは『呪持者キヤリア』と呼んでいる。そして、君もまたその一人というわけさ」

「呪持者……」

　聞きなれない単たん語ごを、透香は口の中で何度も唱となえている。

「呪持者の特とく徴ちようは、自己完かん結けつで症状を起こすことなんだ。誰かが何かをしたわけでもないのに、自らの思い込みで発はつ症しようする。つまり、自分で自分を呪っている、というわけだね」

「はあ」

「しかもその症状は、論ろん理り的な説明ができないようなものであることが多いんだ。たとえば君の場合、身につけている物が、時間の経過とともに見えなくなる。そうだよね？」

「あ、はい。一時間も経たつと透すけ始めて、だからわたし、休み時間のたびに着替えなきゃいけなくて……」

「それこそ、君が呪持者である証しよう拠こだよ。君がかかっている呪いは、『透化インビジブル』と呼ばれるものだ。珍めずらしい症状ではあるものの、ちゃんと名前のある、れっきとした呪いなんだよ」

「……」

　僕の言葉に彼女はうつむき、黙だまり込んで何かを考えている。

　こんなウソみたいな話、普通なら信じないだろう。

　だけど、彼女は今、普通じゃない状況に置かれている。

　それ以外に説明のつかないような目に遭あっている。

　だから、信じる。

「……それで、わたしのこの呪のろいって、治るんですか？」

　顔を上げ、透とう香かは不安そうな目で僕ぼくを見た。

　僕は大きくうなずき、答える。

「治る。僕が、治す」

「治す……？」

　僕の言葉に、彼女は首をかしげる。

　そして、当然の疑問を投げかけた。

「黒くろ咲さき君って、いったい何者なの？」

「僕は君を治すために、ここへ来たんだ。ある人から依い頼らいを受けてね」

「依頼？」

「君のその症しよう状じようのこと、誰かに話したりしなかった？」

「ええ、はい。保健の先生には相談しました。だけど先生はまともに取り合ってくれなくて、だからわたし、どうしたらいいのか分からなくて……」

「その先生の名前は？」

「えっと、高たか槻つき先生です」

　ふむ、手紙に書いていたのと同じ名前だな。

　どうやら今回の依頼人にんはずいぶんいい加か減げんな人のようだ。僕らに依頼してきたくらいなんだから、当然、呪持者キヤリアの存在も知っているはず。それなら、少しくらいは相談に乗ってやることだって、できたはずなのに。

　ま、そのことは置いておこう。

　今は目の前の問題の方が大事だ。

「とにかく僕は、君を助けにきたんだ。それだけは信じて欲しい」

「でも……、助けるっていっても、どうやって？」

「そうだね。簡単に説明すると、呪いの元となっている個所を、反はん転てんさせる」

「反転？」

「僕は、いや、僕たちは、反転師しと呼ばれているんだ」

　──反転師。

　それは、社会の裏うら側がわで人々の暮らしを支える、影の存在だ。

　決して歴史の表おもて舞ぶ台たいには立たず、現代の科学や医学では解かい明めいできないような困難を抱かかえた、少数者の救済を生なり業わいとしている、技ぎ能のう集団である。

「黒咲家は『反転』という技術によって、古くから呪いの治ち療りようを専門としてきた家系であり、そして僕ぼくもまた、その一員というわけさ」

　自らの素す性じようを、簡かん潔けつに説明する。

　ぱっと聞いただけでは簡単には信じてもらえないような、眉まゆツバものの話だ。

　けれど、僕が透とう香かの症しよう状じようを言い当てたことで、少しは信頼を得られたのだろう。

　彼女は戸と惑まどいつつも、ゆっくりとうなずいてくれた。

「わ、分かりました、信じます」

「ありがとう。後で依い頼らい人にん……、えっと、高たか槻つき先生って人に確かめてもらえれば、僕のことはちゃんと証明してくれるはずだよ」

「はい。それで、その、反はん転てん、ですか？　具体的にはどうするんですか？」

　どうやら治ち療りようを受ける気になってくれたみたいだ。

　僕は笑顔を作り、治療方法を説明する。

「呪のろいの元となっている個所を反転させる、というのは言ったよね？　これはつまり、患かん部ぶに触ふれて、練ねった『気』を送りこみ、症状を裏うら返がえすってことなんだよ」

　呪いは、呪持者キヤリアの思い込みが異常な形で体外へと噴ふん出しゆつすることで起きる現げん象しようだ。

　その異常を裏返して、元の状態に戻す。

　それが、反転師しの役目なんだ。

「患かん部ぶに、触れる……？」

　透香はアゴに指を当て、頭の中で思し考こうをまとめるような素そ振ぶりを見せる。

「えっと、患部、ですか……？　患部、患部ということは……、あっ──」

　だが、その目が不意に見開かれた。

「そ、そ、そんなこと、できるわけないじゃないですか！」

「そうだね、普通はできないと思うよね。そう考えて当たり前だよ。でもね、僕たちは特別な技術を身につけているんだ」

「いえ、あの、あの、そういうことじゃなくて！　だ、だって、患部っていうことは、その、ようするに、わたしの……」

「ん？　わたしの？」

「わ、わたしの、お、お……」

「お……？」

「おっ、お尻しりに、触さわるってことじゃないですか！」

　透香は叫ぶと、耳の先まで真まっ赤かにさせてうつむいた。

　……あー、そっか。

　そりゃあ、そうだよね。冷静に考えれば、確かにそういうことになるよね、うん。

「ご、ごめん、ちょっと言い方が無神経だった。でも、誤解しないで欲しいんだ。僕は別に、その、変な意味で言ってるわけじゃないんだよ。君の呪いを治療したい。ただそれだけなんだ」

「で、でも、やっぱり、そんなの無理です。会ったばかりの人に、その、お、お、お尻しりを触さわられるくらいなら、ずっとこのままで、いいです。そのうち治るかもしれないし……」

　どうやら彼女はすっかり怖おじ気けづいているようだ。

　当然と言えば当然だけど、しかしどうにかして治ち療りようを受けてもらわないとな。

　呪のろいが発はつ症しようした原因すら、まだ特定できてないんだ。なんとか納なつ得とくしてもらって、話を先に進めなきゃいけないんだけど、どう説明すればいいだろうか。

　呪いは放っておいて治るものなんかじゃない。

　それどころか──、

「わっ」

　そのとき、前まえ触ぶれもなく透とう香かが驚きの声を上げた。

　彼女は自分の腰こしのあたりに目を向け、あんぐりと口を開けている。

　僕ぼくもそちらに視線を移し、

「……まずいな」

　思わず声がこぼれた。

　呪いは自然に治ったりなんかしない。

　それどころか、悪あつ化かする場合の方が多いんだ。

　たとえば『透化インビジブル』の場合、症しよう状じようが進行すると影えい響きようを及ぼす範はん囲いが広がる、という特とく徴ちようを備えている。

　最初は下着が見えなくなる程度だが、そのうち上着まで透すけるようになってくるんだ。

　つまり、透香のスカートが、透け始めていた。

「何？　なんなの、これ？　き、昨日きのうまでは、こんなことなかったのに、ど、どうして？　え？　え？」

　突然の事じ態たいに、透香はパニック状態になっている。『透化』の症状は、彼女のお尻を中心に、その範囲を急きゆう激げきに拡大しつつあった。

「……僕のせいだ」

　小さくつぶやき、拳こぶしを握にぎりしめる。

　呪いの症状は、呪持者キヤリアの精せい神しん状態に左右されることが多いんだ。

　本来なら『透化』の呪いは、こんなにも早く範囲が広がったりはしない。

　おそらく僕との一連のやり取りで、透香の気持ちが不安定になり、その動どう揺ようで症状の進行が早まったのだろう。

　くそっ、もっと慎しん重ちようになるべきだったか。

　そりゃあいきなり「お尻を触らせろ」なんて言われたら、誰だって動揺するに決まってるよな。

　僕ぼくには、感情の機き微びに疎うといという欠点がある。

　特に仕事中は、そういった細かいことまで気にしている余よ裕ゆうがないから、つい無む神しん経けいなことを口にしてしまう傾向があるんだ。

　なんとか改善できたらいいなと思っているんだけど、しかし、とにかく今は悔くいている場合じゃない。

　この呪のろいをなんとかする方が先だ。

「やだ、何これ、何これ、ちょ、いや、いやん！」

　スカートを手で押さえ、透とう香かはその場にへたり込む。その間にも『透化インビジブル』の範はん囲いは、急速に広がっていく。
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　スカートが完全に見えなくなり、白い素す肌はだがあらわになる寸すん前ぜん、

「くっ！」

　僕は自分の着ていたブレザーを、彼女にかけた。

「ほら、これを腰こしに」

「え？　あっ、はい！」

　透香は何がなんだか分からないという顔で僕を見上げたが、しかしすぐにその意図に気付くと、ブレザーを腰に巻き、ゆっくりと立ち上がった。

「あ、ありがとうございます」

「礼はいいよ、これは僕ぼくの責任だからね。でも、分かってくれたかな？　このまま放っておくと、透すける範はん囲いはどんどん広がっていくんだ。それがどういうことか、理解できるだろ？」

　そう告げると、彼女は身体からだを揺らし、自分の身を守るかのように両肩かたを抱だきしめる。

「まあ、服が透ける程度で済むなら、まだいいんだけどね」

「て、程度だなんて、そ、そんな言い方、ひどいです……。わたし、そのせいで、こんなにも苦しんでるのに……」

「ちゃんと話を聞いてくれ。あのね、症しよう状じようがさらに進行したら、本当にそれだけじゃ済まなくなるんだよ」

「……えっ？」

「今度は、皮ひ膚ふなんだ」

「っ！」

　僕の言葉に、透とう香かの顔から一気に血の気が引いた。

「君の皮膚が、見えなくなるんだ。その次は肉、その次は骨。症状が全身にまで至ると、君の肉体は誰からも認にん識しきされなくなる」

「そ、そんな……」

「これは脅おどしなんかじゃない。過去の症しよう例れいを元に導き出された、確かな予測なんだよ」

「……」

　僕の言葉に、透香はうつむき、すっかり押し黙だまってしまった。

　少しきつい言い方になったけど、でも今は一いつ刻こくを争う状況なんだ。症状の進行速度を考えると、『透化インビジブル』の範はん囲いが皮膚にまで及ぶのは時間の問題である。

「ね、そんなことにはなりたくないだろう？　無理強じいをするつもりはない。だけど、ためらっている時間も惜おしい。出来れば早く決断して欲しい、君自身のためにも」

　なるべく穏おだやかな口く調ちようで、答えを促うながす。

「……」

　地面ばかりを見つめていた透香は、ようやく顔を上げたが、

「それでも、やっぱり直接触さわられるのは、ちょっと……」

　なおも不安げに眉まゆをひそめている。

　患かん部ぶが患部なだけに、これ以上強くは言えない。

　だけど、もうあまり余よ裕ゆうもないかもしれない。

　さて、どうしたものか。

　……ん？

　直接？　直接、か……。

　じゃあ、こういうのはどうだ？

「だったら、そのブレザーの上からっていうのは、どうかな？」

　そう言って僕ぼくは、透とう香かの腰こしに巻かれたブレザーを指ゆび差さす。

「ブレザーの上から、ですか？」

「うん。それだったらまだマシかなと思ったんだけど、どうかな？」

「……」

　僕の提案に、彼女はしばし考える素そ振ぶりを見せる。

　しかし、やがてためらいがちに口を開いて、言った。

「それなら、まあ……、そ、その、抵抗がないわけじゃないですけど……、ん……、は、はい、いいです」

「よし、じゃあ急ごう。早くしないと、皮ひ膚ふはともかく、『スカートが透すける』どころじゃなくなっちゃうよ。ブレザーで隠かくせる部分は限られてるんだし」

「えっ？　限られてるって……、あっ、そ、そうですね、はい！」

　事の緊きん急きゆう性が伝わったのか、透香は慌あわてて立ち上がる。

「そこの校舎の壁に両手をついて、僕に背を向けてくれる？」

「こ、こうですか？」

「そうそう。あ、もうちょっと足を開いて、お尻しりを突き出して。……うん、そう」

　透香に指示を出しながら、呼吸を整え、集中力を高めていく。

　準備は整った。後は、実行するだけだ。

　もちろん、問題がなくなったわけじゃない。

　本来なら反はん転てんの技は、肌はだに直接触ふれて行うのが、最も効果的なんだ。

　それを、透けているとはいえ、下着、スカートに加えて、ブレザー越しにとなると、難なん易い度どは一気に跳はね上がる。

　だけど、それでもやるしかない。

　どんな状況でも呪のろいを解いてみせるのが、反転師の仕事なのだから。

「や、優しくしてくださいね……」

　透香は顔だけをこちらに向けて、不安そうな視線を送ってくる。

　そんな彼女に、僕はにっこりと笑顔を作ってみせた。

「心配しないで、すぐ済むから。リラックスして、身体からだの力を抜いて」

「は、はい……」

　透香は目をつむり、校舎の壁へと顔を戻した。

　彼女の全身は、小こ刻きざみに震ふるえている。

　僕は透香に近づくと、一度だけ大きく息を吐はいて、彼女の腰に巻いたブレザーの上へ、両手を乗せた。

「ん……」

「大だい丈じよう夫ぶ、動かないで」

　身じろぎする透とう香かの耳元に、声をかける。

　そうしながらも、意識は両手へと向けたままだ。

　……よし、ブレザー越しにでも、ちゃんと伝わってくるぞ。

　直じかに触ふれるときに比べたら反応は微び弱じやくだけど、これくらいなら、なんとかなる。

　思った通り、透香の体内の気は、流れが裏うら返がえっていた。

　裏返った気が本来の流れとぶつかり、激しく逆流した川のように乱れている。そのせいで、身体からだに異常が起きているのだ。

　この裏返った流れを、元に戻す。

　それが僕ぼくたち反はん転てん師しのやり方だ。

「ちょっとだけ、動かすよ。我が慢まんしてね」

　指先に少し力をこめる。

「あ……、んんっ……」

　透香の口から吐と息いきが漏もれる。

　顔は火ほ照てり、目は固く閉じられていた。

　恥はずかしさやら何やらで、きっと今すぐにでも逃げ出したいに違いない。

　だけど彼女はその場から動かず、じっと耐えてくれていた。

　どうやら思った以上に勇気のある子のようだ。

　その気持ちには、答えなきゃいけないよな。

　僕は精せい神しんを強く集中させて、両手に自分の気を集めた。

　そして透香と自分の気をつなぎ合わせ、コントロールする。

「ああっ!?　くぅ、ん、はぁ、はぁ、はぁ、はう、ん……」

　異物が入ったせいか、彼女の顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　全身の震ふるえも大きくなり、それでもなんとか身体を動かすまいと、踏ん張ってくれている。

　僕は透香とつながった気をコントロールし、裏返った流れの中に無理やり割り込んだ。

「はぅんっ！　き、きつい、ですぅ……」

　透香の目に涙なみだの粒が浮かぶ。

　もうすぐだ。

　もうすぐ終わるから、持ちこたえてくれ。

「……」

　目を閉じて、成功のイメージを強く念じる。

　上手うまくいく。必ず上手くいく。

　信じろ。信じるんだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。絶対に大丈夫だ。

　大きく息を吸い込むと、僕は目を開き、

（──いくぞ！）

　心の中の声と共に、両手を強く握にぎった。

「ひゃうっ！」

　透とう香かの叫びと同時に、すぐさま手を離し、

「はあっ！」

　両腕うでを交差させて、気の流れを反はん転てんさせる。

「だ、だめぇ────────っ！」

　透香は背中をのけ反ぞらせると、口をパクパクと動かした。

「はふ、ふにゅぅん……」

　足をガクガクと揺らし、そのまま力なく倒れそうになるところを、後ろから抱だきとめる。

　顔を上気させ、荒く息を吐はく彼女に、声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ？　意識はある？」

　すると透香はうっすらと目を開けて、僕ぼくを見つめた。

「黒くろ咲さき、君……。お、終わったの……？」

「ああ、もう終わったよ。よく頑がん張ばったね。もうこれで、辛つらかった日々ともお別れだよ」

　そう言って頭をなでてやると、彼女は小さな笑えみを浮かべた。

「そっか……。良かった……」

　安心したのか、透香は目を閉じて、安らかな寝息を立てる。

　きっと、心身ともに限界だったのだろう。

　無理もない。彼女が過ごしてきたであろう毎日を想像すれば、本当によくやったと褒ほめたいくらいだ。

　ともあれ、これで治ち療りようは完了だ。

　経過を見て判断しなきゃいけない部分もあるけど、ひとまずは安心していいだろう。

　透香の腰こしに巻いてあったブレザーを、ゆっくりとめくり上げてみる。

　その下には彼女のスカートが、ちゃんと目に見える色と形で存在しているのが確認できる。

　僕ぼくは安あん堵どのため息をつき、成功の余よ韻いんにしばし浸ひたるのだった。
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　呪のろいの治ち療りようが終わった後、僕ぼくたちは保健室へと向かった。

　治療自じ体たいは上手うまくいったはずだけど、透とう香かはぐったりしてたし、念のために診みてもらった方がいいと思ったんだ。

　それに、今回の依い頼らい人にんは養よう護ご教きよう諭ゆだったはずだ。それなら保健室に行けば会えるだろうし、そこで依頼に関する話もしておきたかった。

　まあ、呪持者キヤリアと接せつ触しよくするよりも先に依頼人に会うのが、本来の手て順じゆんなんだけどね。今回は偶ぐう然ぜんにも呪持者と同じクラスになれたし、症しよう状じようもすぐに判明したから、順序が逆になったというわけさ。

　そんなこんなで保健室の前へとたどり着いた僕らは、ゆっくりとドアを開ける。

「失礼しまーす」

　軽く挨あい拶さつをして、周囲を見回す。

「？」

　だけど視界に入ったその人物を見て、僕はわずかに首をかしげた。

　小さな女の子が、教諭用のイスにチョコンと腰こしかけていたのだ。

　見た感じでは、小学校高学年くらいだろうか。長い髪かみは無む造ぞう作さにまとめられ、その小さな身体からだは、ダブダブの白はく衣いに包まれている。

　その子は僕に気付くと、こちらへ振り向き、にっこりと微笑ほほえんだ。

　どうしてこんな小さな子が、こんな場所にいるんだろう？

　疑問に思いつつも、とりあえずはその子に声をかけてみることにする。

「ねえ、君。保健の先生がどこにいるか、知らないかな？」

　するとその子は笑顔のまま、黙だまって自分を指差した。

「そう、君に聞いてるんだ。もし知ってるなら、教えてくれないかな？　ちょっと具合の悪い人がいるから、診て欲しいんだよ」

「……あの、黒くろ咲さき君」

　そのとき、僕の横でうつむいていた透香が、小さな声で話しかけてきた。

　顔色はあまり良くないが、さっきまでと比べたらずいぶんマシになったように思える。

「大だい丈じよう夫ぶ？　まだ喋しやべらない方がいいよ」

「はい、でも……」

「先生に診てもらえば、きっと良くなるさ。だから、ね？」

「ええ、ですから……」

　透香はオドオドとした様子で、目の前の女の子を見た。

「先生、です……」

「ん？　ああ、うん。その子に先生のことを尋たずねてみたんだけど、どうやら知らないみたいだね。ここの先生が今の時間はどこにいるのか、透とう香かは知ってる？」

「はい、だから、その……、先生なんです」

　僕ぼくの問いに、透香は申し訳なさそうな口く調ちようでさっきと同じ言葉を繰り返す。

　えっと、それはつまり、どういうことだ？

　いぶかしむ僕に、彼女はさらに続けた。

「つまり、その……、この人が、高たか槻つき先生なんです」

「…………は？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

　言葉の意味を飲み込めないでいると、目の前の女の子が口を開く。

「君が、反はん転てん師しさんなのかなー？」

「………………なるほど」

　その言葉を聞いて、ようやく理解した。

　そういうことか。

　この小さな女の子が、ここの養よう護ご教きよう諭ゆであり、僕の依い頼らい人にんでもある、高槻先生なんだ。

　保健の先生には見えなかったから、頭がついていかなかったよ。

　……保健の先生どころか、大人おとなにすら見えないというか、どう見ても小学生にしか見えないというか。

　まあいいや、目当ての人には会えたんだから、話を進めよう。

「そう。僕が反転師の、黒くろ咲さきシロウです。あなたが依頼をくれた、高槻久く遠おんさんですね？」

「そだよー。その様子だと、透香ちゃんとは話がついてるみたいだねー」

「ええ。でもその話をする前に、ちょっと彼女を診みてやって欲しいんです。呪のろいの治ち療りよう自体はさっき済ませたのですが、具合が悪そうなので、一応、念のために」

「えっ、もう終わらせたの？　すごい、すごーい」

　高槻先生は感かん嘆たんの声を漏もらすと、立ち上がって近くにあったイスを引き寄せる。そして透香を手招きして、そこに座らせた。

「それじゃあ、軽く診しん察さつしてみるから、シロウちゃんは後ろを向いててくれるかなー？」

「え？　あ、そ、そうですね、分かりました」

　僕は後ろを向くと、大きく息を吐はき出した。今になって、ようやく緊きん張ちようが解けてきたみたいだ。

　反転師という仕事は、神しん経けいを使う職業だ。患かん者じやの『気』を探る作業には強い集中力が求められるし、決して失敗は許されないから、精神的な負ふ担たんも大きい。

　まあ、親父おやじや、叔父おじさんくらいのベテランにもなると、また違ってくるのかもしれないけどね。

　僕ぼくはまだまだ経験が浅いし、一仕事を終えるだけでも精せい一いつ杯ぱいなんだ。

　それでも、今回の仕事は無事、成功したんだ。今はリラックスしたって構わないだろう。

　気持ちを弛し緩かんさせていると、背後から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。どうやら透とう香かが、制服を脱ぬいでいるみたいだ。

　その音を聞いていると、なんだか妙みように意識してしまい、落ち着かなくなる。

　反はん転てん師しとして呪持者キヤリアと接しているときは、たとえ相手が女の子だとしても特になんとも思わないんだけど、こうして仕事を終えた今、僕はただの高校生だ。

　すぐ後ろで、同い年の女の子が服を脱いでるんだから、意識するなって言われても、まあ、その、無理だよな。

「んー、ま、大だい丈じよう夫ぶかな。一晩ぐっすり眠ねむれば、明日あしたには元気になってると思うよん」

　やきもきししていると、高たか槻つき先生が明るい口く調ちようでそんなことを言った。

　そのまましばらく待っていると、再び衣擦れの音が聞こえてくる。

　ややあってから、

「あの……、もういいですよ」

　か細い声でそう言われて振り向くと、透香が恥はずかしそうに頰ほおを染そめ、僕を見ていた。

「とりあえずは、大丈夫らしいです」

「そ、そうなんだ。安心したよ」

　この子がさっきまで服を脱いでいたのかと思うと、なんだか目を合わせられなくなり、声が上ずってしまう。

　いけない、いけない。もっと冷静にならないと。

　まだやるべきことは、残ってるんだから。

「あ、あの、それで、わたしはこれから、どうしたら……」

「え？　ああ、うん、そうだね。その話もしようと思ってたんだけど……。その前に高槻さん、順序が逆になってしまいましたが、契けい約やくの話をしましょう」

　そう言って僕は、高槻先生へと顔を向ける。

　まずは色々と確認しておかなきゃいけないことがあるんだ。

　僕の言葉に、先生は笑顔のままで答えた。

「久く遠おんちゃんでいいよー」

「……へ？」

　久遠、ちゃん？　何が？

　久遠っていうのは、この人の名前、だよな？

「だから、久遠ちゃん。ここの生徒はみんな、先生のことをそう呼んでいるのだ」

「はあ」

「透とう香かちゃんみたいに、いくら言っても改めない人もいるんだけどねー」

　先生の視線を受けて、透香はわずかにノドを詰まらせる。

「だ、だって、先生のことを『ちゃん』付けで呼ぶなんて、わたしには……」

「本人がいいって言ってるんだから、別に構わないのだ」

「で、でも、やっぱりわたしには……」

　うーん、どうもこの、高たか槻つき久く遠おんという人は、ちょっと変わった人物のようだ。

　見た目をどうこう言うつもりはないけど、それを抜きにしても子どもっぽいというか。

　まあでも、いちいち突っ込んでいたら話が進まないし、無理に抗あらがう必要もない。ここは相手に合わせておくのが賢けん明めいだろう。

「えーっと、それじゃあ、久遠ちゃん。契けい約やくの話をしましょう」

「いいですともー。でも、具体的には何を話すのかな？　反はん転てん師しさんに依い頼らいするのって初めてだから、勝かつ手てが分からないのだー」

「そうですね。ではまず確認を。この手紙を出したのは、あなたで間違いないですね？」

　僕ぼくは懐ふところから一枚の手紙を差し出す。

　そこには、こう書かれていた。







　　反転師さんへ



　私立・美み空そら学がく園えんにて、呪持者キヤリアを確認したよ

　大だい至し急きゆう、来てくれると嬉うれしいな

　対たい象しようの名前は百もも瀬せ透香ちゃん

　その他　詳しよう細さいは現地で伝えるよ





高槻久遠　　　　　











「そうだねー。これは確かに、私が出した物だねー」

　久遠ちゃんは手紙を眺ながめながら答える。

　──反転師への依頼は、主に手紙で行われる。依頼人から独自のルートを経て送られてきた手紙を元に、反転師は現地へと赴おもむくのである。

　依頼人は、呪持者本人の場合もあるが、大たい抵ていは今回みたいに別の人物、たとえば呪持者に近しい人であることが多い。

　今回の手紙は、どうにも子どもっぽい文面だと思ってたんだけど、差出人がこういう人だと分かれば、それも理解はできるってものさ。

「了りよう解かいしました。では、その手紙にある『百もも瀬せ透とう香か』とは、この子のことですね？」

「うん。間違いなくその子が透香ちゃんだよ」

　僕ぼくが透香に視線を向けると、久く遠おんちゃんは即そく座ざにうなずいた。

「手紙にある『詳しよう細さい』とは、透香がかかっていた呪のろい、『透化インビジブル』のことですね？」

「そだねー。『着てる服がどんどん透すけていく』っていう悩みを聞いて、反はん転てん師しさんに依い頼らいしたのだ」

「今回の依頼について、呪持者キヤリア──、透香は、何も知らないようでした。どうして相談されなかったのですか？」

「んー、そこは迷ったんだけどねー。いきなり『呪い』だなんて言っても、そう簡単には信じてくれないと思ったし、反転師さんが来てから、直接話はなしてもらおうかなーって」

　……なるほど。この人なりに考えてのことだったってわけか。

　子どもっぽく見えても、ちゃんと生徒のことを思っているということが分かり、久遠ちゃんに対する印いん象しようが、少し変わった。

　実際、僕も『いきなり呪いだなんて言っても信じないだろう』って思ったしね。

「分かりました。それでは事じ後ご承しよう諾だくという形になりますが、久遠ちゃんと、それと、透香も」

　僕は懐ふところから、今度は折りたたんだ紙を取り出し、透香ちゃんの机の上に置く。

「二人とも、この契けい約やく書しよにサインとハンコをもらえますか？　それで今回の契約は成立となります。依頼人にんである久遠ちゃんには、後で指定の口こう座ざに契約金きんを振り込んでもらうことになりますが」

「お金を払はらわなかったら、どうなるのかなー？」

「そうですね、ひどいことになります」

　そう言って僕は、営業用の笑顔を見せる。

　僕たち反転師は、社会のルールが通じない裏の世界で生きる人間だ。

　法に縛しばられない、と言えば聞こえはいいけど、それはつまり、後ろ盾だてがないという意味でもある。

　そこにつけ込み、踏み倒そうとする人は、少なからずいるんだ。

　だからこそ、そういったトラブルに遭あったときのための、『それなりの対応の仕方』もまた、僕たちは身につけている、というわけさ。

　僕自じ身しん、その手の荒あら事ごとは好きじゃないんだけどね。どうしてもというときには、好き嫌きらいなんて言ってられない。

「そっかー、ひどいことかー。それは大変だねー」

　こちらの話が通じているのかどうかは分からないけど、久遠ちゃんは鼻はな歌うたを鳴らしながら、署しよ名めい欄らんにスラスラと自分の名前を書いていく。

「んっと、金額はここに書いてあるので全部？　後で『もっと払はらえー』って、言わない？」

「ええ、その点はご安心を。そちらが約束を守ってくれるのなら、こちらもそれ相そう応おうの仁じん義ぎを通します。この世界で一番大事なのは、信用ですから」

「オッケー。それじゃあ、ほいっとな」

　久く遠おんちゃんは机の引き出しから印いん鑑かんを取り出すと、ペタリと判を押す。

　そんな久遠ちゃんとは対たい照しよう的に、透とう香かは青ざめた顔で契けい約やく書しよを見つめていた。

「あの、わたし、こんな大金、持ってません……」

　確かに、そこに書かれている金額は、一いつ介かいの高校生が払えるようなものではない。

　不安そうな表情の透香に、僕ぼくは笑顔を向ける。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。お金を払うのは依い頼らい人にん、つまり久遠ちゃんだから」

「で、でも、わたしのために、高たか槻つき先生にこんな大金を出してもらうなんて、で、できません。そんなの、先生に悪いです……」

「もう、そんなにいい子ちゃんにならなくていいのにー」

　透香の態度に、久遠ちゃんは頰ほおを膨ふくらませた。

「先生がいいって言ってるんだから、透香ちゃんは何も気にすることないんだよー。透香ちゃんの呪のろいが治ったら、先生だって嬉うれしいんだからねー？」

「高槻先生……」

　笑顔を見せる久遠ちゃんを、透香はじっと見つめる。

「ほら、だから透香ちゃんも、ちゃちゃっと名前書いちゃいなさい」

「……はい。ありがとうございます、先生。本当に、ありがとうございます」

　透香はうるんだ目で深くお辞じ儀ぎをすると、手早くサインを書き、久遠ちゃんの朱しゆ肉にくに自分の親おや指ゆびを押しつけて、契約書に押おう印いんした。

「はい、契約成立。お疲れ様でした」

　署しよ名めいを確認してから、契約書を懐ふところにしまう。これでようやく、一いち段だん落らくだな。

「あの、それで、わたしは……」

「ん、そうだね。呪いについて、詳くわしく話すよ」

　透香に着席を促うながし、自分もイスを引っ張り出して、腰こしを下ろす。

「んじゃ、先生はお茶でも淹いれようかな」

　久遠ちゃんがチョコチョコとした足取りで給きゆう湯とう室しつへ消えていくのを横よこ目めで見つつ、僕は透香に向かって言った。

「さっきも言ったように、君がかかっていた呪いは、『透化インビジブル』と呼ばれるものなんだ。身につけている衣服が、時間と共に透すけていく。症しよう状じようが悪化すると、肉体にもその効果が及んでくる。これは君自身も体験したことだから、信じてもらえると思う」

「……はい」

「でも、その症しよう状じようは僕ぼくが元に戻した……、つまり、治ち療りようしたから、もう君の服が透すけることは無いと考えていいだろうね」

「はい、あの、ありがとうございます。そのことは本当に、本当に感謝してます」

「ただし」

　透とう香かの言葉をさえぎり、僕は続ける。

「原因を特定しない限り、呪のろいは完かん治ちしない」

「……原因、ですか？」

「そう。呪いにかかるのには、必ず理由があるんだ。呪持者キヤリアだからといって、何もせず呪いを発はつ症しようさせるなんてことは、まずありえない。どうして君が『透化インビジブル』の呪いにかかったのか、その原因を突き止めなきゃ、再発の可能性はずっと残り続けるんだよ」

「そんな……。じゃあ、わたし、どうしたら……」

「そうだね。一番大事なのは、我が慢まんしないこと、かな」

「我慢、ですか」

「うん。呪いっていうのは、言ってみれば、その人の願がん望ぼうだからね」

　人は誰だって、何らかの願いを胸に抱いだいている。

　しかしその願いに気付く人は、意外と少ない。あるいは気付いたとしても、ほとんどの人が、無理やり胸の奥に閉じ込める。

　内的、外的な要因で、その願いを叶かなえられないと思い込んでいるからだ。

　もちろん、閉じ込めたところで、願いは消えない。胸の奥で少しずつ膨ふくらんでいき、やがて、歪ゆがんだ形で表おもてに噴ふき出る。

　それが、呪いの仕組みなんだ。

「ただ、これもさっき言ったことだけど、呪いっていうのは誰もが引き起こす現げん象しようじゃないんだ。ごく一部の限られた人が、心の中の願望を、呪いという形で発症させる。そういった人たちのことを、僕らは呪持者と呼んでいる、というわけさ」

「えっと、質問していいですか？」

「うん。なんでも聞いてよ」

「わたしは、その、呪持者なんですよね？　じゃあ、呪持者と、そうじゃない人の違いって、なんですか？」

「えっとね、呪持者も、そうじゃない人も、大きな違いなんてないんだ。ただ、とある『因子』が体内に存在するかどうか。それだけだよ」

「因子、ですか？」

「うん。呪持者の体内には、呪いを引き起こす因子、『呪因フアクター』と呼ばれる物が存在するんだ」

「『呪因』……」

　透香は嚙かみ締めるようにつぶやく。

「そう。『呪因フアクター』は気の乱れに反応して、肉体に様々な変化を起こす、という性質を持っている。その結果、呪のろいが発はつ症しようするというわけなんだ。それが呪持者キヤリアと、そうじゃない人の違い、だね」

「は、はあ。分かったような、分からないような……」

　透とう香かはわずかに首をかしげつつも、頭の中で考えを整理しているようだ。

　そんな彼女に、言っておくべきことを伝える。

「透香、これだけは覚えておいて欲しいんだけど、呪持者っていうのは、言ってみれば体質なんだ。呪いによって、君は不便な思いをした。でも、それはあくまで体質の問題であって、君自身が何かを気に病む必要なんて、全くないんだ。君は何も悪くない。そのことは、何があっても決して忘れないで欲しい」

「ん……、それは、はい。分かりました」

　僕の言葉に、透香はゆっくりとうなずく。

「それで、あの、今のお話を聞いた限りだと、わたしには、その、『透化インビジブル』の呪いを発症させるような、願望があるっていうことですよね？」

「そうなるね。通常、呪持者が発症させる呪いは、一人につき一種類と言われてるんだ。どんな願いが呪いになるかは人それぞれだけど、君の場合は『透化』だったってわけさ」

「はい……」

「透香自身には、自覚がないかもしれない。だけど、その胸の奥には『透化』につながる願いが、必ず眠ねむっている。その願いを突き止め、解き放つことで、ようやく呪いは完かん治ちする。我が慢まんしない、というのは、つまりはそういうことだよ」

　透香の問いに答えると、しかし彼女はなぜか顔を赤らめて、うつむいた。

「どうしたの？　まだ何か疑問があれば、答えるよ」

「いえ、あの、えっと、ようするに、わたしには、その……、そういう願望があるんですね？」

「ん？　そういうって、何か心当たりでも？」

「ですから、その……」

「うん」

「だから、そのですね……。つ、つまり、その、……い願望が」

「え？　ごめん、聞こえなかった」

「だ、だからっ、だっ、だっ……」

「だ……？」

「だっ、脱だつ衣い、願望がっ！」

　透香は叫ぶと、両手で顔を覆おおった。

　恥はずかしさのあまり、目も合わせられないといった様よう子すだ。

　……あー、そういうことか。

　なるほどね。確かにそう考えるのも無理はないか。

　うん、無理はない。無理はないよ。

　なんか、透とう香かの反応を見ていると、僕ぼくまで恥はずかしくなってくるな。

　思わず彼女が服を脱ぬぐところを想像してしまい、慌あわてて頭から振り払はらった。

　しっかりしろ、黒くろ咲さきシロウ。今は反はん転てん師しとして、彼女に正しいことを教えなきゃいけないんだ。

　僕は平静を装い、笑顔で言った。

「あ、安心して。ま、まだそうだって決まったわけじゃないから、さ」

「えっ」

　声をかけると、透香は恐る恐る顔を上げる。

「本当、ですか？」

「うん。まだはっきりとしたことは言えないけど、服が透すける呪のろいだからといって、『脱ぎたい』と思っているとは限らないんだよ。もちろん、衣服が関係している可能性は高いけど、それだって断だん定ていするには早すぎる。だから、もっとよく調べてみないと、ね？」

「は、はい……」

　諭さとすように言ってやると、透香はようやく納なつ得とくしてくれたようだ。

「ほーい、お茶が入ったよー」

　そのとき、久く遠おんちゃんがお盆ぼんを抱かかえて戻ってくる。

　そこには三人分のお茶に加えて、お茶ちや菓が子しまで盛られていた。

「少し休きゆう憩けいしようか？　一気に話しても、混乱するだけだろうし」

「そ、そうですね。確かにちょっと、ノドが渇かわきました」

　照れた笑いを見せて、透香は湯ゆ吞のみを受け取る。僕も同じようにお茶を貰もらう。

　久遠ちゃんはお盆を机の上に置くと、自分の席に腰こしかけた。

　三人は同時に湯吞みを傾け、深く息を吐はく。

　窓の外では、日が暮れかけていた。

　もうそろそろ衣ころも替がえの時期だろうか。

　夏服はまだ用意してないけれど、でもこの分だと必要なさそうだな。もうやるべきことは、ほとんど残ってないし。

　そういや、転校初日に仕事を済ませたのって、初めてだよな。

　さしずめ、最さい短たん記録更こう新しんってところか。更新したからって、何があるわけでもないけどさ。

　結局、この学校のことを何も知らないまま終わることになりそうだが、まあ、こういうこともあるか。

　そんなことを思いながら、再び湯吞みに口をつける。

「ん？」

　そのとき何気なく透とう香かを見ると、彼女はチラチラと僕ぼくに視線を送っていた。

「何？」

「えっ？　あ、いえ、別に、なんでもない、です……」

　尋たずねるが、彼女はパタパタと手を振って、顔をうつむかせる。

　しかしまたしばらくすると、透香はぎこちなく顔を上げ、上うわ目め遣づかいで僕を見てきた。

「何か気になることでもあれば、言ってね。答えられることなら、答えるからさ」

　再び声をかけると、彼女は小さくうなずき、

「えっと、それじゃあ、あの……」

　恐る恐るといった感じで続けた。

「黒くろ咲さき君って、わたしの、この呪のろいを治すために、ここへやってきたんですよね？」

「うん。そういう依い頼らいだったからね」

「じゃあ、わたしの呪いが完かん治ちしたら、その後はどうするんですか？」

「またすぐに転校だよ」

「え？　転校？」

　意い外がいだったのか、透香はキョトンとした顔でこちらを見てくる。

「反はん転てん師しの数は限られてるからね。のんびり遊んでる暇ひまなんてないんだ。仕事が終わればまた別の呪持者キヤリアの元へ向かう。その繰り返しだよ」

「そう……、なんですか」

　透香は言葉を詰まらせ、手の中にある湯ゆ吞のみに視線を落とした。

「もちろん、君のことは最後まで面めん倒どうを見るから、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。手を抜いたりはしないから、安心して」

「あ、いえ、別にそういう意味じゃ……。ただ、大変なんだなって」

「んー、まあ、肉体的にはちょっとハードだけどね。でも、大変だって思ったことはないよ。それが僕たち反転師の生き方だから」

「そういうもの、なんですか？」

「そういうものなんだ」

　僕の言葉に、透香は少し寂さびしそうな顔を見せた。

　だけどすぐに首を横に振ると、姿し勢せいを正して口を開く。

「あ、あの、こんなわたしですが、最後までよろしくお願いします」

「え？　あ、うん、こちらこそ、よろしく」

　僕たちはお互いに軽く頭を下げ、ほぼ同時に頭を上げる。

　目が合うと、透香は少しだけ口元を緩ゆるめた。

「にゅふふー、どうやらシロウちゃんが来てくれたのは、ラッキーだったみたいだねー」

　ふと気がつくと、久く遠おんちゃんがニンマリとした笑えみを浮かべて僕ぼくたちを見ていた。

「透とう香かちゃん、さっきよりも顔色が良くなったんじゃなーい？　やっぱり、楽しいことがあると違ってくるものなんだねー。先生も依い頼らいした甲か斐いがあったというものだよー」

　久遠ちゃんは足をプラプラさせつつ、僕と透香を交こう互ごに見やる。

　するとなぜか透香は顔を赤くし、口をパクパクさせた。

「そ、そんなんじゃないです！　そっ、そうだ、黒くろ咲さき君、お茶のおかわり、しませんか？　ほ、ほら、もうなくなりかけてますし」

「え？　ああ、そうだね。それじゃあ、もらおうかな」

「じゃ、じゃあ、わたしが注ついできますね！」

　僕の湯ゆ吞のみを受け取ると、透香は席を立って、慌あわてた様子で給きゆう湯とう室しつに駆かけ込んだ。

　そんなに急がなくてもいいのにな。別にノドが渇かわいてるわけじゃないし。

　そんなことを考える僕を、久遠ちゃんはニヤニヤと見つめていた。

「僕の顔に、何かついてます？」

「んー、べーつにー」

「？」

　首をかしげるが、彼女はそれ以上答こたえてくれそうにない。

「お、お待たせしました！」

　そうこうしているうちに、透香がもう戻ってきた。

　湯吞みの載ったお盆ぼんを両手で抱かかえ、セカセカとこちらへ向かってくる。

　しかし、よっぽど焦あせっていたのだろう。

　彼女は自分の足に、足を引っ掛けた。

「わっ」

　透香は前のめりに転ころび、床ゆかに身体からだを打ちつける。

　同時に、彼女の持っていた湯吞みが宙を舞う。

　熱いお茶が飛び散り、真下にいる透香の背中に、盛せい大だいにぶっかかった。

「はうんっ！」

　反射的に透香は叫び、もがきながらも身体を起こす。

「あー、うー」

　言葉にならない声を上げつつ、彼女は制服のボタンを外し始めた。そして全すべてを外し終えると、手早く脱ぬぎ捨て、ほっと安あん堵どのため息をつく。

「ふぅ……。熱かったぁ……」

　その場にへたり込んで、透香は大きく息を吐はいた。

　透香の背中は多少赤あかくなっていたものの、火傷やけどはしていないようだ。

　転んだときにもケガはしなかったみたいだし、白いブラも彼女の整った胸元をちゃんと守っているみたい……。

　って、マジマジと見てちゃダメだろ！

　一いち連れんの出来事があっという間のことだったので、僕ぼくは呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに立ち上がって自分のブレザーを透とう香かにかける。

「え？」

　彼女はキョトンとした顔をこちらに向けたけど、

「きゃっ！」

　すぐに自分が今どんな格かつ好こうをしているのかに気付くと、両手でブレザーを抱だき寄せ、身を縮ちぢこまらせた。

「え、えーっと、よ、よかったね、火傷やけどしなかったみたいだし」

「っ！」

　僕が声をかけると、透香はさらに身体からだをこわばらせた。

　あっ、しまった……。

　口にしてから気付いたけど、今のセリフって、「君の裸はだかを見た」って言ってるようなものじゃないか。何を言ってるんだ、僕は。

「……やっぱり」

　どう言い繕つくろおうかと考えていると、透香がポツリとつぶやいた。

「やっぱりわたし、脱だつ衣い願がん望ぼうがあるんじゃ……」

「ええっ!?　い、いや、今のは仕方ないって！　緊きん急きゆう事態だったし、誰だって同じことをするはずだよ！　だ、だから、ほら、決めつけないで、ね？」

「は、はい……。でも……」

「むしろ的てき確かくな判断というか、よくパニックにならなかったなって、感心してるくらいなんだ。だから、元気出して、ね、ね？」

「……それは、もう慣なれてるからです」

「え？」

「だから、その、熱い飲み物をこぼしたのって、初めてじゃないので……」

「透香ちゃんとはここで何度か一いつ緒しよにお茶したことがあるけど、湯ゆ吞のみをひっくり返したのはこれで三度目だねー」

　久く遠おんちゃんは手に持ったタオルを透香に渡すと、そんなことを言った。突然のハプニングに驚いた様よう子すもなく、落ち着いた態度である。

　どうやらこういった出来事も、透香の周りでは珍めずらしいことではないらしい。それはまあ、今までの彼女を見ていたら、想そう像ぞうできないことではないけどさ。

「透香ちゃん、着替え持ってる？」

「あっ、はい。こんなこともあろうかと、一応」

　……『こんなことも』って、どんなことだろう？

　服がびしょ濡ぬれになるのは、彼女にとっては予想の範はん囲い内ないだということだろうか？

　うっかりドジることを想そう定ていして着替えを用意しておく、というのは、根本的なところで何かがズレているような気がしないでもないな……。

　しかし、着替え、着替え、か。

　透とう香かの行動に色々と驚かされつつも、僕ぼくは考える。

　かかっている呪のろいが『透化インビジブル』だからって、彼女に脱だつ衣い願望があるとは限らない。

　でも、過去の症しよう例れいから判断すると、衣服が関係している可能性が高いのも、確かなんだ。

　となれば、試してみるべきだよな。

「あのさ、ちょっといいかな？」

　依い然ぜんとして落ち込んだままの透香に、声をかける。

「呪いの原因を突き止める方法を思いついたんだけど、こういうのはどうかな」

　僕は二人に、自分の考えを説明した。

「そ、そんなの、無理です！」

　話を聞くと、透香は目を丸くして首を横に振った。

　反対に、久く遠おんちゃんは笑顔で腕うでを組み、大きくうなずく。

「いいよー、先生が許可するー。他ほかの先生にも伝えておくねー」

「ええっ!?　た、高たか槻つき先生!?」

「いいじゃないのー、面おも白しろそうだしー」

「ひ、他人ひと事ごとだと思って、面白がらないでください！」

　透香は顔を赤らめると、床ゆかに視線を落とす。

　そんな彼女に、僕は言葉を続けた。

「もちろん、一番大事なのは本人の意思だから、嫌いやなら嫌で、それでいいんだ。無理をさせるつもりなんてないよ」

「……」

「どうしてもダメなら、別の方法を考える。さあ、どうする？　決めるのは、君だよ」

「…………」

　透香はしばらく黙だまりこんでいたけど、やがてゆっくりと顔を上げて、僕を見た。

「……そのやり方で、わたしの呪いは、治るんですか？」

「分からない。でも、やってみる価か値ちはあると思う」

「……」

　透香は再びうつむいたが、

「……分かりました」

　両手の拳こぶしを震ふるえさせながらも、小さくうなずいた。

「よろしく、お願いします……」

　こうして、明日あしたからの治ち療りよう方針が決まったのだった。




　　　　　２




　そんなこんなで翌よく日じつの朝、僕ぼくは通学路で透とう香かを待っていた。

　ここは昨日きのう、彼女と出会った場所である。

　一人じゃ学校に行けない、と言われたので、付き添うことになったのだ。

「お、おはよう、ございます……」

　ぼんやりしていると、背後から声が聞こえてくる。

　振り向くと、そこには透香の姿があった。

「おはよう。似合ってるよ、その格かつ好こう」

「う、う、う……」

　僕の言葉に、透香はうめき声を上げる。力なくうつむき、地面に視線を落としたまま、僕と目を合わそうとしない。

　通り過ぎる人々が、チラチラとこちらを見ていた。

　それもそのはずだ。透香は今、メイド服を着ているのだから。

　通学路でそんな格好をしていたら、そりゃあ目立つってものさ。

「あの、本当にこの姿で、学校まで行くんですか……？」

「そうだよ。そのまま授業を受けてもらう。それが治療の一いつ環かんだからね」

　昨日、僕が提案したのは、『透香に色んな衣い装しようを着てもらう』というものだった。

『透化インビジブル』発はつ症しようの原因は、衣服に関する何かである可能性が高い。

　そこで考えたのが、

『ひょっとして透香は、自分の服装に不満を抱いだいているのではないか』

『自由な服装での生活を望んでいるのではないか』

　ということだ。

　だから僕は、透香に色んな衣装を着てもらおうと思ったんだ。

　その手始めに、メイド服である。

「は、恥はずかしい、です……」

　透香はうつむいたまま、エプロンドレスを小こ刻きざみに揺らしている。その顔は真まっ赤かで、この場から一歩も動けそうにない雰ふん囲い気きだ。

「うう……、どうしてこんなことに……」

「何を言ってるんだ。その格好は、自分で選んだんじゃないか」

「あ……、う……、そ、それは、そうです、けど……」

　そう。この衣い装しようは、彼女が選んだものなんだ。

『どんな衣装がいいか』という僕ぼくの問いに対する透とう香かの答えが、このメイド服なのである。

　呪のろいを完かん治ちさせるためには、我が慢まんしないことが大事だ。だから衣装選びも、透香の希望通りでなければならない。

　僕は透香に、建たて前まえやら何やらは考えず、心から望んだ衣装を選ぶようにと言った。そのことを踏まえた上で、出した答えがこれなのだ。

　メイド服は透香の望みであり、願いなのだ。

　そうでなければ、こんなことをする意味がない。

　……決して僕の趣しゆ味みだとか、そういうのじゃないよ、うん。

　自分が受け持った患かん者じやに趣味を押しつけるだなんて、そんな職しよつ権けん乱らん用ようは許されることじゃないからね。

　そりゃあ、まあ、メイド服を着た透香を見て、その、可愛かわいいな、とは思ったけどさ。

　さっきは平静さを装ってなるべく軽い感じで言ったけど、本当に似合ってるんだよな、このメイド服。

　自分でこの服を選んでおいて恥はじらう様よう子すが、また妙みようにいじらしいというか、ついつい目が離せないというか……。

　いやいや、落ち着け、冷静になれ。

　僕は反はん転てん師しで、今は仕事中なんだ。

　ちゃんと気持ちは切り替えていかないと。

　メイド服はあくまで透香の希望。僕の趣味は関係ない。関係ないぞ。

「そ、それにしても、そういう服って、普通のお店では売ってないよね。昨日きのうの今日きようで、すぐに用意できる物なの？」

　内心を悟さとられないよう、こちらからさらに話題を振ってみる。

「えっと、それは、その、……持ってましたから」

「え？」

「つ、つまり、あの、す、好きなんです。こういう、ヒラヒラした、可愛らしい服が。だから、お家うちに、いっぱいあるんです」

　なるほど、そういうことか。

　ようするに、これは透香の趣味なんだ。

　透香はこういう衣装が好きで、だけど学校では、制服しか着ることができない。

　そのことにストレスを覚えて、『透化インビジブル』を発はつ症しようさせたのかもしれないな。

　きっと彼女の部屋のクローゼットには、この手の衣装がたくさん並んでいるのだろう。

　なんとなく聞いてみたことだけど、これは大きな収しゆう穫かくだ。

　透香のことを、また一つ、知ることができた気がするぞ。

　……まあ、個人的には、制服姿すがたの透とう香かも、可愛かわいいと思うんだけどな。

　って、それはもういいんだって。

　軽く頭を振り、邪じや念ねんを追いやる。

　ともあれ、『色んな衣い装しようを着てもらう』という試みは、正解かもしれない。

　多少なりとも手ごたえを感じた僕ぼくは、透香に笑顔を向ける。

「そっか。それじゃあ、行こうか」

「……」

　透香は頭を下げたまま押し黙だまっていたが、

「……はい」

　やがて静かに口を開き、ゆっくりと足を進める。

　僕はその隣となりに並び、周囲の視線を浴びながら、二人して学校へと向かうのだった。







　当然のことながら、学校でも透香は注目の的だった。

　何しろ、メイド服で校内を歩き回っているのだ。それで注目されない方が、おかしいというものである。

　先生は何も言ってこなかったけど、それはおそらく、久く遠おんちゃん経けい由ゆで話が通っているからだろう。

　だけどやっぱりこの格好は気になるらしく、透香を見た先生は皆、ジロジロと視線を向けてくるし、それでいて何も言わないものだから、余計に生徒からあれこれ詮せん索さくされたりする、というわけだ。

　透香はなるべく教室から出ないようにしていたが、授業によっては教室移動があるし、その際はどうしても校舎を出歩かなければならない。

　そんなとき彼女は決して顔を上げようとせず、周囲の視線にひたすら耐えながら、急ぎ足で目的の教室へと向かっていた。

　まあ、教室の中でも状況は変わらないんだけどね。

　それでもさすがにずっと同じ物を見続けていれば慣なれるのか、クラスのみんなは半日も過ぎれば、ぶしつけな視線を送ってこなくなった。

　メイド服を着ている理由を尋たずねてくる人が一人もいなかったのは、おそらくみんな、話しかけることすらためらっていたからだろう。

　こっちとしても詳くわしいことは話せないわけだから、都つ合ごうがいいと言えば都合がよかった。

　呪のろいの治ち療りようだ、なんて言っても信じてもらえないだろうし、そもそもプライベートなことをしゃべるわけにはいかないしね。

　透香は終しゆう始し恥はずかしそうにしていたが、決して「もうやめたい」とは言わなかった。

　一度決めたことだから、という責任感もあるのだろうけど、それ以上に、自分の服装が気に入っているからなんだと思う。

　少なくとも僕ぼくが今日きよう見た限りでは、彼女の顔に、悲しそうな表情は浮かんでなかった。







　とまあ、そんな一日を過ごしていたら、当然、何も起きないわけがない。

　変化は、昼休みに訪れた。

「あの、黒くろ咲さき君」

　授業終了のチャイムが鳴り、教室が一気に騒さわがしくなる中、透とう香かが僕に話しかけてくる。

「黒咲君、今日きようのお昼はどうするつもりなんですか？」

「え？　お昼？　食堂にでも行ってみるつもりだけど？」

　僕の返事に、透香は目を丸くした。

「そ、そんな……。わたし、この格かつ好こうで食堂になんて行けません」

「へ？　いや、別に透香まで食堂に来る必要はないよ。ここで食べればいいんじゃない？」

「この格好で、教室に一人っきりになるのなんて、無理です……」

　ええっ、そ、そんなこと言われてもなあ。

　困ったな。食堂に行かなきゃお昼は手に入らないし、どうすればいいんだ。

「……あの」

「ん？」

「あ、あげますから」

「あげるって、何が？」

「そ、その、わ、わたし、わたしのお弁当、半分あげますから、だから、食堂には行かないでください」

「え？　お弁当、くれるの？」

「はい、食べてください。ですから、わたしを一人にしないでください……」

　透香は上うわ目め遣づかいで詰め寄ってくる。

　間ま近ぢかに迫られ、僕は思わず後ずさった。

　近いって。顔が近いってば。

　まあでも、そっか。お弁当、くれるのか。

　なんか、嬉うれしいな。

　女の子のお弁当の、その半分となると、かなり量は少ないだろうけど、そんなことは大した問題じゃない。

　昨日きのうから色々あったとはいえ、出会ったばかりの僕なんかにお弁当を分けてくれるという、その気持ちが、とてもありがたいことだと思ったんだ。

　もちろんこれは好意なんかじゃなくて、切せつ羽ぱ詰つまった上での妥だ協きよう案あんなのだろう。

　それでも嬉うれしいものは嬉しいし、せっかくの申し出を断ったりしたら、失礼だよな。

「分かった。お弁当、もらうよ」

「ほ、ほんとですか？　ありがとうございます！」

「いや、お礼を言うのはこっちの方だよ。ありがたくいただきます」

　僕ぼくたちはお互いに感謝の言葉を述べ、同時に頭を下げる。

　目が合うと、透とう香かは照れた笑えみを浮かべた。

　何やってるんだろうね、昼間っから、僕たちは。

「えっと、それじゃあ早さつ速そく……」

　透香は自分のカバンを開け、中からお弁当箱を取り出そうとする。

　教室のドアが盛大に開かれたのは、そのときだった。

「失礼しますわ！」

　声につられて、顔を向ける。

　入口のところには、一人の女子生徒が立っていた。

　背は僕よりもやや低いくらいだろうか。腰こしまで伸びた艶つややかな黒くろ髪かみを揺らし、険しい顔つきで真ま正しよう面めんを見み据すえている。

　彼女はつり目がちな瞳ひとみをキョロキョロと動かしていたが、僕たちのところで視線を止めると、ズカズカと教室の中へと入ってくる。

　そして透香の前まで来るなり、両手を腰に当てて、言った。

「あなたですわね、奇き抜ばつな服装で校内を歩き回っているという生徒は」

「え？　え？」

　いきなり声をかけられて混乱したのか、透香は視線をさまよわせている。

　そんな反応に構わず、黒髪の女の子は言葉を続けた。

「校則違反ですわよ。即そつ刻こく、着替えなさい」

　……ふむ。どうやらこの子は透香の噂うわさを聞きつけて、ここへやって来たみたいだな。

　彼女が誰なのかは知らないけど、でも遅かれ早かれ、こういう人が来るであろうというのは、予想できていたことだ。

「ちゃんと許可は貰もらってるんだ」

　僕は二人の間に割り込み、口を挟んだ。

　自分の背中に透香を隠かくすようにして立ち、目の前の女の子になるべく穏おだやかな声で話しかける。

「先生に聞いてみたら、確認が取れるはずだよ」

「……なんですの、あなたは」

　部外者に邪じや魔まをされたとでも思ったのか、彼女は不ふ機き嫌げんな表情を作り、ジロジロと僕を眺ながめてきた。

「あなた、見ない顔ですわね。もしかして、昨日きのう転校してきたというお方かしら？」

「あれ？　僕ぼくのこと知ってるの？」

「立場上、知らないわけにはいきませんからね」

　立場上？

　僕は首を振り向かせ、透とう香かに「この人、誰？」と目で尋たずねる。

　透香はオドオドしながら口を開いた。

「この人は、その、この学校の──」

「二年Ａ組、宮みや神がみ音ね々ね子こ。生徒会長ですわ」

　透香の言葉をさえぎり、目の前の女の子は自ら名乗る。

　二年ってことは、僕たちと同学年か。

　しかし、なるほど、そういうことか。生徒会長なら転校生が来たことを知っていてもおかしくないし、ここへ来るのも当然かもしれないな。

　おそらく、目に余る校則違反をしている生徒がいる、という話を耳にして、生徒会長として注意しにきた、ということなのだろう。

　周囲に目を配ると、クラスのみんながこちらに注目していた。

「百もも瀬せが生徒会長に目をつけられたみたいだぞ」

「そりゃあ、あんな格かつ好こうをしてたら、な」

「『鬼おにの宮神』は、今日きようも猛もう威いを振るうのか……」

　僕たちを見るみんなの間からは、ヒソヒソと話す声も聞こえてくる。

　話を聞く限り、どうやらこの生徒会長さんはかなり厳きびしい人みたいだ。

「分かったのなら、そこをおどきなさい。そして後ろのあなた、早く着替えなさい。代わりの服がないのなら、こちらで用意してあげますわ」

「いえ、あの、これは……」

　生徒会長の言げん動どうに圧倒され、透香はすっかり怖おじ気けづいている。

　まあ、この人にとってはこれが仕事なのだろうから、仕方ないのかもしれないけど、こっちにだって、「はいそうですか」とは引き下がれない事情があるんだ。

「えっと、生徒会長さん？　さっきも言ったけど、この服はちゃんと許可を貰もらった上で着てるんだよ。だから、君の言葉には従えない」

　僕の言葉に、彼女は眉まゆをピクリと動かした。

「誰ですの、そんな許可を出した先生は？」

　不ふ機き嫌げん丸出しに尋ねられ、僕は久く遠おんちゃんの名を告げる。

「分かりました。では、保健室に行きましょう」

　名前を聞くなり生徒会長は背を向け、さっさと教室を出ていく。

　なんだ、やけにあっさり引き下がってくれたな。

　気き難むずかしそうな感じに見えたけど、どうやら話が分かる人だったみたいだ。

　安あん堵どの息を吐はいたとき、しかし彼女は足を止めずに、言葉を続けた。

「言っておきますが、確認のために向かうのではありません」

「え？」

「抗こう議ぎをしにいくのです。どのような理由があろうとも、特例を認めるわけにはいきません。ワタクシが直じかに抗議して、許可を取り下げてもらいます」

「え、いや、ちょっと待って……」

　制せい止しも聞かず、生徒会長の姿は廊ろう下かへと消えていく。

　おいおい、ずいぶん一方的じゃないか。

　気難しいどころじゃない。あまりにも強ごう引いんすぎる。

「あの……。わたしたちも、保健室に行った方がいいんでしょうか？」

「そう、だね。久く遠おんちゃんは依い頼らい人にんだし、生徒会長に言われたからって許可を取り下げたりはしないだろうけど、万が一ってこともあるし。そのときは説せつ得とくしなきゃいけないよな」

　僕ぼくたちは顔を見合わせ、急いで生徒会長の後を追うのだった。







「納なつ得とくできませんわ！」

　保健室のドアを開けたとき、甲かん高だかい怒ど鳴なり声が耳に飛び込んでくる。

　見ると、生徒会長が目をつり上げて、久遠ちゃんをにらんでいるところだった。

「そのような特例を認めていては、学園の秩ちつ序じよが保てません！　せめて理由をおっしゃってくださいな！」

「だからー、生徒のプライバシーに関わることだから、言えないんだってばー」

　生徒会長はものすごい剣けん幕まくで詰め寄っているが、対する久遠ちゃんはのらりくらりとかわしている。

　どうやら心配することはなかったみたいだな。

　少しだけ安心しつつ、僕と透とう香かも二人の元へ近づく。

　生徒会長は僕たちに気付くと、透香を指ゆび差さした。

「このような姿で校内を歩き回られると、生徒が浮うき足あし立だち、学業に差し支つかえますわ。そのうち、真似まねをしようと思う輩やからも出てくるでしょう。はっきり言って、迷めい惑わくなのです」

「まあまあ、落ち着いてー。お茶でも飲むかい？」

「結けつ構こうです」

　彼女は久遠ちゃんから顔を背そむけ、苛いら立だたしげにこちらをにらむ。

　これは、かなり機き嫌げんが悪いみたいだな。

　今は何を言っても聞く耳を持たないかもしれない。彼女の気が静まるのを待ってから、話しかけてみるべきだろう。

　そんなことを考える僕ぼくの隣となりで、

「あの……」

　透とう香かが一歩前まえに出て、頭を下げた。

「ごめんなさい。わたしのせいで、こんなことになってしまって」

「……分かっているのでしたら、早くお着替えなさい」

　謝しや罪ざいの言葉を聞き、少しは冷静になったのか、生徒会長は落ち着いた声で透香の方へと身体からだを向ける。

　しかし透香は、ゆっくりと首を横に振った。

「それは、できません」

「……どうしてですの？」

「わたし、ちょっと……」

　透香は言葉を詰まらせたが、迷いを断ち切るようにうなずき、真ま正しよう面めんから生徒会長を見み据すえた。

「……わたし、ちょっと特殊な病気、みたいなのに、かかってるんです」

「……病気、ですの？」

　予想外の単語だったのか、生徒会長はマジマジと透香に視線を送る。

「はい。それで、その治ち療りようのために、このメイド服を着なきゃいけないんです」

「……意味が分かりませんわ。そんな病気、聞いたことがありません」

「本当なんです。治療に必要なことなんです。信じられないかもしれませんけど、でも、本当に本当なんです。だから、お願いします。どうか、この服装を、認めてください」

　透香は再び頭を下げる。

　その真剣さに気け圧おされたのか、生徒会長はわずかにたじろぐ。

　──二人のやり取りを見ていて、僕は透香のことをちょっと見直していた。

　自分の身体がトラブルを抱かかえているだなんてこと、できれば他人には話したくないはずなんだ。

　それをカミングアウトするのは、とても勇気のいることだよな。

　僕は彼女のことを、ごく普通の高校生だと思っていたけど、その認にん識しきは改めなきゃいけないかもしれない。

「……」

　頭を下げ続ける透香を、生徒会長は黙だまって見つめていたが、

「……仕方ありませんわね」

　やがて、小さくつぶやいた。

「そ、それじゃあ……」

　透とう香かは顔を上げて、表情を輝かせる。

　しかし、

「今日きようのところは大目に見ておきます。明日あしたからは、ちゃんと制服を着てくるように」

　生徒会長の口から出てきたのは、そんな言葉だった。

　おそらく彼女にとっては、そこが最大限譲じよう歩ほできる妥だ協きよう点てんなのだろう。

　でも、それじゃダメなんだ。

「今日だけじゃないよ」

　透香に並ぶようにして、僕ぼくも一歩前に出る。

「明日も明後日あさつてもだよ。メイド服だけじゃない。透香が望むのなら、もっと色んな服装だって試してみるつもりさ」

「……あなた、さっきから一体なんですの？」

　僕の介かい入にゆうで、生徒会長は一気に不ふ機き嫌げんさを増したようだ。

「部ぶ外がい者しやではないみたいですけれど、お二人はどういうご関係なのかしら？」

「僕は医者だよ。透香は僕の患かん者じやなんだ」

「医者？　あなたが？」

　疑わしい目つきの生徒会長に、ゆっくりうなずく。

　僕はこういうときはいつも、医者だと名乗るようにしている。

　反はん転てん師しだなんて言っても普通は理解されないし、患者のプライバシーを守るために、呪のろいのことは秘密にしなきゃいけないからね。

　もちろん高校生の僕が医者だなんて言っても、信じてくれないことがほとんどなんだけど、少なくとも反転師だと名乗るより反応はマシなんだ。

「胡う散さん臭くさい話ですわね」

　案あんの定じよう、彼女は僕の言葉を信じなかったようだ。

「ま、そりゃそうだよね。でもさ、これだけは言っておく。透香は決して、ウソなんてついてない」

「そんなことは分かってますわ。あんなに真ま面じ目めな顔をして、あんなつまらないウソをつく人なんていません」

「そっか。それじゃあ──」

「ですが」

　こちらのセリフをさえぎり、生徒会長は僕に人ひと差さし指ゆびを突き付ける。

「あなたが真実を語っているかどうかは、また別の話です。あなたがついたウソを、この方が信じている。そういう可能性の方が高いと、ワタクシは考えていますわ」

「ウソをついているかどうかはともかく、透香にメイド服を着るように言ったのは、僕だね。本当に彼女は、あの服を着る必要があるんだ」

「……ふん。やっぱり、あなたが諸しよ悪あくの根こん源げんというわけですのね。あなたの入れ知ぢ恵えのせいで、このような事態になっているのだ、と」

「んー、そう思ってもらっても構わないよ」

　僕ぼくの言葉に、生徒会長は目を細めて、胸の前で両腕うでを組んだ。

　おそらく僕のことを、『転校して早々、学園にトラブルを巻き起こした厄やつ介かい者もの』だとでも考えているのだろう。

　まあ別に、それでもいっか。

　怒りの矛ほこ先さきがこちらに向かえば、透とう香かが非ひ難なんされることもなくなるし。

「というわけだから、透香のあの服装を、認めてくれるかな？」

「何が、『というわけだから』ですの？　気が変わりましたわ、この話はなかったことにします。どうにも信用できません」

「え？　生徒会長ともあろう人が、前言を撤てつ回かいするんだ？」

「ぐっ……。へ、屁へ理り屈くつをこねないでくださいな。それに、ワタクシが認めたのは今日きよう一日だけですわ。いずれにせよ、それ以上は許可できません」

「そこをなんとかお願いしますよ、会長さん」

「無理です。不可能です」

「いやー、そう言わずに、本当、お願いしますって」

「なれなれしくしないでくださいな。無理なものは無理です」

　生徒会長はそっぽを向き、まるで取り合ってくれない。

　困ったな、どう言えば折れてくれるんだろう？

　反はん転てん師しのこと、呪のろいのことを、正直に打ち明けてみるべきか？

　そうなると『透化インビジブル』のことも話さなきゃならなくなるけど、まあ、それしかない、か。

　まずは透香に相談してみて、彼女が承しよう諾だくしてくれるのなら、生徒会長にもそのことを話してみよう。

「まあまあ、二人とも落ち着いて。お茶でも飲みなよー」

　そんなことを考えていたとき、久く遠おんちゃんが湯ゆ吞のみの乗ったお盆ぼんを持って割り込んできた。

「音ね々ね子こちゃんも、そんなに肩かた肘ひじ張はってないで、もっとリラックスしなってー」

「肩肘など張ってません。自分のするべきことをしているだけですわ」

「ほらー、そうピリピリしないでってば。シロウちゃんにはしばらくお世話になるんだから、もっと仲良く仲良く、ね」

　何気ない口く調ちようで言ったその言葉に、生徒会長は眉まゆをひそめる。

「……お世話になる？　なんの話ですの？」

「音々子ちゃんはシロウちゃんに、治ち療りようしてもらうのだー」

「は？」

　思わぬ単語に、僕ぼくも生徒会長と同じような表情になった。

「えっと、久く遠おんちゃん？　どういうことですかね？」

「つまりー、音ね々ね子こちゃんも、なんだよー」

「いや、だから、何が──」

　言いかけて、僕は一つの可能性に気付く。

　僕が、治ち療りようする。

　生徒会長も。

　それって、もしかして──。

　青ざめる僕に構わず、久遠ちゃんは平然とした顔で、言った。

「生徒会長・宮みや神がみ音々子ちゃんも、呪持者キヤリアなんだよ」







[image: 第三章　会長によろしく]










　　　　　１




　久く遠おんちゃんが、何を言ったのか分からなかった。

　言葉の意味が分からない、というわけじゃない。

　なぜ、そんなセリフが今、彼女の口から出てくるのか。

　それが分からなかったんだ。

「あの、久遠ちゃん……？　誰が、なんだって？」

「もう、何度も言わせないでよー」

　僕ぼくの問いに、久遠ちゃんは頰ほおを膨ふくらませる。

「音ね々ね子こちゃんも、呪持者キヤリアなんだってばー」

　彼女の口から漏もれるのは、さっきと同じ言葉だ。

　呪持者？　呪持者だって？

「だから、どうしてその単たん語ごが出てくるのかを、聞いてるんですよ」

「ん？　おかしい？」

「おかしいですよ。だって──」

　そこまで言いかけて、僕は自分が注目されていることに気付く。

　透とう香かも生徒会長も、突とつ然ぜん取り乱した僕に戸と惑まどいの目を向けていた。

「久遠ちゃん、少し二人だけで話しましょう。透香と生徒会長は、ちょっとここで待っていてもらえるかな？」

　返事も聞かず、僕は久遠ちゃんの腕うでを引っ張る。

　そしてそのまま逃げるようにして、給きゆう湯とう室しつへと駆かけ込んだ。

　部屋の扉とびらを閉じると、久遠ちゃんは両手を頰に当てて身体からだをくねらせる。

「こんな昼間っから、大だい胆たんなんだね、シロウちゃんってばー」

「ふ、ふざけないでください。これは真ま面じ目めな話です。反はん転てん師しと依い頼らい人にんの、真面目な話」

「ほいほい。それで、なんの話？」

　声を荒らげると、彼女はすぐに平然とした顔に戻り、先をうながす。

　くっそー、なんか腹が立ってきたな。

　まあいいや、こんなことでいちいち怒ってはいられない。

　さっさと話を進めよう。

「手紙ですよ、手紙」

　僕は懐ふところから一枚の手紙を取り出し、久遠ちゃんの前に突きつけた。

　それは、彼女が反転師に宛あてた、依頼の手紙だ。

「ここには透香の名前しか書いてない。つまり、依頼された呪持者は、透香一人だけってことです。二人も呪持者キヤリアがいるだなんて、聞いてないですよ」

「そりゃあ、まあ、言ってないからねー」

「どうして言ってくれなかったんですか？」

「だって、聞かれなかったんだもん」

「わざわざ聞いたりしませんよ！　手紙には書いてなかったんですから！」

　思わず声が大きくなり、慌あわてて口を押さえる。

　……そもそも、確率的には一校に二人も呪持者がいること自体、珍めずらしいんだ。依い頼らい人にんからの指し摘てきがなければ、普通はこっちから確認したりはしないさ。

「とにかく、これは契けい約やく違反ですよ。あの生徒会長さんの治ち療りようを依頼するのなら、新しい契約を結ぶ必要があります」

「んー、でもさー、音ね々ね子こちゃんの名前そのものは書いてないけど、ほらほら、ここ見てよ、ここ」

「……なんのことですか？」

「ほら、ここだよ、ここ。透とう香かちゃんの、名前の隣となりに」

　久遠ちゃんに言われ、手紙の該がい当とうする箇か所しよに目を通す。







　対たい象しようの名前は百もも瀬せ透香ちゃん
　その他　詳しよう細さいは現地で伝えるよ









「これが、何か？」

「だから、『その他』って書いてあるでしょ？」

「ええ、書いてますけど、それがいったい──」

「これって、『その他の生徒』っていう意味で書いたんだよねー」

「…………」

　ええっと、つまり、なんだ。

「ちょっと整理させてください」

「いいよん」

　僕ぼくは一度大きく深呼吸をして、気持ちを落ち着かせる。

　オッケー、怒るなよ。

　こんなことで怒ってちゃ、いけないぞ。

「……つまり、『その他（の）詳細』ではなく、『対象は百瀬透香と、その他（の生徒）』という意味だった、と？」

「そうそう、そういうこと」

「紛まぎらわしい書き方するなぁ──っ！」

　ダメだ、我が慢まんできなかった。

「こんな書き方してたら、勘かん違ちがいするに決まってるでしょ！」

「でもー、ちゃんと間を空あけて書いてるよー？」

「改かい行ぎようしてください、改行！」

「？」

　僕ぼくの物もの言いいに対して、久く遠おんちゃんは首をかしげるばかりだ。

　話が通じてないわけじゃないよな？

　ちゃんと伝わってるよな？

「シロウちゃんがどうしてそんなに怒ってるのかは、分からないけどー」

　分かってないのかよ。

「先生にとって大事なのは、一つだけだよー」

「……なんですか？」

「君が音ね々ね子こちゃんを、治す気があるのかどうか。それだけー」

「……」

「目の前には患かん者じやがいて、君にはその子を治す力がある。それでも君は、聞いてなかったからといって、見み捨すてるのかなー？」

「み、見捨てるとは言ってない──」

「何をコソコソしてるんですの？」

　そのとき、保健室の方から生徒会長の声が聞こえた。

「ほらほら、ずっとこんなところにいたら、怪しまれるよー。戻ろう、戻ろう」

　声に応こたえるように、久遠ちゃんは僕を無む視しして二人の元へと歩いていく。

　残された僕は、深いため息をついた。

　…………ああ、もう、仕方ないなあ。

　頭をかきながら、久遠ちゃんの後に続く。

　引き受けます、引き受けますよ。

　ちゃんと確かめなかった僕だって悪いんだ。久遠ちゃんばかりを一方的に責めるわけには、いかないよな。

　保健室に戻ると、三人が同時に僕へ視線を向けた。

　特に久遠ちゃんなんかは、期待に満ちた目をキラキラと輝かせている。

「……今回だけですよ。次からは本当に、新しい契けい約やくを結んでもらわないと」

「まあまあ、細かい話は後で、後で」

　話をはぐらかし、久遠ちゃんは透とう香かたちへと向き直った。

　その態度に軽く苛いら立だちつつも、すぐに気持ちを切り替える。

　今は治ち療りようが優ゆう先せんだ。

「あの……、さっき、呪持者キヤリアっていう単語が聞こえましたけど、わたしが何か？」

「え？」

　と、不ふ意いに透とう香かに話しかけられ、僕ぼくは首をかしげる。

「ですから、呪持者って、わたしのこと、ですよね？」

「んん……？　あ、ああ、なるほど。透香も確かにそうなんだけど、でも、さっきのは違うんだ。あれは、生徒会長のことなんだよ」

　僕が答えると、今度はその生徒会長が疑問を投げかけてきた。

「ワタクシがどうかしましたか？　先さき程ほどからそちらだけで話を進めてばかりで、全然ついていけませんわよ。何か言いたいことがあるのなら、ワタクシにも分かるようにおっしゃってくださいな」

「音ね々ね子こちゃん、あれだよ、あれ」

　大たい層そうご立りつ腹ぷくな生徒会長に、久遠ちゃんは無む邪じや気きな笑顔を見せる。

「……あれ、とはなんですの？」

「音々子ちゃんが前に相談してきた、あれ」

「っ！」

　途と端たん、彼女は大きく目を見開いた。

「ど、ど、どうして、今、その話を持ち出すんですの!?」

「だってー、あれを治療してもらうために、シロウちゃんに来てもらったんだもん」

「……ほ、本当、ですの？」

「ホント、ホント。ね、シロウちゃん？」

「……ま、そういうことらしいんですよ」

　肩をすくめる僕を、生徒会長はマジマジと見てくる。

　その瞳ひとみが、「お前は何者だ？」と問いかけていた。

　透香へ顔を向けると、彼女は事態が飲み込めてないのか、顔かお中じゆうにはてなマークを浮かべている。

「透香、君の呪のろいについても話すことになるけど、いいかな？」

　しかし僕のその言葉で、何かに気付いたように顔を上げる。

「あの、それじゃあ、もしかして……」

「そう。さっきも言ったけど、生徒会長も呪持者らしいんだ」

「……」

　透香は躊躇ためらいがちに視線をさまよわせる。

　だが、やがて決意を秘めた目で、小さくうなずいた。

「そういうことなら、はい。大だい丈じよう夫ぶです、話してください」

「ありがとう。それじゃあ、生徒会長さん。これから話すことを、真ま面じ目めに聞いてくれるかな？　これは決して冗じよう談だんなんかじゃなく、本当のことなんだ」

「……いったい、なんのことですの？」

「僕ぼくはね、反はん転てん師しなんだ」

　そう言って僕は、昨日きのう透とう香かに話したのと同じことを説明した。

　呪のろいの存在。

　反転師という技能集団。

　ここへ来た目的。

　そして、『透化インビジブル』のことも。

「透香にメイド服を着せてるのは治ち療りようのためだって、僕は言ったよね？　それはつまり、こういうことなんだよ」

「……」

　生徒会長は腕うでを組んだまま、黙だまって僕の言葉を聞いていた。

　しかし、話し終えるなり、

「信じられませんわ」

　冷たく、そう言い放った。

　まあ、そうだよな。

　透香に説明したときとは状況が違うし、そもそも僕は彼女にあまりいい印象を持たれてないみたいだし、そう簡単には信じてもらえないだろう。

「高たか槻つき先生があなたを招いたというのは、おそらく本当なのでしょう。それは信じます」

「音ね々ね子こちゃん、音々子ちゃん。先生のことは『久く遠おんちゃん』って呼んでって、いつも言ってるでしょー？」

「ですが」

　久遠ちゃんの声を無む視しして、生徒会長は言葉を続ける。

「黒くろ咲さきさん、でしたっけ？　あなた自身のことは、まだ信用できませんわ。あなたがその『反転師』とやらだとおっしゃるのなら、証しよう拠こを見せてくださいな。そうでなければ、そんな胡う散さん臭くさい話を信じるわけにはいきませんわね」

「証拠って、たとえば？」

「そうですわね……。では、ワタクシがなんの呪いにかかっているのか、当ててみなさいな」

「え？　呪いのことは信じるの？」

「あなた方に合わせて言葉を選んでいるのです。呪いだとかなんだとか、そういった怪しげなものを信じたわけではありませんわ」

「あ、ああ、そういうことか、ごめん」

　僕ぼくが頭を下げると、彼女は小さくセキ払ばらいをした。

「……ワタクシの身体からだが不調なのは、事実です。そのことを高たか槻つき先生に相談した、というのも認めます。もしもそれが呪のろいだとおっしゃるのなら、なんの呪いなのかも分かるはずですわよね？　反はん転てん師しであるあなたでしたら」

「えっと、それは──」

　僕の返事を最後まで聞かず、生徒会長は久く遠おんちゃんに顔を向ける。

「高槻先生は何もおっしゃってはいけませんわよ。これはワタクシと、このお方の問題なのですから」

「面おも白しろそうだから、いいよー。ヒントを出しちゃったら、フェアじゃないしねー」

　久遠ちゃんは無む邪じや気きな顔で、ゴーサインを出した。

　……面白そうだから、じゃないよ、まったく。

　なんだか面めん倒どうなことになってきたなあ。

　本来なら僕が受け持つ患かん者じやは、透とう香か一人だけだったはずだ。

　なのに、なぜかその数が二人に増えて、その上、なんの呪いにかかっているのかを当てろ、だって？

　なんでこんなことになってるんだろうね。

　完全に予定外だ。

「さあ、どうしますの？　この挑ちよう戦せんを受けますの？　それとも、ウソをついていたと認めますの？」

「……はあ」

　両手を腰こしに当てて、大きく息を吐はく。

　分かってるよ。仕事を引き受けると決めた以上、選択肢しは一つしかない。それがプロの責任でもあり、意い地じでもあるんだ。

　それに、久遠ちゃんにも言われたけど、生徒会長が本当に呪持者キヤリアなのだとしたら、話が違うからって見み捨すてるわけにはいかないしね。

　なんだか久遠ちゃんの思おも惑わく通りに事が進んでるみたいで、そこがちょっと気に入らなかったけど、まあ、あまり細かいことは考えない方がいいんだろう、きっと。

　気持ちを切り替え、生徒会長を見つめる。

「いいよ。君の呪いを、突き止めてみせるよ」

「決まりですわね。それと、ワタクシには宮みや神がみ音ね々ね子こという名前がありますの。ちゃんと名前で呼んでくださらないと、失礼ですわよ」

「え？　ああ、それもそうだね、ごめん。じゃあ、えっと、宮神？」

「音々子でよろしくてよ」

「じゃあ、音々子。君の診しん察さつを始めようか」

　そう言って僕ぼくは軽く息を吐はき、精神を集中させた。

　指を広げ、両方の手のひらに気を集める。

　そのままゆっくりと、音ね々ね子この肩かたに手を置く。

　そして──、

「な、何をするんですの！」

　いきなり、突き飛ばされた。

「ぐえっ！」

　突然のことだったので受け身が取れず、頭から床ゆかにぶつかる。

　一いつ瞬しゆん、意識が真っ白になり、即そく座ざに痛みが襲おそってきた。

「い、痛いなあ……。なんなんだよ、いったい……」

「それはこっちのセリフですわ！　断りもなしにレディーの身体からだに触ふれるだなんて、失礼にも程がありますわよ！」

「え？　い、いや、ちょっと待ってくれ。僕は別に、そんな、いやらしい気持ちで触さわったわけじゃないよ」

「言い訳だなんて、見み苦ぐるしいですわ！」

「いや、本当なんだって！　患かん部ぶがどこにあるのかを探るには、触しよく診しんが一番なんだよ。だから僕は──」

「お黙だまりなさい！　まったく、信じられませんわ！　このような仕打ちはきわめて不ふ愉ゆ快かいです。ワタクシ、これで失礼させてもらいますわ」

　そう言って彼女は僕に背を向け、入口へと歩を進める。

「え？　あの、まだ診しん察さつは終わってない──」

「黙りなさいと言ったでしょう？」

　こちらも見ずに音々子は言い放ち、ふと、透とう香かの前で足を止めた。

「先さき程ほども言いましたが、あなたのその格かつ好こう、今日きようのところは不ふ問もんにします。ですが、明日あしたからはちゃんと制服を着てくるように。いいですわね？」

　言うだけ言うと、返事も聞かず、彼女は保健室のドアを荒々しく開ける。

　そしてそのまま、廊ろう下かへと消えていった。

　僕はその後ろ姿を、呆ぼう然ぜんと見送るしかない。

　なんだよ、そこまで怒らなくてもいいじゃないか。

　そりゃあ、いきなり触ったのは失礼だったかもしれないけどさ、なんの呪いなのかを当てろって言ったのは、そっちだろ？

　僕は起き上がり、透香に尋たずねる。

「生徒会長って、どういう人なんだ？　いっつもあんな感じなの？」

「えっと……、今日はちょっと機き嫌げんが悪いみたいですけど、普ふ段だんは温おん厚こうな方ですよ？」

　本当に？　どうにも信じられないな。

「わたしなんかとは違って、とってもすごい人なんです。勉強もスポーツも常にトップで、お家うちもお金持ちで、それでいて、そのことを鼻にかけたりせずに、誰にでも優しくて、礼れい儀ぎ正しくて。みんなが尊そん敬けいする、完かん璧ぺきな人なんです。……規則にはちょっと厳きびしいところがありますけど、ね」

　透とう香かは少しだけ頰ほおを赤らめて、まるで自分のことのように自じ慢まんげに語る。

　完璧な人、ね。

　多分、透香にとって、宮みや神がみ音ね々ね子こは憧あこがれの存在なのだろう。

　その気持ちは、まあ、分からないでもない。

　確かに彼女は整った顔立ちをしていたし、気け高だかさというか、高こう貴きな雰ふん囲い気きのようなものを身に纏まとっていたようにも思えるし。

　それに、その、んー、なんというか、スタイルも、よかったし。

　……いや、別に、だからといって、透香の方が劣おとってるとか、そんなバカなことを考えてるわけじゃないよ。

　人は外見だけじゃないというか、透香には透香のいいところがあるというか、それに個人的にはどっちかというと、透香みたいに素そ朴ぼくな感じの子の方が……。

　って、待て待て、今はそのことはどうでもいい。あくまで一般論ろんだ、一般論。

　心の声を誰かに聞かれたような気がして、僕は小さくセキ払ばらいをしてごまかした。

「どうかしたんですか？」

　そんな僕を不ふ審しんに思ったのか、透香が顔を覗のぞき込んでくる。

「えっ!?　いや、なんでもない、なんでもないよ！　本当に、大だい丈じよう夫ぶだから、うん」

「？」

　なおも首をかしげる彼女から目をそらし、また一つセキ払いをする。

　余よ計けいな考えは頭から追いやろう、うん。

「えっと、それで、どうしましょうか」

　気持ちを切り替えていると、透香がまた声をかけてきた。

「ん？　なんのこと？」

「わたしの、この服のことです」

「服？　ああ、そのことなら気にしなくてもいいよ。明日あしたもまた、好きな服を着てきたらいいんだ」

「ええっ？　で、でも、宮神さんは、制服を着てくるようにって……」

「それは彼女がそう言っただけで、まだ全ぜん然ぜん話はついてないじゃないか。で、言うだけ言って、勝かつ手てにどこかに行っちゃったんだから、そんなのに従う必要はないよ」

「そ、それは、そうかもしれませんけど……」

「『透化インビジブル』の呪のろい、再発させたくないんだろ？」

　僕ぼくの言葉に、透とう香かはわずかに目を見開いた。

「……はい」

　ためらいつつも、彼女は首を縦たてに振る。

「だったら、余よ計けいなことは気にしなくていいんだよ。君は自分の身体からだのことを第一に考える。いいね？」

「わ、分かりました」

「よし、それじゃあ、明日あしたはどんな服にするか、今のうちに決めておこうよ。その方が気持ちも固まると思うし」

「えっ、そ、そうですね、それじゃあ、えっと、えっと……」

　突然のことに透香は戸と惑まどっていたが、

「じゃ、じゃあ、また、このメイド服で」

　うつむきながら、そう答えた。

「オッケー、それでいこう。もちろん、後で気が変わったら変へん更こうアリで」

「は、はい。そ、それで、あの、お願いがあるんですけど、いいですか？」

「ん、何？」

「あ、あの……」

　彼女はモジモジと指を動かし、やがて顔を上げて僕を見つめる。

「あ、明日も、その、い、一いつ緒しよに、登校してくれません、か？」

「え、うん。もちろん、いいよ」

　透香のお願いに、僕はあっさりと承しよう諾だくする。

「あ、ありがとうございます！」

　返事を聞いて、透香は笑顔で頭を下げた。

　まあ、最初からそのつもりだったしね。

　自分が受け持った患かん者じやは、最後まで面めん倒どうを見る。

　それが反はん転てん師しとしての責任だから。

「そ、それじゃあ、明日もまた、よろしくお願いします」

「そんな、大げさだって。でも、分かった。こちらこそよろしく」

　透香と同じように、僕も軽く頭を下げる。

　と、そのとき不意に、僕のお腹なかが大きな音を立てた。

「あー、そういえば、お昼ご飯はんまだだったね」

「教室、戻りましょうか」

「そうだね。あ、そうだ。あの約束、まだ有効なのかな？」

「約束、ですか？」

「うん。お弁当を半分もらえるっていう、あれ」

　僕ぼくの問いに、透とう香かは急に頰ほおを染そめた。

「は、はい。それはもう、食べちゃってください。半分と言わず、お好きなだけ、いくらでも。で、ですから、あの、ひ、一人で、食堂に行ったりとか……」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだから。半分でいいから。一人で食堂に行ったりしないから」

「そ、そうですか？」

「う、うん。じゃ、じゃあ、戻ろうか」

「は、はい、戻りましょう」

　透香の態度につられてこっちまで照れくさい気持ちになってしまい、お互いにアタフタとした会話を交わす。

「あの、高たか槻つき先生。なんだかお騒さわがせして申し訳ありませんでした」

　透香は久く遠おんちゃんに身体からだを向けると、小さくお辞じ儀ぎをする。

「気にしない、気にしない。んじゃ、まったねー」

　僕たちの様よう子すをニコニコと見つめていた久遠ちゃんは、軽い口く調ちようで手を振ってきた。

　そんな久遠ちゃんに、僕もお辞儀をして、保健室を後にする。

　またね、か。

　そうだな、おそらくまた明日あしたも、ここへ来ることになるんだろうな。

　問題はまだ、何も解決していないのだから。




　　　　　２




　翌よく日じつ、僕はメイド服の透香と共に、美み空そら学がく園えんの門をくぐった。

　今日きようも透香は注目の的となっていたが、二日も続けばさすがにみんなも慣なれたのか、あるいは先生方からの説明があったのか、昨日きのうほどの奇き異いの視線は感じなかった。

　そんな中、僕たちは午前の授業を受け、お昼休みになると、またもや透香は一いつ緒しよにお弁当を食べようと提案してきた。

　断る理由もないので二つ返事で承しよう諾だくすると、彼女は嬉うれしそうにカバンからお弁当箱を取り出そうとする。

　そしてそのとき、つまり昨日と全く同じタイミングで、教室のドアが開かれた。

「制服を着てきなさいと言ったでしょう！」

　生徒会長・宮みや神がみ音ね々ね子この叫び声が、部屋中に響ひびき渡る。

　彼女は無ぶ遠えん慮りよに教室へ足を踏み入れると、僕たちに厳しい視線を送ってきた。

「あなたたち、ワタクシの話を聞いてなかったんですの？　それともこれは、ワタクシを侮ぶ辱じよくしていると受け取って構わないのかしら？」

　怒ど気きを隠かくそうともせず、彼女は鋭い目を向けてくる。

　そりゃあまあ、昨日きのうあれだけ言ったのに、また同じ格かつ好こうで堂どう々どうと授業を受けてるんだもんな。

　ケンカを売ってると思われても仕方がないかもしれない。

「えっと、あの、そうじゃなくて、これは、その……」

　音ね々ね子この気迫に、透とう香かは圧倒されていたが、僕ぼくは昨日と同じく、二人の間に割って入る。

「そっちこそ、僕たちの話を聞いてなかったのかな？　透香がこの服を着る理由は、昨日も説明しただろ？」

「また、そうやって減らず口を……」

　僕の言葉に、唇くちびるを嚙かみ締めた。

　彼女は何か反はん論ろんを述べようとしたが、それを制して、僕は続ける。

「それより、僕は君のことも気になってるんだ」

「…………ワタクシのこと、ですの？」

　怒りに震ふるえていた音々子は、急に話を振られて、眉まゆをひそめる。

「そう。君が本当に……、その、身体からだに不調があるのなら、早く診しん察さつしなきゃいけないと思ってさ」

　人前で呪のろいに関することを口にするわけにもいかないので、慎しん重ちように言葉を選びながら、こちらの考えを伝える。

　しかし僕の発言に彼女は目を細め、両手を腰こしに当てて、じっとりとこちらをにらんだ。

「その話なら、結けつ構こうだと申もうしたでしょう？　……ああ、なるほど。そういうことですの。あなたの狙ねらいが分かりましたわ。ワタクシのことを心配する素そ振ぶりを見せて、またいやらしいことを企たくらんでいるのですわね」

「え？　いや、違うってば。僕は本当に、君のことが──」

「お・だ・ま・り・な・さ・い。もうその手には乗りませんわよ」

　音々子はまるで取りつく島もなく、顔を背そむける。

　困ったな。どう言えば分かってもらえるのだろうか。

　きっちりと論ろん理り的に、何がどう危険なのかを説明すべきだろうか？

　……いや、こういうのは下手へたに言い繕つくろうより、感情に訴えた方がいいのかもしれない。

　結局のところ、大事なのは気持ちだもんな。気持ちが伴っていないと、どんなに正論を述べても、相手には受け入れてもらえないと思うし。

　かといって、身み振ぶり手て振ぶりを交えて大げさにアピールしたら、かえって逆効果かもしれないし、ここは音々子にだけ伝わるように、控え目なやり方を試みるべきだろう。

「えっとな、音々子」

　僕は小さくセキ払ばらいをして、彼女の側そばに近寄ると、耳元にそっと囁ささやいた。

「僕は君のことを、もっとよく知りたいんだ」

「──っ！」

　その瞬しゆん間かん、音ね々ね子こは顔を真まっ赤かに染そめ上げた。

　彼女は全身を小こ刻きざみに震わせ、今までよりも一いつ層そうきつい目で僕ぼくをにらんでくる。

　あ、あれ？　もしかして、余よ計けいに怒らせた？

「黒くろ咲さき、君……」

　振り返ると、透とう香かまで口を『へ』の字に曲げていて、なんだか機き嫌げんが悪そうに見える。

　なぜだ？　何がいけなかったんだ？

　僕は何を間違えたんだ？

「こ、この、破は廉れん恥ちなっ……！」

　混乱する僕に向かって、音々子は手を振り上げ、平手打ちを食らわせようとする。

　しかしそんな彼女に、彼方かなたから声が飛んできた。

「別にいいじゃん、服装くらい」

「っ！」

　声に反応して、音々子は動きを止める。

「そうそう。ちょっとくらい大おお目めに見てやってもいいじゃん」

「そりゃあ、派は手でな格かつ好こうだとは思うけど、先生に許可をもらってるなら、問題ないよね」

　どうやらクラスのみんなが、口々に野や次じを飛ばしているようだ。

「……何か言いたいことでもありますの？」

　音々子は振り上げていた手をゆっくりと下ろし、周囲に視線を向ける。

　途と端たんに野次は止やんだが、代わりにヒソヒソと話す声がそこら中から聞こえてきた。

「生徒会長って、結けつ構こう強ごう引いんなところがあるよね」

「ちょっと固いんだよな。真ま面じ目めなのはいいんだけど、あの人がいると、なんだか息苦しくなるよ」

　ヒソヒソ声は止む気け配はいがない。何人もの生徒が、音々子への苦く言げんを口にしている。

　──おそらく、『鬼おにの宮みや神がみ』と呼ばれる生徒会長への不満は、生徒たちの間では相当溜たまっていたのだろう。

　その不満が、今回の件を経て一気に溢あふれ出したのかもしれない。

　皆の声が耳に入ってくるのか、音々子は拳こぶしを固く握り締める。

「ワタクシの気持ちも知らないで……」

　誰にも聞こえないくらいの声でつぶやき、彼女は一度、目を閉じる。

　しかしすぐに僕へ視線を向けると、

「……もう一度、高たか槻つき先生に掛け合ってみます」

　そう言って、教室を後にした。

「あの……、わたしたちも、追った方が……」

　透とう香かは音ね々ね子この後ろ姿を見送っていたが、彼女の姿が見えなくなると、僕ぼくにそう話しかけてくる。

「……だね。昨日きのうの続きだ」

　僕たちが一歩も引かない以上、音々子が選ぶ道は、『久く遠おんちゃんから、許可を取り下げさせる』以外にないのだ。

　僕と透香も音々子に続き、保健室へと向かうのだった。







「で、何？　用件は昨日と同じ？　だったら答えは変わらないよー」

　保健室のドアを開けると、久遠ちゃんの言葉が耳に飛び込んできた。

「……」

　久遠ちゃんの前では、音々子が無む言ごんで頭を押さえている。

　どうやら透香の件については、全く心配ないようだ。

　でもまあ、当然と言えば当然だよな。

　あれから話は何も進展してないんだから、久遠ちゃんの返事だって変わるわけがないんだ。

「もう、終わりです。模も範はんを示すべき立場の方がこの有り様では、この学園の秩ちつ序じよは崩ほう壊かいしますわ……」

　説得は不可能だと悟さとったのか、音々子は顔を青くし、全すべての望みが断たれたかのような嘆なげきの声を上げる。

　うーん、何もそこまで悲ひ観かん的になることもないと思うんだけどな。

　そりゃあ、規律を守る立場の人間からすれば、残念な結果なのかもしれないけどさ。

　まあでも、このまま放っておくわけにもいかないよな。

　このままだとこっちも後あと味あじが悪いし、それに、まだ全ての問題が解決したわけじゃないんだ。

「音々子、いいかな？」

　僕が声をかけると、彼女はゆっくりとこちらに振り向いた。

「ワタクシに何か用ですの？」

　音々子が向ける目は、まるで僕が諸しよ悪あくの根こん源げんだとでも思っているかのような、恨うらみがましい視線である。

　どう思われたっていいけどね。こっちの話をちゃんと聞いてくれれば。

「さっきも言ったけどさ、診しん察さつを、受けて欲しいんだ」

「……しつこいですわね」

　診察、という単語に、音々子は露ろ骨こつに不快な表情を作る。

　しかし彼女は小さく頭を振ると、胸の前で両腕うでを組んで、口を開いた。

「まあ、いいですわ。そこまでおっしゃるのなら、もう一度チャンスを差し上げます。あなたが反はん転てん師しだということを、証明してみせなさいな」

　チャンスって、昨日きのうはそっちが勝かつ手てに打ち切ったんじゃないか。

「ただし、ワタクシの身体からだに指一本でも触ふれたら、もう二度とあなたのことを信じません。いいですわね？」

　その条件は変わらないんだな。

　仕方ない。せっかく診しん察さつを受けてくれるんだから、ここはこっちが引き下がろう。

「分かったよ。君には触れない。それでいいね？」

「よろしくてよ」

　音ね々ね子こは胸を張り、まっすぐに僕ぼくを見つめた。

　そんな彼女を見て、僕も決意を固める。

　あれをやってみよう。

　疲れるから、あんまりやりたくないんだけどね。触れることさえできないんじゃ、やるしかない。

「……」

　僕は目を閉じて、二度、三度と深呼吸をした。

　気持ちを落ち着かせ、雑ざつ念ねんを全すべて捨て去る。

　僕は、反転師だ。

　呪のろいを探り当てることだけが、今、なすべきこと。

　他ほかのことは全部、忘れろ。

　集しゆう中ちゆう力りよくを高め、一点に気を集める。

「……よし」

　まぶたを開け、音々子に目を向ける。

　大だい丈じよう夫ぶ、精神に乱れはない。

　──僕は今、本来なら両手に集めるはずの気を、目の周りに集めている。この状態の僕は、普段なら目視できない『気の流れ』さえも見ることができるのだ。

　極きよく限げんまで集中力を高めなきゃ使えない技だが、これなら音々子に触れずとも、患かん部ぶがどこかを探れるのである。

　じっくりと、彼女の身体を眺ながめ回す。

　異常のある個か所しよを、探り当てるために。

　僕の視線を受けて、音々子はなんだか居い心地ごこちが悪そうだった。

　だけどそんなことに気を遣つかっている余よ裕ゆうはない。ちょっとでも気持ちがぶれると、この技は使えないんだ。

　彼女に一歩近づき、全身を凝ぎよう視しする。

「な、なんですの？　ジロジロ見ないでくださいな」

　音ね々ね子こは上ずった声を口にしたが、僕ぼくと目が合うと、彼女は視線をそらした。

「身体からだには触ふれてないんだから、構わないだろ？」

　そう言ってまた元の作業に戻る。

　間ま近ぢかで音々子の顔を見ると、彼女の頰ほおに朱しゆ色いろが走った。

　耳も赤く、その唇くちびるからは熱い吐と息いきが漏もれている。

　艶つややかな黒くろ髪かみはほんのりと甘あまい香りがして、気き品ひんの高さみたいなものが感じられた。

　そこから肩かた、腕うで、と見て、視線は身体の中心部に移る。

　胸の前で組んだ腕の間からは、つつましい双そう丘きゆうの存在を確認できた。

　そこにも顔を近づけ、異常がないかを確かめる。

「……っ！」

　音々子はうつむき、耐えるように肩を震ふるわせる。

　僕はそのまま視線を下か半はん身しんへと移動させ、

「……ここか」

　ようやく、患かん部ぶの特定に至った。

　ゆっくりと、音々子の背後に回る。

　こちらの動きに合わせて、彼女も身体の向きを変えようとする。しかし僕はそれを手で制して、そのまま背中へと足を向け、立ち止まった。

　皆が僕に注目する中、静かに膝ひざをつき、両手を広げる。

　そして、

「せぇい！」

　僕は両手を素早く振り上げ、音々子のスカートをめくり上げた。

　彼女を覆おおっていた物が宙を舞い、純白の布ぬの地じが視し界かいに飛び込んでくる。

「…………え？」

　キョトンとした顔で、音々子は顔を振り向かせる。
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　僕を見て、次に自分の身体を見て、何が起きたのかに気付き、

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　顔の隅すみから隅まで、真まっ赤かに染め上げた。

「ぶっ、ぶっ、ぶぶぶっ、無ぶ礼れい者ものっ！」

　何かを考える暇ひまもなく、僕の左ひだり頰ほおに衝しよう撃げきが走る。

　音々子の全力ビンタを食らい、僕は盛せい大だいに吹っ飛んだ。

　床ゆかの上をゴロゴロと転ころがり、壁にぶつかってようやく動きを止める。

「あ、あ、あれだけ言った上での、この破は廉れん恥ちな行為、命は無いものと思いなさいっ！」

「身体には触れてないだろ？」

「屁へ理り屈くつなど聞きたくありませんわ！」

　肩かたをいからせ、音ね々ね子こはものすごい形ぎよう相そうでこちらに殺気を向けてくる。

　そんな彼女に、僕ぼくは言った。

「分かったよ、呪のろいの正体が」

「っ！」

　その言葉で、音々子は動きを止める。

　彼女が固まっている隙すきに立ち上がり、僕は言葉を続けた。

「──『獣憑きトランス』、と呼ばれる呪いがある。君がかかっている呪いは、それだよ」

「と、とら……？　なんですの、それは？」

「『獣憑き』っていうのは、身体からだの一部が、動物のような姿に変へん化げする呪いのことさ。どの部分が、どう変わるのかは人それぞれだけど、大たい抵ていは身近な動物である場合が多いね」

「は、はあ。よく分かりませんが、どうしてワタクシが、その、『獣憑き』とかいう呪いにかかっているのだとおっしゃるんですの？」

　さっきまでの怒りはどこかへと消えたのか、音々子は神しん妙みような顔つきで僕に尋たずねてくる。その口く調ちようには、わずかだが動どう揺ようが浮かんでいるように思えた。

「いったい、何を根こん拠きよにそのような……」

「簡単だよ。今、僕がこの目で、確認したからさ」

「──っ！」

　答えた瞬しゆん間かん、音ね々ね子こは反射的に、両手でスカートの後ろを押さえた。

「やっぱり。心当たりがあるんだね」

「え？　や、やっぱりって……？　ま、まさか、あなた……」

「そう。悪いけど、カマをかけさせてもらったよ。患かん部ぶは特定できたけど、症しよう状じようそのものは目にしてないんだ。だから、安心して欲しい。僕ぼくが見たのは、パンツだけさ」

「パ、パン……！　お、お黙だまりなさい！　何が『安心して欲しい』ですの！　そんなの、なんの弁べん明めいにもなってませんわ！」

「うん、ごめん。そのことは謝る。本当に、心から謝る。悪いと思ってる。でも、これで認めてくれるかな？　僕が反はん転てん師しだってことを。そして、君は呪持者キヤリアなんだってことを」

「……っ」

　音々子は助けを求めるかのように、久く遠おんちゃんへと顔を向ける。

　しかし彼女の期待に反して、久遠ちゃんは肩かたをすくめ、首を横に振った。

「シロウちゃんの言う通りだよー。音々子ちゃんが相談してきた『それ』は、『獣憑きトランス』っていう呪のろいなのだ」

「そ、そんな……、そんなの、信じられ、ひゃんっ！」

　青ざめた顔をしていた音々子は、そのとき突然、奇き声せいを上げた。

　彼女はモゾモゾとお尻しりを動かし、恥はずかしげに頰ほおを赤らめている。

「ちょ、ちょっと、急に何が、あっ、ああっ、ふぅ、ん……っ！」

　皆が見守る中、音々子は何かに耐えるようにして、必死にあえいでいた。

　そして、

「にゃうんっ！」

　ビクンと身体からだを丸めて、彼女はその場にヒザを落とす。

　そんな彼女のお尻から、ひょっこりと、何かが顔を出した。

　──それは、猫ねこの尻尾しつぽだった。

「……まずいな」

　思わず僕の口から言葉が漏もれる。

　思った通り、音々子のかかっている呪いは『獣憑き』だ。

　その証しよう拠こに、彼女のお尻からは猫の尻尾がはみ出している。

　でも僕がさっきスカートをめくったときは、あんな物は見えなかったんだ。

　あんなに長い尻尾なら、まず気付く。絶対に目につく。

　だけど、見えなかった。

　ということは、あの尻尾はさっきまでパンツの中に隠かくれるほどの短さだったのに、突とつ然ぜん長くなった、と考えられるわけだ。

　つまり、症状が急速に進行している。

「音ね々ね子こ、緊きん急きゆう事態だ。急いで治ち療りようを受けて欲しい」

　僕ぼくは彼女に近づきながら、切せつ羽ぱ詰つまった声で告げる。

「その呪のろい、放っておくと大変なことになるよ」

　一見すれば、これは『透化インビジビル』のときと同じ事態だと思えるかもしれない。患かん部ぶも一いつ緒しよだし、状況も似ている。

　でも、違うんだ。

『獣憑きトランス』の症しよう状じようは、進行すると厄やつ介かいなことになるんだよ。

　自分の身に起きた異変に、音々子は明らかに戸と惑まどっていた。

　だが、僕の声に反応してすぐにこちらへ顔を向ける。

「宮みや神がみさん、信じてください。わたしも、黒くろ咲さき君に治してもらったんです」

　僕の隣となりで透とう香かも声をかける。

　僕たちを交こう互ごに見比べて、彼女は困こん惑わくの表情を浮かべた。

「……本当に、本当に信じてよろしいんですのね？」

「ああ。だから、『うん』と言ってくれ。そうしたら僕は、君を元に戻すから」

「……」

　音々子は恐おそる恐る僕を見上げていたが、やがて決意の顔を浮かべると、ゆっくりと首を縦たてに振る。

「分かりましたわ。あなたにお任せしま──、っ！」

　と、そのとき彼女は、またもや身体からだを丸めると、ブルブルと全身を震ふるわせた。

　グズグズしてる場合じゃないな、急ごう。

　両手で頭を抱かかえ、うずくまる音々子の側そばに、僕は駆かけ寄ろうとした。

　しかし、

「あ、ああ、くぅ、ん、ああああっ！」

　彼女は悲痛な叫び声を上げ、大きく背中をのけ反ぞらせる。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の頭から、ピョコンと何かが生はえてきた。

　──それは、猫ねこの耳だった。

「くそっ、遅かったか！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、じっと音々子を見つめる。

「うにゃあっ！」

　僕が何か行動を起こそうと考えたとき、音々子は突然、奇き声せいを上げた。

　こちらを警けい戒かいしているのか、四つん這ばいになって僕を睨にらんでくる。

　やっぱり、症状はもう頭の中にまで進行しているんだな。

　かなり危険な状態である。

『獣憑き』の呪いは、症状が脳に及ぶと、その人の思考そのものが、動物のそれと同じになるんだ。

　音ね々ね子この場合は、おそらく猫ねこ。

　彼女は今、猫としての本能のまま、行動している。

　今の音々子に、こちらの言葉は通じない。そして、向こうも話せない。

　だから厄やつ介かいなんだ。

「み、宮みや神がみ、さん？　どうしたんですか？」

　おびえた様よう子すで、透とう香かが音々子を見つめる。急きゆう転てんする展開に、頭がついていかないのかもしれない。

「……」

　透香の存在に気付いた音々子は、静かに鋭い目つきを向けた。

　視線をそらさず、彼女はゆっくりと手足を曲げる。

　刹せつ那な、音々子は溜ためていた力を爆ばく発はつさせ、透香に向かって飛びかかった。

　危ない！

「きゃっ！」

　透香が悲鳴を上げるのと同時に、僕ぼくは彼女に覆おおいかぶさり、そのまま床ゆかへと倒れ込む。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　動どう転てんする透香に、声をかける。

　見たところ、どこにもケガはないみたいだった。

　安心の息を漏もらすと、透香は僕を指ゆび差さして、言った。

「く、黒くろ咲さき君、血、血が……」

「え？」

　言われて頰ほおを拭ぬぐうと、指の先にはベッタリと赤い血がついていた。

　おそらく音々子の爪つめが引っ掛かったのだろう。

「かすり傷だよ、大したことない」

　僕はすぐに起き上がり、透香の手を引いて立ち上がらせる。

「あの……、宮神さんは、いったいどうしちゃったんですか？」

「あれが『獣憑きトランス』の特とく徴ちようなんだ。まるで動物のような言動をして、そして、人間離れした身しん体たい能力を発はつ揮きするようになる」

　人間離れした身体能力。

　それが、『獣憑き』のもう一つの特徴だ。

　人としての理性が失われることで、頭の中のリミットが外れ、通常では考えられないような動作も可能にするのである。

　音々子がものすごい速さで透香に飛びかかってきたのも、そのためだ。

　彼女は今、野生の猫並みの身体能力を、その身に有している。

　そして、理り性せいをなくしている。

　目の前にいるのは、人に牙きばをむく獰どう猛もうな獣けものだ。

　そう考えないとダメなんだ。

　油ゆ断だんすると、かすり傷どころでは済まなくなる。

「透とう香か、久く遠おんちゃん、後ろに下がってて」

　二人に声をかけ、じっと音ね々ね子こを見つめる。

「ふにゃあ────っ！」

　敵てき意いを感じたのか、音々子は威い嚇かくの声を上げた。いつでも飛びかかれるよう、手足をわずかに曲げて、真ま正しよう面めんからこちらをにらむ。

　僕ぼくと音々子は、お互いに目をそらさず、隙すきをうかがっていた。

　緊きん迫ぱくした空気が流れる。

　しかしその膠こう着ちやく状態は、すぐに破られた。

　なんの前まえ触ぶれもなく、保健室のドアが開いたのだ。

「久遠ちゃん、ちょっとヒジをすりむいたから、診みて欲しいんだけど」

　見知らぬ生徒がそう言って、ドアの前に立っている。

　その顔には苦にが笑わらいが浮かんでおり、保健室の中で何が行われているかなんて、まるで気付いていないようだった。

「うにゃあっ！」

　動いたのは、僕よりも音々子の方が先だった。

　全身のバネを使い、一気に部屋を駆かけ抜ける。

　ドアの前にいた生徒の足元をすり抜け、彼女は廊ろう下かへと飛び出していった。

「くそっ！」

　慌あわてて僕も追いかける。

　見知らぬ生徒は、何がなんだか分からないといった表情をしていた。しかし今は説明してる時間なんてない。

　このまま音々子を放っておくわけにはいかないんだ。

　あの状態の音々子を野の放ばなしにしたら、他ほかの生徒に危険が及ぶかもしれない。

　それに何より、耳やら尻尾しつぽやらを生はやした今の姿を誰かに見られるのは、音々子自身にとっても決して好ましくはないだろう。

　廊下に出たとき、音々子はもうどこにもいなかった。

　だけど、彼女が逃げた方向は分かる。

　驚きや戸と惑まどいの表情を浮かべている生徒がいれば、それが音々子の足あし取どりだ、

　今は昼休みだし、廊下に出ている人は多い。

　生徒たちの表情を確認しながら、僕は廊下を駆ける。

「今のって、生徒会長、だよね……？」

「だよな？　何やってるんだろう……」

「規則にはうるさい人なのに、どうしてあんな格かつ好こうで？」

　周囲からは時とき折おり、ざわめきが聞こえてくる。

　どれもこれもが、音ね々ね子こに関する話題だ。

　やはりこちらで間違いないようだ。

　と、そのとき突然、前方からより一いつ層そう大きなざわめきが聞こえた。

　今のは、校庭の方か？

　見ると、校舎の窓のところに人だかりができている。

　彼らの視線の先にあるのは、一本の木だ。

　人だかりのある場所で足を止め、皆と同じように僕ぼくもその木を見上げる。

　──太い木の枝の上に、音々子がいた。

　おそらく、開いている窓から外に出て、木に登ったのだろう。今の彼女なら、それくらいは平然とやってのけてもおかしくはない。

　そこが安全な場所だと判断したのかもしれない。音々子は背中を曲げて四よつん這ばいになり、周囲へと警けい戒かいの目を向けている。

　僕は音々子の登った木から少し離れたところにある窓へ近づき、音を立てないように注意しながら、静かに開けた。

　そして開いた窓に足をかけ、乗り越えて外に出る。

　彼女の視し界かいに入らないよう、息をひそめてゆっくりと近づいていく。

　音々子を見上げていたギャラリーは、僕に気付き、視線を向けてくるが、そんなものに構っている場合ではない。

　木の根元までたどり着き、小さく息を吐はく。

　さて、ここまで来たのはいいけれど、音々子に気付かれないまま木に登ることなんて、できるのだろうか。

　ま、考えても仕方ないか。やってみるしかないんだから。

　腹をくくって、木の幹みきに足をかける。

「お前ら、何をやっている！」

　そのとき、背後から大きな怒ど鳴なり声が聞こえた。

　見ると、教師らしき人物が険しい顔で、僕たちの方に近づいているところだった。

　ぼんやりとその姿を確認し、

「っ！」

　僕は慌あわてて視線を戻す。

　きっとあの教師は、騒さわぎを聞きつけてやってきたのだろう。さっきの一いつ喝かつは、ギャラリーに対するものなんだと思う。

　だけど、今の音ね々ね子こには理り性せい的な判断なんてできないんだ。

「んにゃっ！」

　怒ど鳴なり声に驚いた彼女は、木の枝から飛び降りた。

　スカートをヒラリと舞わせ、音々子は地面へと着ちやく地ちする。

　そしてそのまま校門の方へと駆かけ出そうとした。

　──だけど、彼女は唐とう突とつに背中をのけ反ぞらせると、その場に倒れ込んだ。

「……っ」

　その姿を見て、僕ぼくは拳こぶしを握にぎりしめる。

　こうなることが、一番怖こわかったんだ。

　今の音々子は、確かに人間離れした身しん体たい能力を有している。

　だけど、いくら身体能力が上がっても、肉体の強度は元の人間のままなんだ。

　だから、無理をしたら当然、ケガをする。

「にゃう……、にゃうぅ……」

　音々子はうずくまり、痛ましい声を発していた。

　彼女の側そばに駆け寄る。

　見ると、その右足首は赤く腫はれ上がっていた。

　着地の際にひねったのだろう。そっと触ふれると、彼女はビクリと足を引っ込めた。

「ご、ごめん。痛かった？」

　話が通じないとは分かりつつも、反射的に謝しや罪ざいの言葉が口から出る。骨が折れてるわけではないみたいだが、相当痛そうだな。

「……音々子、ちょっとじっとしててね。すぐに終わるから」

　そう言って僕は、音々子の身体からだをゆっくりと抱だきかかえた。

　僕は反はん転てん師しであって、医者ではない。

　気の流れを反転させて、元に戻すことはできるけど、ケガのことは専門外だ。

　だからこそ今は、自分にできることをやる。

「……」

　目を閉じて、精神を集中させる。

　右手に気を集め、手のひらを音々子の頭にそっと置いた。彼女の頭から生はえている猫ねこの耳が、ピクピクと動いて指に当たる。

　指先から、頭の中の気の乱れが伝わってくる。

　僕はゆっくりと、音々子の頭をなでた。

　そしてそのまま、自分の気を彼女の中に送り込む。

　音々子は痛みに顔をゆがめていたが、次し第だいにその表情が柔やわらかくなり、小さな笑えみを浮かべた。

「にゃあ、ふぅん……」

　彼女の口元から吐と息いきが漏もれる。

　僕ぼくはしばらくの間、音ね々ね子この中に気を送り続けた。彼女の頭から、全身に染しみ入るように、ゆっくりと。

　やがて、その気が音々子の隅すみ々ずみにまで行き渡った頃、

（──今だ！）

　目を見開き、左手で彼女の尻尾しつぽを摑つかむ。

「にゃっ!?」

　突然のことに、音々子は驚きの声を上げた。

　構わず僕は、左手からも気を送り込む。

　尻尾を摑む力が強くなりすぎないよう、加か減げんを考えながら、それでも離さないようしっかりと握る。

　指先から僕の気が、音々子の中へと流れていく。

「ふにゃ、にゃあっ！　んにゃうっ！」

　気を送るたび、音々子は身体からだを大きく揺らす。

　その悲痛な叫びを聞いていると、こっちにまで痛みが伝わってきて、僕の胸は押しつぶされそうになってくる。

　すぐに済む。すぐに済むから、もう少しだけ、我が慢まんしてくれ！

「にゃあ……、にゃあ……、にゃあぁ……」

　呼吸を乱しつつ、虚うつろな目で音々子は空を見上げる。

　荒い吐と息いきが、僕の頰ほおにかかる。
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　彼女の精神が限界に達するであろう、その瞬しゆん間かん、

「はあっ！」

　僕は気合の声と共に、両手を振り上げた。

　そのまま拳こぶしを握り締め、気を操あやつり、音々子の中を元に戻す。

「にゃ、にゃにゃああああぁぁ────っ！」

　気の流れが音々子の身体を駆かけ廻り、彼女は背中をのけ反ぞらせた。

「うにゃあぁ、うぅ、ん……」

　長い髪かみを振り乱し、音々子は僕の腕うでの中に倒れ込む。

「ふぅ、ふぅ、ふぅ、んん……」

　荒い息いき遣づかいを胸に感じつつ、僕は彼女の髪を梳すいてやった。

「ん……」

　すると音々子はうっすらと目を開けて、ぼんやりと僕の方を見てくる。

「これでもう、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　安心させるために、笑顔を向ける。

「大だい丈じよう、夫ぶ……？」

　たどたどしい口く調ちようで、音ね々ね子こは言葉を発した。

　うん、ちゃんと話せるようになってる。反はん転てんは成功したみたいだ。

　やっぱり、反転は直じかに触ふれて行うのが、一番やりやすいな。

　透とう香かのときとは違って、今はまだ、多少の余力があるし。

「こ、ここは……？」

　徐じよ々じよに意識が戻ってきたのか、音々子は左右を見渡して状況を確かめようとしているみたいだった。

「ここは校庭だよ」

「校、庭……？」

　声に反応して、彼女は僕ぼくを見る。

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、音々子は大きく瞳どう孔こうを開くと、目にも止まらぬ速さで右手を振り上げた。

　彼女の拳こぶしが、僕の頰ほおにめり込む。

「んぐあっ！」

　錐きり揉もみ回転しながら僕は吹っ飛び、校庭を派は手でに転げ回った。

「なっ、なななななっ、何をしているんですの！」

　音ね々ね子こはものすごい形ぎよう相そうでこちらを睨にらんでいる。

　全身を震ふるわせ、背中からは怒りの炎ほのおのようなものさえ浮かんでいるように見えた。

「こ、これで三度目ですわよ！　今度という今度は、絶対に許しませんわ！」

　音々子は叫び、立ち上がろうとして、

「──つっ！」

　しかし、バランスを崩くずしてヒザをつく。

「いつつつ……。ま、まだ動かない方がいいよ。ケガが治ったわけじゃないんだから。さっきまで、君がどんな状態だったか、覚えてる？」

「……」

　彼女は足首を押さえ、痛みに顔をしかめていたが、僕ぼくの言葉に力なくうつむく。

　そして、ゆっくりと口を開いた。

「……覚えてますわよ。しっかりと、ワタクシの記き憶おくに残っていますわ」

　意識がはっきりしてきたのだろう。音々子は弱々しい口く調ちようで言葉をこぼす。

　そう。『獣憑きトランス』を発はつ症しようさせている間も、呪持者キヤリアには記憶がある。

　ただ単に理り性せいをなくしているだけで、何も覚えていないわけではないのだ。

「忘れられたら、どんなに楽になれることか。あんな、あのような、みっともない……」

　目元を手のひらで覆おおい、音々子は大きく息を吐はく。

　だけどすぐに顔を上げると、彼女はきっぱりと言った。

「あんな痴ち態たいを見せてしまった以上、もう生徒会長を続けているわけにはいきません。本日をもって、ワタクシは会長職を辞任します」

「……それが君の望みなのかい？」

「望みだとか、なんだとか、そんなのは関係ありませんわ」

「つまり、辞やめたいわけじゃないんだね？」

「ワタクシ自身の意い思しは関係ありません」

「我が慢まんしてると、また発はつ症しようするよ」

「っ！」

　僕の言葉に、音々子は唇くちびるを嚙かみ締めた。

「呪のろいの説明をしたときに、言ったよね。我慢しないことが大事だって」

「だったら、だったらどうすればいいんですの！　これはワタクシ一人だけの問題ではないのです！　生徒会そのものの威い厳げんを損そこなわせた責任を、取る必要があるのです！　ワタクシは、生徒会長なのですから！」

「それだよ。それが、呪いを発症させた原因だ」

「……え？」

　音ね々ね子こを指ゆび差さすと、彼女はキョトンとした顔を見せた。

「僕ぼくが思うに、君は『しなければならない』という気持ちが強すぎるんじゃないかな？」

「そ、それは……」

　思い当たるところがあるのか、音々子は反はん論ろんもせず、マジマジと僕を見つめてくる。

「生徒会長はこうでなければならない、というイメージにとらわれすぎて、そのせいで無理をしてきたから、呪のろいを発はつ症しようさせたんだと思う」

　つまり、責任感や義務感からの解放を望んだ結果、『獣憑きトランス』を発症させた、というのが、僕の見立てだ。

　なぜ猫ねこだったのかというと、おそらく猫が自由の象しよう徴ちようみたいなものだからだろう。

　実際の生せい態たいは関係ない。発症させた本人が、猫というものをどうイメージしているかが重要なのだ。

「……そういうもの、なのでしょうか？」

「そりゃあね、僕は音々子に出会ったばかりだから、詳くわしいことは分からないさ。だけどね、音々子が努力家だってことは、見ていたら分かるよ。だから、その努力を自分のやりたいことのために向けてみるのが、いいと思うんだ」

「やりたいことを、やるための、努力……」

　音々子は小さくつぶやき、頰ほおに手を当てる。

「もちろん、今回のことはみんなに説明しなきゃいけないだろうけど、そのへんは久く遠おんちゃんがちゃんとフォローしてくれるはずさ。僕だってできる限りのことは手伝う。そういうのも、反はん転てん師しの仕事のうちだからね」

「……」

「生徒会長、続けたいんだろ？」

「…………はい」

　彼女は決意の瞳ひとみを僕に向け、力強くうなずいた。

「続けます。続けてみせますわ。それがワタクシの望みなのですから」

　音々子は柔やわらかな笑えみを浮かべる。

　もう、安心してもいいだろう。

　彼女の笑顔を見て、僕は確かな手ごたえを感じていた。

　色々と騒さわがしかったけど、これで一いち段だん落らくかな。

「あの……、黒くろ咲さき君、宮みや神がみさん」

　気持ちを弛し緩かんさせていると、背後から声が聞こえた。

　振り返ると、すぐ近くにメイド服を着た透とう香かがいた。

「二人とも、いきなり飛び出していったから、びっくりしました。えっと、もう、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　彼女はゆっくりとこちらに近づいてくる。

　どうやら僕ぼくたちを追いかけて、ここまで来たみたいだ。

「うん、なんとかね。まあ、透とう香かと同じように、音ね々ね子こも経過を見る必要はあるけど」

「そう、ですか。良かったです」

　僕の言葉に、透香は口元を緩ませる。

「透香こそ、その格かつ好こうでこんなところまで来ても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「え？」

　その指し摘てきに、彼女は自分の身体からだを見回し、

「ひゃうっ！」

　どんな服装だったのかを思い出して、頰ほおを赤く染そめた。

「だ、だ、だって、だって、あのままじっとしてるのは落ち着かなかったし、わたしも何か力になれるかなって思って、つい……」

　モジモジしながらも、透香は顔を上げて続ける。

「そ、それに、もう、慣なれましたから。みんなに見られても、平へい気きなんです」

　そう言って彼女は、照れた笑えみを見せた。

　なんだか強がっているように思えたけど、でもその表情からは、無理をしている印いん象しようは受けなかった。

「……そっか。透香が平気なら、それでいいんだ。ありがとう、心配してくれて」

「いえ、そんな……」

「というわけで、音々子」

　僕は音々子に向き直り、親おや指ゆびで透香を指ゆび差さして、言った。

「透香のこの服装、認めてくれるかな？」

「ん……」

　音々子は一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせたが、すぐに小さく首を横に振ると、さっぱりとした笑みを浮かべた。

「仕方ありませんわね。いいでしょう、認めますわ。あなた方の言葉が真実だということを、この身で体験した以上、認めないわけにはいきませんものね」

　音々子は透香へと視線を向ける。

「透香さん、と言ったかしら？」

「は、はい」

「あなたのことは、ワタクシが全面的に支援させていただきます。困こん難なんにあえいでいる方を手助けするのも、生徒会長の役目ですからね」

「え……、あっ、ありがとうございます！」

「その代わり、と言ってはなんですが、あなたに一つ、お願いがありますの」

「は、はい。なんでしょう？」

「保健室まで、肩かたを貸してもらえません？　足を痛めて、一人では歩けませんのよ」

「そ、それくらいなら、喜んで！」

　音ね々ね子こが痛みに眉まゆをひそめると、透とう香かは慌あわてて彼女の側そばに駆かけ寄った。

「僕ぼくも手伝おうか？」

「結けつ構こうですわ」

　声をかけると、即そく座ざに断られた。

「あなたに触ふれられたくないから、こうして透香さんに頼んでますのよ。あなたがワタクシにしでかした数々の無ぶ礼れいを、許したわけではありませんからね」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待ってくれよ。あれは呪のろいの治ち療りようのためだったんだって、分かってくれたんじゃないの？」

「あなたが反はん転てん師しだということは認めましたけど、それはそれ、これはこれ、ですわ。今後、断りもなくあのような行為に及んだ場合、それ相そう応おうの覚かく悟ごはしておきなさいな。こちらとしては、法ほう的てきな手段に訴えることも辞さないつもりですわ」

　えー、ずいぶんな言われようだなあ……。何もそこまで毛け嫌ぎらいしなくてもいいじゃないかと思うんだけど。

　そりゃあ、まあ、思い出してみると、自分でもかなり大だい胆たんなことをしていたような気がするけどさ。

　……うん、そうだな、よく考えたら、結構ひどいことをしてるよな、僕。なんのためらいもなくスカートめくったりしてるもんな、うん。

　音々子の態度も、当然と言えば当然、か。

　仕事のことになるとデリカシーがなくなる、というのは、大きな欠点だよな。もっと気をつけなくちゃいけないよ、ホント。

　僕が自己嫌けん悪おに陥おちいっている間に、音々子は透香に肩を預けながら、保健室へと向かっていった。

　その姿を見送っていると、こちらへ振り向いた透香と目が合う。

　彼女は小さくうなずくと、またそのまま二人並んで歩いていく。

　まあ、いっか。

　色々あったけど、全部解かい決けつしたんだ。

　今はそのことに、満足しておこう。

　僕は軽く肩をすくめると、二人の後に続いて、保健室へと足を向けるのだった。
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　保健室のドアを開けると、音ね々ね子こたちの姿が目に飛び込んできた。

　久く遠おんちゃんは音々子と向かい合って座り、彼女の足に包ほう帯たいを巻いている。

　音々子はスカートをめくり上げ、靴くつ下したを脱ぬいで久遠ちゃんに足を差し出していた。

　すらっと伸びたその足は、透すき通るように白い。太ももはほっそりとしているが、見ているだけで柔やわらかそうな弾だん力りよくを感じる。

　僕ぼくは思わずその足に見とれていたが、

「なっ、何をジロジロ見てるんですの！」

　僕の存在に気付くと、音々子はスカートで足を隠かくし、手て近ぢかにあったお盆ぼんをぶん投げてきた。

　ぼんやりしていた僕は避けることなんてできず、お盆が顔面に直ちよく撃げきする。

「ぐえっ！」

　顔を押さえ、その場にうずくまる。

　い、今のは、かなり、効いたぞ……。

「やっほー、シロウちゃん。おかえりー」

　怒りに満ちた目を向ける音々子とは対たい照しよう的てきに、久遠ちゃんはのんびりとした声で右手を振ってくる。

「なんだか大変だったみたいだねー。今、透とう香かちゃんがお茶を淹いれてくれてるから、後で飲みなよー」

　のほほんとした口く調ちように毒どつ気けを抜かれたのか、音々子はそれ以上何もしてこず、黙だまって僕から顔を背そむけた。

「え、えーっと、ご、ごめん」

　音々子に謝るが、彼女からの返事はない。

「悪わる気ぎはなかったんだ。その、君の足が綺き麗れいだったから、つい」

「っ！」

　言葉を続けると、音々子はわずかに肩かたを揺らした。

「……なさい」

「え？」

　顔を背けたまま、彼女は何かをつぶやく。

　だけどその声は小さすぎて、僕には聞き取れなかった。

「えっと、何？　なんて言ったの？」

「後ろを向いてなさい、と言ったのです！」

　尋たずねると、彼女はこちらに顔を向けて、大声で怒ど鳴なった。

　目は僕ぼくから逸そらし、その頰ほおはほんのりと赤みを帯びている。

「あ、あなたがこちらを見ていると、治ち療りようが続けられないでしょう！」

「へ？　あっ、ああ、そっか、そうだね。ご、ごめんね、気が利かなくて」

　うん、そりゃあ、そうだよな。

　治療するってことは、さっきみたいにまたスカートをめくり上げるってことだし、僕が見てちゃいけないよな。

「まったく、これだから殿との方がたというものは……」

　慌あわてて回れ右する僕の背中から、ため息が聞こえてくる。

　なんか、昨日きのう、透とう香かを久く遠おんちゃんに診みてもらったときも、似たような状況になった気がするな。

　気がするというか、確実に、なったよな、うん。

　進歩が無いなあ、僕は。

　反省の気持ちで頭をいっぱいにしていると、給きゆう湯とう室しつから透香が出てきた。

　彼女は両手でお盆ぼんを抱かかえており、僕と目が合うと、にっこり笑ってその上に載った湯ゆ吞のみを差し出した。

「黒くろ咲さき君、これ、どうぞ」

「ああ、うん。ありがとう」

　湯吞みを受け取り、軽く口をつける。

「あっ、美味おいしい」

　思わず感想が口から漏もれた。

「そ、そうですか？」

「うん、美味しいよ」

「あ、ありがとうございます」

「こちらこそ、ごちそうさまです」

　透香が頭を下げたので、僕もつられて頭を下げる。

　するとそれを見た透香が、また頭を下げる。

　そんなやり取りが、なんだかおかしくなって、僕たちはお互いにクスクスと笑った。

　本当に、何やってるんだろうね、僕たちは。

「ほい、終わりっと。シロウちゃん、もういいよーん」

　と、そのとき背後から久遠ちゃんの声が聞こえる。

　振り向くと、服装を正した音ね々ね子この姿が見えた。

「応おう急きゆう処しよ置ちだからね、後でちゃんと病院に行くようにー」

「……分かりましたわ」

　久遠ちゃんの言葉に、音々子はチョコンとイスに座ったまま、神しん妙みようにうなずく。

　そんな二人の様よう子すを見て、なんだか妙みように感心してしまった。

　今まで接した限りでは、高たか槻つき久く遠おんという人は、いい加か減げんというか、変わったところの多い人だ、という印いん象しようばかりだった。

　でも、この人だって先生、なんだよな。

　……あれ？　先生と言えば、さっき騒さわぎが起きたときにいた、怒ど鳴なり声を上げた先生、ここに戻ってくるときにはいなかったよな？

　あの先生、まさか校庭の真ん中にいた僕ぼくたちに気付かなかったとは思えないんだけど、特に注意されたりはしなかったよな。いったいどうしたんだろう？

　そのことを久遠ちゃんに尋たずねてみると、

「先生が事情を説明しておいたよん」

　あっさりと、そんな答えが返ってきた。

「マジっすか」

「マジだよ、マジ」

　その頼もしい言葉に、僕はちょっとした尊そん敬けいの念さえ覚えた。

　なんという手て際ぎわの良さだろうか。いい加減な人だ、なんて思っていた自分が恥はずかしくなってくるよ。

「ありがとうございます、助かりました」

　僕は一礼して、ほっと安あん堵どの息を漏もらした。

　まだまだやるべきことは残ってるけど、音ね々ね子この件はなんとかなりそうだ。

　透香だって、服装の許可は下りたから、スムーズに進められるだろう。

　呪持者キヤリアが二人いる、ということで戸と惑まどった部分はあったけど、まあ、とりあえずはどちらも順じゆん調ちようだと言える、かな。

　と、僕が和なごやかな空気にリラックスしていると、

「あの……」

　前まえ触ぶれもなく、保健室のドアが開かれた。

　見ると、そこには一人の女子生徒が立っていた。

　その顔は真まっ青さおで、全身を小こ刻きざみに震ふるえさせている。

「先生、ちょっと診みてくれませんか……？　なんだか、さっきから、寒くて……」

　ヨロヨロとした足取りで、その女の子はこちらへ近づいてくる。

「くぅっ！」

　しかし彼女は不ふ意いに足を止めると、苦しげに胸元を押さえた。

「あ、ああっ！　せ、先生、た、助け……っ！」

　女の子は悲痛な言葉を口にし、大きく背中をのけ反ぞらせる。

　その瞬しゆん間かん、

「────えっ？」

　僕ぼくの口から、驚きの声が漏もれた。

　凍こおった。

　目の前で突然、彼女の全身が凍った。

　比ひ喩ゆ表現でもなんでもない。

　文字通り、凍ったのだ。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　背中をのけ反ぞらせた体勢のまま、その子は氷こおり漬づけとなってその場に固まっている。

　信じられなかった。

　いや、信じたくない、と言うべきか。

　この不ふ可か思し議ぎな現げん象しようを、僕は知っている。

　これは、呪のろいだ。

　肉体の一部、あるいは全部が氷漬けになるという、『凍結フリーズ』の呪い。

　命を落とす可能性さえある、非常に危険な呪いである。

　なぜ？　どうして？

　いくつもの疑問が、頭の中を錯さく綜そうする。

　そのとき、氷漬けとなった女の子の身体からだが、わずかに揺れた。

　小さかった揺れは、少しずつ大きくなる。

　そして、一度大きく揺れたかと思うと、前のめりに倒れ込んだ。

　氷漬けの女の子が床ゆかに激げき突とつする寸前、

「っ！」

　僕は慌あわてて駆かけ寄り、自分の身体で彼女を受け止めた。

　重い衝しよう撃げきと、ひんやりとした感かん触しよくが同時に伝わる。

「ふう……」

　僕はゆっくりと身体を起こすと、彼女の無事を確かめ、小さく安あん堵どの息を漏もらした。

　危なかった。あのまま床にぶつかっていたら、その衝撃でこの子の身体が傷ついていたかもしれない。

「黒くろ咲さき、君……？」

　呆ぼう然ぜんと見ていた透とう香かが、声をかけてくる。

　その隣となりでは、同じく音ね々ね子こが目を丸くしている。

「一体、何が──」

「シロウちゃん」

　透香は何かを言おうとしたが、その言葉をさえぎり、久く遠おんちゃんが割り込んできた。

「早く。お願い」

　簡かん潔けつにそれだけを告げて、真剣な眼まな差ざしで僕ぼくを見つめる。

　僕は小さくうなずき、抱だきかかえていた子を静かに床ゆかへ下ろした。

　急がなければならない。

　何しろ、全身が氷こおり漬づけなのだ。

　手早く処しよ置ちをしなければ、彼女の命が危ない。

　色々と言いたいことはあったけど、とにかく今は、目の前の呪のろいをなんとかする。

　疑問は全部、後あと回まわしだ。

　僕は両手を開き、その手の中に気を集めた。

　ゆっくりと、両方の手の平を彼女の胸元に当てる。

　この子は『凍結フリーズ』を発はつ症しようさせる直前、胸を押さえていた。

　おそらくここに、気の乱れがあるはず。

　指先から冷れい気きが伝わってくる。

　その痛いほどの冷たさに感覚を乱されつつも、僕は手の平から少しずつ、自分の気を送り込んでいった。

　僕の気と、彼女の気が交わる。

　この女の子の気の流れは、とても緩ゆるやかだった。

　いや、緩やかというより、遅い。遅すぎる。

　常じよう人じんよりもはるかに遅く、今にも止まりそうな気配である。

　生命活動が弱まっているんだ。

　焦あせりを覚えながらも、僕は慎しん重ちように、かつ速すみやかに作業を続ける。

　やがて彼女の心しん臓ぞうのあたりまで気が到達したとき、僕はそこに気の乱れを感じ取った。

　よし、焦るな。集中しろ。

　心の中で気持ちを静めつつ、僕と彼女の気を絡からませる。

　そして、はっきりとした手ごたえを指先に覚えた瞬しゆん間かん、僕は目を見開いた。

（──ここだ！）

　手を振り上げ、両腕うでを交差させる。

「はあっ！」

　叫びと共に拳こぶしを握にぎり締め、気の流れを反はん転てんさせる。

「──っ！」

　瞬間、女の子を包んでいた氷が、高い音を立てて割れた。

　その中からは、彼女の冷えきった白い肌はだが現れる。

　女の子は身体からだをビクン、と大きく揺らす。そして何度か小こ刻きざみに震ふるえると、糸が切れたかのように、動きを止めた。

　僕はすぐに彼女の胸に手を当て、脈みやくを確認する。

　かすかに、だけど確かに、その心しん臓ぞうは一定のリズムを刻んでいた。

「よかった……」

　反はん転てんの成功に、安あん堵どのため息をつく。

　緊きん急きゆう事態だったせいで少し戸と惑まどったけど、なんとかなったな。

「シロウちゃん、お疲れ。君がいてくれて、助かったよ」

　振り向くと、久く遠おんちゃんが苦にが笑わらいを浮かべていた。

　僕ぼくはうなずき、氷こおり漬づけだった彼女を抱だきかかえて立ち上がる。

「そこのベッド、使えます？」

「空あいてるよん」

　透とう香かたちにも手伝ってもらいながら、女の子をベッドまで運んだ。

　さっきまでは苦しそうにしていた彼女も、今は安らかな寝顔を見せている。

　しばらくの間、僕は女の子を見下ろしていたが、

「さて、と」

　やがてその目を、久遠ちゃんへと向ける。

「説明してくれますよね、久遠ちゃん」

「ん」

　視線を受けて、久遠ちゃんは観かん念ねんしたかのように肩かたをすくめた。

「いったい、どういうことですか？」

「どういうことって？」

「話が違うと言ってるんです。呪持者キヤリアは透香と音ね々ね子こだけじゃなかったんですか？　どうしてここに、また別の呪持者がいるんです？」

「えっとー、先生、『呪持者は透香ちゃんと音々子ちゃんだけ』だなんて、一度も言ってないよ？」

「いや、でも──」

「『対象は透香ちゃんと、その他ほかの生徒っていう意味だった』とは言ったと思うけど、『その他の生徒が音々子ちゃんだけを指す』とは言ってないよん」

　また、そういう屁へ理り屈くつを……。

　まあいい。もう慣なれたよ。

　いちいち怒るのも面めん倒どうだったので、僕は小さくため息を吐はくだけに留めた。

「分かりました。つまり、呪持者は三人いた。そういうことでいいんですね？」

　確認のために尋たずねる。

「違うよ」

　しかし、久遠ちゃんの口から出てきたのは、否定の言葉だった。

「……違う？」

　訳が分からず、問い返す。

　どういうことだ？

　ベッドの上で寝ているこの子は、間違いなく呪持者キヤリアだ。

　それに透とう香かと音ね々ね子こを加えると、呪持者は三人。

　数は、合ってるよな？

「だって、三人『だけ』じゃないもん」

「……………………は？」

　あっけらかんとしたその言葉に、僕ぼくの表情が固まった。

　え？　何？

　今、なんて言ったの？

　思し考こうがついていかず、呆ぼう然ぜんと久く遠おんちゃんを見つめる。

　そんな僕に向かって、さっきまでの神しん妙みような態度はどこへやら、彼女は無む邪じや気きな顔で、言った。

　それは、僕の想そう像ぞうをはるかに超える答えだった。

「美み空そら学がく園えんの生徒総そう数すう、１１０７名。その全すべてが、呪持者だよん」







　頭がクラクラした。

　眩暈めまい、動どう悸き、立ちくらみ、その他あらゆる身体からだの不調が同時に襲おそってきたかのような、そんな絶望的な気分だった。

　完全に思考が停止していた。

　何も考えられない。考えたくない。

　僕の目の前では、久遠ちゃんがニコニコと笑い続けている。

　彼女の言葉への理解を、僕の頭が拒否していた。

　１１０７名、だって？

　何を言ってるんだ、この人は。

　呪持者が三人もいる、というだけでも、すでに異常なことなんだ。

　それなのに、生徒全員が呪持者？

　ありえない。

　反はん転てん師しとして、それなりの年月を過ごしてきたつもりだけど、今までそんなケースに出くわしたことなんて、ない。

「あれ？　もしかして、疑ってる？」

「……当たり前ですよ。信じられるわけないじゃないですか」

　のほほんと尋たずねられて、不ふ機き嫌げんな口く調ちようで答える。

「まあ、気持ちは分かるよー。確かく率りつ的に考えたら、ありえないもんね。でも、本当に本当なんだよん。美み空そら学がく園えんは、普通の学校じゃないからねー」

「……普通の学校じゃ、ない？」

　久く遠おんちゃんの言葉に、眉まゆをひそめる。

「先生、それはどういうことですの？」

　いぶかしく思ったのは、僕ぼくだけじゃなかったようだ。

　音ね々ね子こも同じように久遠ちゃんを見つめ、透とう香かもキョトンとして僕たちに目を向けている。

「どう説明すればいいのか悩むけどねー、簡単に言うと、美空学園は、意い図と的てきに呪持者キヤリアだけを集めた学校なんだよー」

「あっ」

　そのセリフに、僕の口から思わず声が漏もれた。

　心当たりがあったからだ。

　昔、一度だけ耳にしたことがあるんだ。呪持者だけを集めた、隔かく離り施設が存在するって。

　実在するかどうかは疑問だったけど、本当にあったってことか？

「隔離施設、と言ったら語ご弊へいがあるけどねー。同じ境きよう遇ぐうの人を集めて、心しん境きようを分かち合うのが目的の、いわば心の救きゆう済さいのための学校なんだよん」

　そう言って久遠ちゃんは、透香と音々子に顔を向ける。

「二人とも、『呪持者は自分だけじゃない』って分かったとき、どう思った？」

　突然の問いかけに、二人は戸と惑まどいを見せた。

　しかし、やがて透香が口を開く。

「そう、ですね。わたし、ずっと自分の身体からだのことで悩んでたんですけど、黒くろ咲さき君に会って、宮みや神がみさんのことも知って、ちょっと気が楽になったと思います。悩んでるのは自分だけじゃないって、分かりましたから」

　彼女に続いて、音々子も言葉を紡つむぐ。

「同じ意見ですわ。透香さんと知り合えて、本当に良かったと思っていますもの」

　二人はお互いに目を合わせて、同時に微笑ほほえむ。

「まあ、そういうことだよー。この学園の目的、分かってくれたかな？」

　軽けい快かいな久遠ちゃんの態度に苦く笑しようしつつも、音々子は言葉を漏もらした。

「それにしても、知りませんでしたわ。この学園が、まさかそのような場所だったなんて……。では、もし仮にワタクシが呪持者でなければ、美空学園には入学できなかったということですの？」

「そだよー。受験のとき、面めん接せつの試験があったよね？　ウチの面接官かんはみんな、『気』の流れを読める人でさー、呪持者かどうかを見分けられるのだよん。だから、呪持者じゃない人は合格できないようになってんのさー」

　話しながら、久遠ちゃんはニャハハと笑う。

「もちろん、透とう香かちゃんたちみたいに何も知らないで入学した人もいれば、ちゃんと美み空そら学がく園えんのことを知った上で入ってきた人だっているんだよー。みんな、なかなか自分のことは話したがらないけどねー。まあ、当然と言えば当然なんだけどさ」

　話しながら、久く遠おんちゃんはチラリと僕ぼくに視線を送ってくる。

　今の話を信じろ、というわけか。

「……確認したいことがあります」

　僕は少し考えてから、口を開いた。

　信じるかどうかはともかく、真実だと仮か定ていして、話を進めよう。

「結局のところ、依い頼らいの手紙にあった『その他』というのは、『その他全すべての生徒』という意味でよろしいんですね？」

「ん、そうだね、そういう意味だねー」

「どうして、あんな回りくどい書き方をしたんですか？　あれじゃあ、わざと勘かん違ちがいさせるように書いたのだとしか思えないのですが」

「……経験から、かな？」

「経験、ですか」

「そう。実はね、以前にも一度、呪のろいの治ち療りようを他ほかの人に依頼したことがあるんだよー。シロウちゃんは、反はん転てん師しとは別に、そういう人たちがいることは、もちろん知ってるよねー？」

「ええ、そりゃあ、まあ。こういったことを生なり業わいとしているのは、反転師だけじゃありませんから」

「それで、そのときに『生徒全員が対たい象しよう』って正直に伝えたら、断られちゃったんだー。で、今回はちょっとひねった書き方になっちゃったんだよん」

　悪びれた様よう子すもなく、久遠ちゃんはしれっと答える。

　なるほど、ね。大体の事情は分かったよ。

「はぁ……」

　僕が大きなため息をつくと、久遠ちゃんはイスから立ち上がり、こちらを見上げてきた。

「もしかして、怒ってる？　怒ってるのかな？」

「……怒ってませんよ。話の通りだとしたら、こうなった経けい緯いは理解できますから」

「じゃあ、全員の治療を引き受けてくれる、かな？」

「もちろんですよ、約束は約束ですからね。反転師は、決して呪持者キヤリアを見放したりなんてしません」

　そう言いながらも、僕は再びため息をついて、言葉を続けた。

「でも、これ以上はもう、僕一人ひとりの手には負えません」

「はにゃ？」

「能力の限界を超えてるんです。僕にできるのは、ここまでです」

　僕ぼくは懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、アドレス画面を表ひよう示じさせる。

「黒くろ咲さき君……？」

　そのとき、声がしたので目を向けると、透とう香かが戸と惑まどいの表情でこちらを見ていた。

　僕と久く遠おんちゃんとのやり取りに、不ふ穏おんな空気を感じたのかもしれない。

　携帯を軽く振って、僕は苦にが笑わらいを浮かべる。

「現当主……、つまり、父に相談するんだ。今後、どうすべきかを、ね」

　ここまで予想外がいの事じ態たいになった以上、もう上の指し示じを仰ぐしかない。

　何しろ、１０００人もの呪持者キヤリアの人生が懸かかってるんだ。

　僕が一人で勝かつ手てに判断して、事を起こしても、失敗する公こう算さんの方が大きい。

　そうなったら反はん転てん師しの信用を大きく落とすことになるし、呪持者のためにもならない。

　実際、さっきも危ないところだったしね。

　僕はベッドのある方へと目を向ける。

　そこには、『凍結フリーズ』の呪のろいを発はつ症しようさせたあの子が、静かに眠っている。

「わたしは、どうなるんですか？」

　瞳ひとみを揺らめかせ、透香は当然の疑問を口にする。

「まだ、治ち療りようは終わってないんですよね？　呪いが完かん治ちするまで、黒咲君が診みてくれるんですよね？」

「……分からない。でも多分、もうこれで透香たちとはお別れだと思う」

「え……？」

「僕は反転師としてそれなりに経験を積んできたつもりだけど、それでもまだまだ未み熟じゆく者だからね。１０００人なんて大おお人にん数ずうを、同時に受け持ったことなんてないし、やれるはずもない。透香たちのためには、僕はここで手を引くべきなんだよ」

「……」

　透香は言葉を失い、呆ぼう然ぜんと僕を見つめる。

「……ごめん。本当に、申もうし訳わけなく思ってるよ。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな形で他ほかの人に引き継ぐのは、僕も不ふ本ほん意いなんだ。でもさ、そのときは僕よりももっと優秀な反転師が来てくれるはずだから、安心して欲しい。透香の呪いは、きっと解決するはずだから、ね？」

「……」

　ゆっくりと諭さとすように話すが、返事はない。

　そんな彼女を見ていると、なんだか胸が痛くなってきた。

　僕は決して、透香を苦しめたいわけじゃない。

　救いたいんだ。

　そのためには、僕は手を引くべきなんだ。

　そのことを、彼女にも分かって欲しいだけなのに。

　しかし、ここで情じように流されてはいけない。

　首を横に振り、重おも苦くるしい気持ちを追いやった。

　透とう香かが不安になる気持ちは、そりゃあ、理解できない訳じゃないよ。

　でもまあ、それも引き継ぎが済むまでだろう。

　僕ぼくより優秀な人なんて、いくらでもいるんだ。

　そのことが分かれば、彼女も安心するはずさ。

　僕は改めて携けい帯たい電話に視線を落とし、親父おやじのアドレスを表ひよう示じさせた。

　そのまま発信ボタンを押そうとして、

「ん？」

　不ふ意いに、携帯を持つ手が引っ張られた。

　見ると、僕の袖そでを、透香の指がつまんでいた。

「透香……？」

「あっ」

　僕と目が合うと、彼女は慌あわてて手を引っ込める。

「ご、ごめんなさい！　つい……、いえ、あの、別に邪じや魔まをするつもりじゃなくて……」

　言葉をまくしたてつつ、透香は僕から離れようとする。

　そのとき、彼女は背後にあったイスに、足を引っ掛けた。

「わっ」

　悲鳴を上げ、バランスを崩くずしながら、透香はさらに二歩、三歩と後ずさる。

　そして、薬品の詰まった棚たなに、背中をぶつけた。

「いたたた……」

　強く打ったのか、彼女はその場に座り込んで背中に手をやる。

「まったく、何やって──」

　透香のそそっかしい様よう子すに心が緩ゆるんだのは、一いつ瞬しゆんだけだった。

　多分、積み方が悪かったのだろう。棚の上に置かれていた器き材ざいが、グラグラと揺れていたのだ。

　金属製せいの物やガラス製の物、材ざい質しつは様々だが、あの高さから落ちた物が身体からだに当たったら、タダでは済まないだろうということだけ理解できた。

「と、透香……」

　反射的に声をかけるが、緊きん張ちように身体がこわばり、動けない。

「へ……？」

　背中をさすっていた透香は、ぼんやりと視線を上に向ける。

　ほぼ同時に、彼女の視界は器材の影で覆おおわれた。

「っ！」

　透とう香かは両手で頭を覆おおい、その身を縮ちぢこまらせる。

「くそっ！」

　直後に起きるであろう惨さん事じを想像して、僕ぼくは無理やり身体からだを動かし、足を一歩踏ふみ出した。

　間に合え、間に合え！

　そんな思いも空しく、彼女の背中には、凶きよう器きと化した様々な器き材ざいが降り注そそぐ。

　激しく音をかき鳴らし、器材が床にぶちまけられる。

　──だが、予測した未来は訪れなかった。

「な、なんですの、これは……？」

　音ね々ね子こは突然のハプニングに動どう揺ようしていたが、さらなる事じ態たいに、震ふるえる声を絞しぼり出す。

　目の前には、異い様ような光景が広がっていた。

　ごく普通に考えれば、あれほどの器材が頭上から降り注いだら、その下にいる人が、無事に済むはずはない。

　だけど、透香は無む傷きずだった。

　透香の背中には、亀かめの甲こう羅らのような物が載っていた。

　いや、彼女の背中そのものが、甲羅に変へん化げしていた。

　……あれは、『獣憑きトランス』の呪のろい？

　亀が獣けものかどうかはともかく、肉体がなんらかの動物に変化する呪いのことを、『獣憑き』と呼んでいるのだが、それはこの際、どうでもいい。

　とにかく、透香の背中は甲羅になっていた。

　おそらく、硬さやら何やらは本物の亀と同じなのだろう。そのおかげで、彼女は助かったのだ。

　僕たちが見守る中、透香は恐る恐る顔を上げ、キョトンとした表情を見せた。

　あの様よう子すだと、本当にどこもケガなんてしていないみたいだ。そしてそのことに、自分でも驚いているのだろう。

「わ、わたし、いったい……？」

　キョロキョロと周囲を見渡し、透香は自分が注目されていることに気付いた。

　彼女は僕たちが視線を注いでいる方向、つまり、自分の背中に目を向ける。

「うひゃうっ！」

　途と端たん、透香は驚きよう愕がくの声を上げた。

「なっ、なっ、なっ、なんですかっ、これっ!?」

　半なかばパニックになりながら、透香は背中に手をやる。

　しかし触ふれたのが甲羅だと分かると、彼女はますます混乱し始めた。

「え？　ど、どうして、こんな物が？　え？　え？　どうして？」

「……」

　そんな彼女の様よう子すを、僕ぼくは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　……なぜ、透とう香かが『獣憑きトランス』を発はつ症しようさせるんだ？

　彼女がかかっている呪のろいは、『透化インビジブル』だったよな？

　通常、呪持者キヤリアが発症させる呪いは、一人につき一種類のはずだ。

　それなのに、どうして透香は二種類もの呪いを発症させているんだ？

　訳わけが分からず立ち尽くしている中、透香の身体からだにさらなる異変が起きた。

　彼女の両手から、緑色の蔦つたが伸びてきたのだ。

「はうっ！　な、なんなんですか、これ？　やだ、やだぁ……」

　顔を真まっ青さおにさせて、透香は悲鳴を上げる。その間にも蔦は不規則な動きを見せ、どんどんその長さを増していく。

　あれは、『緑蔦テンタクル』の呪いか？

『緑蔦』というのは文字通り、身体の一部が蔦のような形状に変へん化げする呪いである。

　しかし、これはどういうことだ？

『獣憑き』に続いて、また新しい呪いが発症している。

　どう考えても、ありえない事態だ。

　──ふと、僕の脳のう裏りに、一つの予測が浮かんだ。

　考えたくもない、だけど、それが最も可能性の高い答え。

　ひょっとしたら、透香って……。

　と、そのとき緑の蔦は、不意に動きを止める。

　かと思った次の瞬しゆん間かん、蔦は僕に向かって一直線に伸びてきた。

「うおっ！」

　反射的に身体をそらし、蔦から逃のがれる。

　すると蔦は、まるで標ひよう的てきを見失ったかのように、そこら中を暴あばれ回った。

　そしてその勢いのまま、今度は新たな標的へと突き進む。

　両手の蔦は、ものすごい速さで音ね々ね子こへと迫り、逃げる隙すきも与えず全身に絡からみついた。

「な、なんですの!?」

　驚きの声に構わず、蔦は彼女の肉体を締め上げる。

「はぅん！　き、きつ、い、あぁ、んん……っ！」

　腕うで、太もも、胸元を縛しばられ、音々子は苦く悶もんの声を上げた。

　我に返った僕は、透香に向かって叫ぶ。

「透香、落ち着け！　落ち着くんだ！」

「っ！」

　その言葉に、彼女は身体を揺らす。

　透香は全身の力を抜き、その場に座り込んだ。

　同時に、音ね々ね子この自由を奪うばっていた蔦つたも、するするとほどけていく。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　緊きん縛ばくから解放され、音々子は荒い息を吐はいている。

　そんな音々子を見ながら、僕ぼくは確信していた。

　百もも瀬せ透とう香かは、『百災ミリオン』なんだ。







　呪持者キヤリアが発はつ症しようさせる呪のろいは、原則として、一人につき一種類とされている。

　だけど、原則はあくまで原則に過ぎない。

　何事にも、例外というものは存在するんだ。

　それが、『百災』だ。

『百災』とは、呪持者の中でも極めて特とく殊しゆな体質の持ち主のことである。

『自分の中のあらゆる願望を、呪いとして発症させる』

　それが『百災』の持つ性質であり、最大の特とく徴ちようだ。

　つまり、『百災』には際さい限げんがない。

　いくら呪いを治ち療りようしても、次から次へと発症していくため、非常に厄やつ介かいなんだ。

　久く遠おんちゃんに目を向けると、彼女は首を横に振った。

　あの人も、透香が『百災』だとは知らなかったということだろう。

　もちろん、久遠ちゃんを責める気はない。

　その人が『百災』かどうかなんて、実際にこうして発症してみるまでは、分からないのだから。

　さっきまでは、透香の身に『百災』の症しよう状じようなんて出てなかったと思う。

　だけど突然のアクシデントに精神が不安定になり、ついに発症させたんだ。

　自分の身を守りたいという願いが『獣憑きトランス』になり、亀かめの甲こう羅らが現れた、ということだろう。

『緑蔦テンタクル』の方はよく分からないけど、最初は僕に向かってきたってことは、僕を捕まえようと思ったってことか。

　どうしてそんなことを願ったのかは分からないけど、結果だけ見れば、そういうことになる。

　ともあれ、透香は『百災』だ。

　その事実を、受け入れなければならない。

　そう。それは分かっている。

　頭では分かっているけど、心がまだ、追いつかない。

　追いつかないけど、それでもなんとかしなきゃならない。

　これは、僕のせいなんだから。

　その人が百災かどうかは、実際に発症してみるまで分からない。

　ただ、兆ちよう候こうはあったはずだ。

　僕ぼくがその兆候に気付かなかったせいで、透とう香かは百災ミリオンを発はつ症しようさせた。

　だから、この事態を招いたのは、僕のせいなんだ。

「わたし……、わたし……」

　透香は蔦つたとなった両手を震ふるわせ、倒れたままの音ね々ね子こを見つめていた。

　そんな彼女に、ゆっくりと、穏おだやかに声をかける。

「透香、落ち着いて、話を聞いてくれ」

　そう言って、一歩近づく。

「っ！」

　すると透香はビクリと肩かたを揺らせ、僕に顔を向けると、大きく目を見開いた。

　そして、

「み、見ないでぇ────っ！」

　叫び声と同時に、彼女の全身がまばゆい光に包まれた。

「くっ！」

　強きよう烈れつなまぶしさに、僕はたまらず目を閉じる。

　これは、身体からだ全体が発光する、『閃光フラツシユ』の呪のろいか！

「こ、こんな姿、黒くろ咲さき君に見られたくない……っ！」

　光のせいで何も見えない中、前方から透香の悲痛な声が聞こえてくる。

　しかし光はすぐに収まり、周囲には元の光景が戻ってきた。

　何度かまばたきをして、徐じよ々じよに視し力りよくが回復してきた僕は、辺りを見回し、

「透香……？」

　だけど、透香の姿をどこにも見つけることができなかった。

「ありゃ？　透香ちゃん、どこに行ったの？」

　僕と同じく、目をパチパチさせながら、久く遠おんちゃんが疑問の声を上げる。

「あの……、わたし、ここにいますけど……」

　そんな僕たちのすぐ側そばから、透香の声が聞こえた。

　声のした方に目を向けるが、だけどやっぱりそこには誰もいない。

　……って、まさか、『透化インビジブル』が再発したのか!?

　しかも、全身が見えなくなるほどにまで、一気に症しよう状じようが進行している？

「──そっか」

　僕の考えは、表情に出ていたのかもしれない。

　透香は乾いた声を漏もらした。

「あの呪い、なんですね。わたし、見えなくなっちゃったんですね……」

　言葉と共に、僕の脇を足音が通り過ぎる。

「透とう香か？」

　振り返ると、前まえ触ぶれもなく保健室のドアが開いた。

　しかしそこには誰もいない。

　そう。透香がドアを開けたのだ。

「透香！」

　僕ぼくは叫び、引き留めようとして闇やみ雲くもに手を伸ばす。

　だけどその手は何も摑つかめず、僕はバランスを崩くずして派は手でに転ころんだ。

　無む情じようにも、足音はドアの向こうへと消えていく。

　次第に足音は消え、保健室には僕たち三人だけが残された。

「……」

　ドアの向こうの、誰もいない廊ろう下かを見つめる。

　僕はゆっくりと身体からだを起こし、その場に座り込むと、大きく息を吐はいた。

「無理だ。もう、僕の手には負えない」

　透香が『百災ミリオン』だったなんて、完全に予想外だ。

　全校生徒が呪持者キヤリアというだけでも限界なのに、その上、『百災』の治ち療りようまで請うけ負うなんて、どう考えても僕には不可能だ。

『百災』の治療がどれほど困難かは、身を持って経験しているから、よく分かるんだ。

　──修しゆ行ぎよう時代に一度、『百災』の呪持者と接したことがある。

　そのとき僕は、何もできなかった。

　ただ黙だまって、叔父おじさんの仕事を見ているしかなかった。

　あの子は苦しんでいたのに、何も、何もできなかったんだ。

　叔父さんは、黒くろ咲さき家の中でも一、二を争うほどの優秀な反はん転てん師しだ。

　その叔父さんでさえ、『百災』の完かん治ちには一年かかっている。

　それほど厄やつ介かいな呪いなんだ。

　僕なんかに、到とう底てい扱えるものじゃないんだよ……。

　もう、どうしたらいいのか分からなかった。

　透香がどこに行ったのかなんて見当もつかないし、見つけたとしても、どう接したらいいのやら。

　途と方ほうに暮れて、天てん井じようを見上げる。

「シーローウちゃーん」

「え？」

　気がつくと、いつの間にか久く遠おんちゃんが僕の前に立っていた。

　ニコニコと笑うその姿をぼんやりと見ていると、彼女はゆっくりと右手を上げる。

　そして、その手を僕の頰ほおに振り下ろした。

　乾いた音が、保健室に響ひびく。

「へ……？」

　ポカンと口を開ける僕ぼくに構わず、続けて久く遠おんちゃんは、手の甲こうで反対の頰ほおを叩たたいてくる。

　二度、三度と繰り返し、僕の頰がかすかな熱を帯びた頃、彼女は口を開いた。

「目が覚めた？」

「久遠、ちゃん……？」

「いつまでそうやって、ぼーっとしてんのさ。早く透とう香かちゃんを追いかけなよ」

「うっ」

　久遠ちゃんの言葉に、僕は思わず目をそらす。

　すると彼女は笑顔のまま僕の胸むな倉ぐらを摑つかみ、無理やり引き寄せた。

「シロウちゃんが行かなくて、どうすんのさ。ん？」
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「……でも、僕にはもう、どうすればいいのか分からないんです」

　久遠ちゃんから目をそらし、小さくつぶやく。

「無理です。できません」

「あのねー」

　僕の返事に、久遠ちゃんはため息をついた。

　彼女は笑えみを消し、まっすぐにこちらを見つめる。

「やれる、やれない、じゃないの。シロウちゃんがどうしたいのか、でしょ？」

「っ！」

　その言葉に、僕ぼくは大きく目を見開いた。

「呪のろいの治ち療りようには、我が慢まんしないことが大事なんでしょ？　透とう香かちゃんにも、音ね々ね子こちゃんにも、やりたいことをやれって、そう言ってたよね？」

「……はい」

「そのシロウちゃん自身が、自分のやりたいことをやらないで、どうすんのさ」

　久く遠おんちゃんの声を聞きながら、僕は心が晴れていくのを感じていた。

　そう、か。

　そうだよな。

　そうだよ。簡単なことだったんだ。

　今、僕がやるべきこと。

　いや、やりたいことを、やればいいんだ。

「シロウちゃんは、透香ちゃんのことを、どう思ってるの？　反はん転てん師しとして、一人の男の子として、あの子のことを、どうしたいのさ？」

「……僕は」

　自分の心に問いかける。

　こうやって座り込んで、ぼんやりと天てん井じようを眺ながめているのが、僕のやりたいことか？

　違う。

　そうじゃない。そんなわけがない。

　失敗するかもしれない。何もできないかもしれない。

　それでも、僕は──、

「僕は、透香を救いたい」

　はっきりと、久遠ちゃんの目を見て、そう答える。

「……」

　彼女はじっと僕の目を見つめていたが、不ふ意いに表情を崩くずし、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「じゃあ、早く追いかけなよー。ほら、立って、立って」

　そう言って、バシバシと僕の肩を叩たたいてくる。

「はい！」

　僕は立ち上がり、ドアに向かって駆かけ出そうとして、

「久遠ちゃん」

　足を止めて、振り返る。

「ありがとう。助かったよ」

「いいから、いいから。走った、走ったー」

　久く遠おんちゃんはヒラヒラと手を振る。

　その頰ほおは、ほんの少しだけ朱しゆ色いろに染そまっているように見えた。

「じゃあ、ちょっと行ってきます。音ね々ね子こと、それとベッドで寝てるあの子のこと、頼みますね」

　そう言い残し、僕ぼくはもう振り返らず、透とう香かの後を追うのだった。
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　ある場所へと向けて、僕は全力で走っていた。

　透香がどこに行ったのかは分からない。

　しかも今の彼女は姿が見えないから、探すのは相当困こん難なんだろう。

　だけど、やれることはある。

　僕はとにかく、全力で走り続けた。

　転校したばかりの僕は地理に暗く、何度か道に迷いかけたけど、やがて目的の場所へと到達する。

　そこは、放送室だった。

　透香がどこにいるのか分からない以上、声でこちらの意思を伝えるしかない。そう判断したんだ。

　僕はノックもせずに、ドアを開ける。

「うわっ、誰だ？」

　すると、中から驚きの声が上がった。

　今はお昼休みで、当然、放送室には放送委員がいる。

　突然乱らん入にゆうしてきた僕に、彼らが困こん惑わくするのは当たり前といえば当たり前だった。

「ごめん、本当にごめん！　緊きん急きゆう事じ態たいなんだ！」

　戸と惑まどう放送委員たちを押しのけ、僕は放送機器を操作する。

　放送範はん囲いは、校内全すべて。

　音量は、最大。

「ちょっと君、いきなり何を──」

　叱しつ責せきの声を上げる放送委員に構わず、僕は叫んだ。

「『あの場所』に来て欲しい！」

　全校放送で、大音量が響ひびき渡る。

「今から10分後、いや、時間が惜おしい！　今度は５分後だ！」

　そこで僕は一度、大きく息を吸い込む。

　そして、ありったけの声で、言った。

「君の秘密を、知っている！」

　それだけを叫ぶと、僕ぼくは一いち目もく散さんにその場から逃げ出した。

　耳を塞ふさぐ放送委員たちに心の中で謝りつつ、足は止めない。

　向かう先は、当然、『あの場所』だ。







　校舎の壁に背を預けながら、僕は懐かい中ちゆう時計とにらめっこしていた。

　もうお昼休みが終わる頃だ。

　一昨日おとといと同じく、周囲に人ひと影かげはない。

　──ここは、透とう香かの治ち療りようをした、あの校舎裏である。

　全校放送で、透香の名前や場所を口にするわけにはいかなかった。

　だからあんな言い方になったけど、もしも透香がさっきの放送を聞いてくれていたのなら、きっと伝わったはずだ。

　しかし……。

　あの放送からちょうど５分が経過したとき、透香の姿はどこにもなかった。

　でもまあ、当然だよな。

　彼女は今、見えなくなってるんだから。

　透香の姿は見えない。

　だけど、彼女はいる。

　必ず、ここにいる。

　そう信じて、僕は口を開いた。

「透香、返事はしなくていいから、聞いて欲しい。今の君がどういう状況なのかを、これから説明する」

　僕は『百災ミリオン』について、丁てい寧ねいに説明した。

　そして、透香がその『百災』だということも、併あわせて告げる。

「はっきり言って、難しい呪のろいだ。僕の腕うででは、君を治療できるかどうか、分からない。自信もない」

　自分で言っててちょっと悲しくなり、僕はうつむいてため息を漏もらした。

　しかしすぐに顔を上げ、言葉を続ける。

「でもね、透香。僕は、君を救いたいんだ」

「──っ！」

　息を飲む音が、聞こえたような気がした。

　もしかしたら、それは錯さつ覚かくだったのかもしれない。

　透香はここに来てないのかもしれない。

　それでも構わなかった。

　これが、僕ぼくのやりたいことなんだから。

「透とう香かは、どうしたい？　姿を消して、僕から逃げるのが、君の望みなのか？」

　目をつむり、空に向かって言葉を紡つむぐ。

「もしそうなら、仕方がない。僕の役目はここで終わりだ。後は別の反はん転てん師しに任せるよ。それが透香の望みなら、ね」

　そこで言葉を切り、ただ黙だまって、待つ。

　言いたいことは言った。

　後はもう、待つしかない。

　長い沈ちん黙もくが続いた。

　時間にすれば、一分にも満たないくらいだったかもしれない。

　けれど、その時間は永えい劫ごうとも思えるほど、長く感じた。

　それでも僕は、ただひたすらに待ち続け、

「──んなわけ」

　不意に、その耳へと、声が届いた。

　僕は目を開け、声がした方へと身体からだを向ける。

「そんなわけ、無いじゃないですか！」

　今度ははっきりと、人の言葉が聞こえた。

　それは、透香の声だった。

「わたしが望んだのは、こんなのじゃない！　もっと、もっとちゃんとした形で、願いを叶かなえたい！」

　悲痛な叫びが、僕の胸に響ひびいてくる。

「助けて、黒くろ咲さき君！　助けて、ください……っ！」

　嗚お咽えつ交じりの声に、胸が痛んだ。

　彼女が置かれている境きよう遇ぐうに対して、哀あわれみの念が浮かばないと言えば、ウソになる。

　だけど、同情なんて意味がない。

　僕は反はん転てん師しだ。

　反転師の仕事は、呪のろいを解くことだ。

　それだけが、透香を救う唯ゆい一いつの方法なんだ。

　僕は顔を上げ、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を見せた。

「いいよ、来て。君の全すべてを、受け止めるから」

　そう言って、両腕うでを広げる。

「黒咲、君……」

　彼女は少しためらっていたみたいだが、やがて恐る恐るといった感じで、僕の胸に身を預けた。

　透とう香かを抱だきしめ、その全身に、僕ぼくの気を送る。

「ん、あぁっ！」

　途と端たん、透香が悲鳴を上げた。

　全身に呪のろいを発はつ症しようさせているところへ、僕の気が入り込んだのだから、苦痛を伴うのは当然だ。

　僕は彼女の気持ちを和やわらげるため、ゆっくりと頭をなでた。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……、はぁ…………」

　そうしているうちに、少しずつ透香の呼吸が整っていく。

　だけど、まだ油ゆ断だんはできない。慎しん重ちように事を進める必要がある。

　透香の中は、乱れに乱れていた。

　様々な願いが彼女の体内で荒れ狂い、外に出ようと暴あばれ回っている。

　僕は気を送り続けながら、透香に話しかけた。

「透香はさ、今やってみたいことって、ある？」

「え……？　な、なんです、か……？」

　透香は苦しげに問い返してくるが、僕は構わず言葉を続ける。

「やってみたいことだよ。なんでもいいんだ、もしあるなら、教えて欲しい」

　突然こんなことを言っても、彼女を困こん惑わくさせるだけかもしれない。

　でも、これは呪いの治ち療りように必要なことなんだ。

「まだ知り合ったばかりだけど、透香ってなんだか引っ込み思じ案あんなところがあるみたいだから、そこは変えていくべきだと思うんだ。そりゃあ、性格は人それぞれで、他人にとやかく言われることじゃないかもしれないけど、呪いを治療するためには、大事なことなんだよ」

「呪いの、治療、に……」

「やりたいことがちゃんと正しい形で叶かなえられていれば、その願いは呪いとして発症することがない。自分の願いを表現することは、『百災ミリオン』の治療にもつながるんだ。僕の言ってること、分かるかな？」

「…………で、でも」

　荒い息を吐はきながら、彼女はためらいがちに言った。

「わたし、何もできない人間なんです……。勉強もスポーツも全然ダメだし、何もないところで転ころぶし、物はすぐ落とすし、ご飯はんを食べたら眠ねむたくなるし……、何をやっても失敗ばかりの、ダメ人間なんです。だから、やりたいことなんて、叶えられるわけないんです……」

「……」

　透香の姿は、僕の目には映らないが、彼女が意気消しよう沈ちんしているだろうということは伝わってくる。

　その心境も、理解はできる。

　だけど僕ぼくは、少しだけ怒っていた。

「何もできない人間だって？　そんなわけないじゃないか」

「え……」

　僕の言葉に、透とう香かは戸と惑まどいの声を漏もらす。

　そんな反応に構わず、僕は言った。

「だって、透香の淹いれてくれたお茶、美味おいしかったじゃないか！」

「……へ？」

「あんなに美味しいお茶、飲んだことないからね。すごく、嬉うれしかった」

「く、黒くろ咲さき、君……？」

「それだけじゃない。透香のメイド服、実は僕、可愛かわいいと思ってたんだ！」

「ひゃう!?」

　目の前で、素すっ頓とん狂きような声が上がる。

「あんなに可愛くメイド服を着こなせるのも、一つの才能だよ！　自信持っていいよ！」

「く、くく、くろ、黒咲、君……？」

　明らかな動どう揺ようの声に、僕まで恥はずかしくなってくる。

　だけど、いいんだ。

　本ほん心しんから出た言葉なんだから、堂々と言っていいんだ。

「たった数日過ごしただけで、僕は透香のいいところを、いっぱい見つけたよ。透香はダメな人間なんかじゃない。やろうと思えば、なんだってできるんだよ」

「っ！」

　僕の胸の中で、透香は身体からだを揺らす。

　もちろん、やりたいことの全すべてが叶かなえられるわけじゃない。

　世の中、そんなに甘あまくはない。それは分かっている。

　だけど──、

「まずは願いを口にしてみなきゃ。全すべてはそこから始まるんだから」

「願い……、わたしの、願い……」

「僕も手伝うからさ、一いつ緒しよに願いを叶えていこうよ」

「わたしの、やりたいこと……。わたし、わたし、は……」

　透香はどもりながらも、必死に言葉を紡つむぐ。

　そして彼女は、心の底から声を出して、言った。

「わたしは、黒咲君と、デ、デートしてみたい、です！」

「……へ？」

　予期せぬ言葉に、僕は思わず問い返す。

「そ、そんなことで、いいの？」

「……ダメ、ですか？」

「えっ!?　い、いや、違う、違うよ！　誤ご解かいしないで！」

　不安げな声に、僕ぼくは慌あわてて答えた。

　ちょっとびっくりしたけど、でも、そっか。

　それが、今の透とう香かの願いなのか。

　改めて、自分の心に問いかけてみる。

　彼女の願いを、叶かなえられるかどうかを。

　答えはすぐに出た。

　考えるまでもなかった。

　僕は微笑ほほえみ、口を開く。

「いいよ。いいに決まってる」

　反はん転てん師しとしての、義務じゃない。

　僕も透香と、デートしてみたいんだ。

　それは透香だけじゃなく、僕の願いでもあるんだ。

「今度の日曜日に、このあたりを案内してよ」

「は、はい！」

　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけ、透香の喜ぶ顔が見えたような気がした。

　それは僕の見み間ま違ちがいだったのかもしれない。

　けれど、これならきっと、大だい丈じよう夫ぶだと思った。

　僕は決意の気持ちを秘めて、仕上げにかかる。

「じゃあ、いくよ」

「……お願い、します」

　透香は緊きん張ちように身体からだをこわばらせたが、ゆっくりとうなずく。

　僕は彼女の中で、自分の気を動かした。

　僕の気と、透香の気が混ざり、複雑に絡からみ合う。

「ん、んん、んんんぅ……っ！」

　苦しみに耐える彼女の頭を抱だきかかえ、僕は願う。

　透香を救いたい。

　その気持ちだけを強く念じて、僕は気を送り続ける。
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　そして、二人の気に完全な調和を感じた瞬しゆん間かん、僕は目を見開いた。

　ここだ！

「はあっ！」

　僕は透香を強く抱きしめ、その全身に気を張り巡めぐらせた。

「────っ！」

　言葉にならない声を上げ、透とう香かは背中をのけ反ぞらせる。

「透香！　透香！　透香ぁ────っ！」

「黒くろ咲さき君！　黒咲君！　黒咲君────────っ！」

　二人の身体からだが、淡い光に包まれた。







「ん……」

　やがて光が消えた頃、僕ぼくはうっすらと目を開けた。

　どうやら少しの間、気を失っていたようだ。

　身体を起こそうとして、すぐに気付く。

　僕の上に、透香が覆おおいかぶさっていた。

　彼女は安らかな寝ね息いきを立てている。

　そしてその身体は、元に戻っていた。

　多分まだ、『百災ミリオン』は完かん治ちしていないと思う。

　だけど、症しよう状じようを抑おさえることには成功したようだ。

　透香を起こさないように、ゆっくりと上じよう半はん身しんだけを起こし、その寝ね顔がおを眺ながめる。

　そして、思う。

　彼女のことを、もっともっと知りたい。

　このまま別れるのは、嫌いやだ。

「……覚かく悟ごを決めるか」

　懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、親父おやじのアドレスに発信する。

　向こうが電話に出たのを確認すると、僕ぼくは口を開いた。

「ああ、親父。僕だよ、僕。あのさ、今度の件なんだけど、ちょっと時間がかかりそうなんだ。詳くわしいことはまた後で話すけど……、そうだな、だいたい、二年くらいかな？　うん、そう。僕が高校を卒業するまでずっとってことになるね。……うん、うん。勝手なことを言ってるのは分かってる、ごめん。でも、もう決めたんだ。僕がそうしたいんだ。この仕事、絶対に成功させてみせるから、だから……、うん、うん。……ありがとう。うん、ちゃんと連絡するよ。それじゃあ、また」

　電話を切り、大きく息を吐はく。

　１０００人を超える呪持者キヤリアに、『百災ミリオン』の治ち療りよう。

　こんな大仕事を、僕一人の力で解決できるかは分からない。

　それでもやると決めたんだ。

　僕がそう、願ったんだ。

「黒くろ咲さき、君……」

　透とう香かが寝ね言ごとを口にする。

　その表情は穏おだやかで、さっきまであんなに苦しんでいたのがウソみたいに見える。

　この穏やかな寝顔を、いつまでも守りたい。

　そう願って、僕は透香の頭をゆっくりとなでるのだった。
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「というわけで、しばらくの間、お世せ話わになります」

　翌よく朝あさ、保健室で、僕ぼくは久く遠おんちゃんと一いつ緒しよに、お茶を飲んでいた。

「呪のろいのことで悩んでいる人がいれば、僕を紹しよう介かいしてください。まずは、そうですね、昨日きのうのあの、氷こおり漬づけになった子に、僕のことを伝えてくれませんか？　どれだけのことができるかは分かりませんが、まあ、なんとかしてみせます」

「オッケー、任せといてー」

　湯ゆ吞のみをすすりつつ、久遠ちゃんは軽快に答える。

「ただし、みんなの面めん倒どうを見れるのは、僕が高校を卒業するまでです。卒業しても学校に残り続けるなんて、できませんからね。そこから先は他の反はん転てん師しに引き継ぐことになると思いますが、それでいいですか？」

「いいよ、いいよー。なんだか悪いねー、色々面倒なことになっちゃったみたいでさー」

　全く悪びれた様子もなく、彼女はニコニコと笑っている。

　その態度には呆あきれつつも、もう慣なれてきたので怒ったりはしない。

　結果的には僕も納なつ得とくしたんだから、契けい約やくの件ではとやかく言うことなんてないんだ。

「ところでさー」

　湯吞みを傾けつつ、久遠ちゃんが口を開く。

「シロウちゃんは、透香ちゃんが『百災ミリオン』を発はつ症しようさせた原因って、分かる？」

「原因、ですか？」

　問われて、少し考えてみる。

『百災』は何の前まえ触ぶれもなく発症する、厄やつ介かいな呪のろいだ。

　だけど、発症するきっかけは必ずある。

　そのきっかけがなんなのかと、尋たずねているのだろう。

「そうですね……。たび重なるハプニングがストレスとなって、だと思ってます」

　僕の答えに、久遠ちゃんは笑顔でうなずく。

　しかしその口から出てきたのは、

「半分正せい解かいー」

　というものだった。

「半分、ですか。えっと、久遠ちゃんは、分かってるんですか？　なぜ透香が、『百災』を発症させたのか」

「教えてあーげない」

　なんだそりゃ。

「こういうのは、シロウちゃん自身が気付かなきゃダメだもんねー」

　どうやら久く遠おんちゃんは、僕ぼくに答えを教えてくれるつもりはないらしい。

　まあでも、そういうものなのかもしれないな。

　僕は反はん転てん師しなんだし、担当する患かん者じやのことくらい、なんでも自分で考えて、答えを見つけていかなきゃいけないってことか。

「……透とう香かちゃんも苦労しそうだね、こりゃ」

「？」

　首をかしげるが、久遠ちゃんはそれ以上何も言わなかった。

　うーん、本当になんだろう？

　分からなかったけど、まあ、いっか。

　この人が何を考えてるのかなんて、分かりっこないんだし。

「それじゃあ、そろそろ授業が始まるので」

「うん。いつでも遊びに来なよー」

　僕は立ち上がり、久遠ちゃんに背を向ける。

「あ、そうそう」

　だけど、一つ言い忘れていたことを思い出して、振り返った。

「お望みなら、久遠ちゃんの呪のろいも治しますよ」

「……ん？」

　僕の言葉に、彼女はキョトンとした表情を見せた。

「なんの話ー？」

「とぼけなくってもいいですよ。僕は反転師ですから、分かるんです。久遠ちゃんも、呪持者キヤリアだってことが」

「……」

　久遠ちゃんは僕を見つめたまま、ニコニコと笑顔を浮かべている。

　だけどその目だけは、笑ってないように見えた。

「久遠ちゃんの呪いは『幼退ミニマム』と呼ばれるものですよね。身体からだが縮ちぢまり、そのまま成長しなくなる、恐ろしい呪いです」

「……さすがはシロウちゃん。鋭いねー」

　僕の指し摘てきに、久遠ちゃんは苦く笑しようして、肩かたをすくめる。

「でも、いいよー。遠えん慮りよしとくー。先生はこのままで満足してるからねー」

「……一応、理由を聞かせてもらっていいですか？」

　尋たずねると、彼女はお茶を一口飲のんでから、いつもの笑顔を浮かべた。

「先生もね、反転師になりたかったんだー」

「え？」

「反はん転てん師しだよ、反転師。でもさー、誰にでもなれる職業じゃないでしょー？　先生には反転師になる才能がなかったの。それでも先生は、呪持者キヤリアを救いたかった。少しでも反転師の仕事に関わりたかったのさ。だからこうして、美み空そら学がく園えんの養よう護ご教きよう諭ゆになったってわけ。呪のろいを治すことはできなくても、支えてやることはできるんじゃないかなって、思ってね」

　言いながら、久く遠おんちゃんは窓の外に目を向ける。

「ここの生徒って、みんな呪持者でしょ？　１０００人っていったら多いように思えるけど、社会全体から見たら、圧あつ倒とう的に少数派はなわけよー。そんな彼ら、彼女らの気持ちを、ちょっとでも分かってやりたかったんだよん」

　湯ゆ吞のみのお茶を一気に飲み干し、久遠ちゃんは小さく息を吐はいた。

「だから先生は、呪いをずっとこの身に宿しているってわけさー。呪持者の気持ちを、忘れないために、ね」

「……久遠ちゃんは、それでいいんですか？」

「いいの、いいの。呪いって、その人が困ってるから治すんでしょ？　先生は全然困こまってないの。だから、これでいいのだー」

　確かに、彼女の言う通りではある。

　呪いを抱かかえながら生きていくのも、一つの選択だ。

『幼退ミニマム』の呪い自体に大きな実じつ害がいは無いし、本人がそれで満足しているのなら、僕ぼくがどうこう言えることじゃない。

「でも、日常生活が不便じゃないですか？」

「全ぜん然ぜん問題ないよー。むしろ得することの方が多いかもー。子どもの姿って便利だよねー」

　子どもが、便利？

　なんだろう？　子ども料金で電車に乗ってるとか、そういうセコイことでもしているのだろうか？

　考えすぎても時間のムダだと思い、僕はそれ以上、追及しないことにした。

「分かりました。久遠ちゃんが満足してるのなら、構わないんです。ただ、もしもその呪いをなんとかしたいと思ったら、相談してくださいね」

「うん、そうするー。ありがとねー、心配してくれてー」

「いえ、それじゃあ、これで」

「またねー」

　僕は久遠ちゃんに手を振り、今度こそ保健室を後にする。

　──高たか槻つき久遠という人は、変わったところが多くて、その言動には何度か苛いら立だたされてきた。

　きっとそれは、これからも変わらないだろう。

　でも、昨日きのうまでよりはずっと、彼女と上手うまく付き合っていけるような、そんな気がしていた。




　　　　　２




「黒くろ咲さき君」

　教室のドアを開けようとしたとき、背後から声をかけられた。

　振り向くと、そこには百もも瀬せ透とう香かの姿があった。

　彼女を見て、僕ぼくは驚きに声を失う。

　透香は、ウェイトレスの格かつ好こうをしていたのだ。

　オレンジと白を組み合わせた、なんともフリフリした服装である。

　その服は胸元が強調されたデザインをしており、『透香って、意外と大きいんだな』なんてことがぼんやりと頭に浮かんだりする。

「透香、それ……」

「えっと、に、似合ってます、か？」

　顔を赤らめつつ、彼女は上うわ目め遣づかいに僕を見てくる。

「もしかして、一人で歩いてきたの？　その格好で？」

「は、はい。今日きようはこの服を着てみたいなって、思ったので」

　そ、そうか。自分の願いに対して、忠ちゆう実じつに行動したというわけか。

　久く遠おんちゃんと話があるから、今日は一いつ緒しよに登校できないと、前もって伝えておいたのに。

　たとえ一人で登校することになっても、どんなに恥はずかしくっても、それでも自分の願いを押し通したんだ。

　これはすごいことだと思う。

「うん、似合ってるよ。可愛かわいいと思う」

「えっ？」

「えっ？」

　言ってからすぐに、自分のセリフの恥ずかしさに気付く。

　そういや僕、昨日きのうもずいぶん大だい胆たんなこと言ってた気がするな……。

　そのことを透香も思い出したのか、二人して顔を赤くし、同時にうつむく。

　何やってるんだろうな、僕たちは、本当に。

「こんなところでイチャイチャしないでくださいな」

　と、そのときまたもや背後から、誰かが話しかけてきた。

「他ほかの生徒に迷めい惑わくですわよ」

　ツンツンとしたその声の主は、宮みや神がみ音ね々ね子こだった。

　彼女は透香を見るなり、その格好をジロジロと眺ながめる。

「昨日とはまた違う服装ですわね」

「音ね々ね子こ、この服は──」

「分かってますわよ。治ち療りようのために必要なこと、なのでしょう？」

　僕ぼくの言葉をさえぎり、音々子は胸の前で腕うでを組む。

「そのことはもう、責めるつもりなんてありませんわ。ですが、もしもまた何かあるときは、ワタクシにも教えてくださいな。何も知らずに、透とう香かさんのことを支援なんてできませんからね」

「宮みや神がみさん……。ありがとう、ございます」

　透香は深く頭を下げる。

　素直に感謝されたことが照れくさいのか、音々子は彼女から目をそらした。

　そして、なぜか僕を睨にらんでくる。

「明日あしたにでも全校集会を開き、皆に理解を求めるつもりです。そのときはあなたにも、ご助力願いますわよ。ワタクシの、あの痴ち態たいのことも、説明しなければなりませんし……」

　ぶつくさと口の中で、音々子は何事かをつぶやく。

　最後の方は聞き取れなかったけど、でも、申し出自体は断る理由なんてなかった。

　僕はうなずき、こちらからも伝えるべきことを口にする。

「音々子、分かってるとは思うけど、君の呪のろいもまだ経過を見なくちゃいけないんだ。だから、しばらくは──」

「ええ、ですからそのことで、話をしにきましたのよ」

　またもや言葉をさえぎり、彼女は両手を腰こしに当てて、小さく笑えみを浮かべた。

「今度の日曜日、ワタクシとどこかへお出かけしません？」

「…………はい？」

　突然のことに、僕は変な声を出して、音々子の顔を見つめた。

「呪いの治療には、信頼関係が大事だと思いますの。そのためには、お互いのことをもっとよく知るべきではないかしら？」

「え？　ああ、うん、それは、そうだね」

「ですから、親しん交こうを深めるため、休日を利用して、プライベートなお付き合いをしてみようと提案しているのですわ。どうかしら？」

「え、あの、その……」

　そんな言葉は全く予想してなかったので、僕はまともに答えられず、後ずさる。

「ダ、ダメですっ！」

　だけど音々子の提案は、僕の隣となりにいた人物、百もも瀬せ透とう香かがバッサリと却きやつ下かした。

　僕と音々子が顔を向けると、彼女は慌あわてて自分の口に手を当て、目をそらす。

「いえ、あの、今のは、えっと、えっと、その……」

　視線をさまよわせ、落ち着きなく指をモジモジさせる。

「だ、だって……」

　透とう香かはうつむき、唇くちびるをかみしめていた。

　しかし、顔を上げると、決意を瞳ひとみに宿らせて、言葉を続けた。

「だ、だって、今度の日曜日は……」

　ノドを鳴らし、顔を真まっ赤かにしつつ、ありったけの思いを込めて、告げる。

「わ、わたしと、黒くろ咲さき君が、デ、デ、デートする予定に、なってるんです！」

　そう言って彼女は、チラリと僕ぼくに視線を向け、同意を求めてくる。

「え、えっと……」

　僕は頭をかき、つい目をそらした。

　あー、うん。

　そういえば、そうだったな。

　危ない危ない、うっかり忘れかけていたよ。

　昨日きのうはあれから、本ほん家けへの報告やら何やらで、やけに忙しかったし、一仕事を終えたという安心感で、すっかり気持ちが緩ゆるんでいたし……。

「黒咲君……？」

　心の声を読んだのか、透香はじっと僕を見つめてくる。

　いや、うん、ごめん。

　本当、ごめん。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ、忘れてないよ。

　忘れかけてたけど、決して忘れたわけじゃないよ。

　そこは大きな違いだと思うよ、うん。

　冷や汗あせをかきながら、僕は音ね々ね子こに向き直る。

「そ、そういうことだから、音々子とはまた、別の機会に──」

「あら。でしたら三人で出かければよろしいじゃありませんか」

「ええ？　そういう問題じゃ──」

「そ、そうですね！　じゃあ、そうしましょう！」

「いいのかよ！」

　透香があっさり承しよう諾だくしたので、僕は思わず突っ込みの声を上げていた。

　いいのか？

　それでいいのか、本当に？

「何か問題でもありますの？　呪のろいに悩まされているのは透香さんも同じですし、それならば三人一いつ緒しよの方が都つ合ごうが良いのではありませんこと？」

「そ、そうですよ。黒咲君、変ですよ」

　あ、ああ、そういうことね。

　ようするに、透とう香かの『デートしたい』という願いは、音ね々ね子こと同じ類たぐいのものだったってことか。

　あくまでも反はん転てん師しと呪持者キヤリアという間あいだ柄がらで、親しん睦ぼくを深めるのが目的で、それ以上の深い意味は全くないということだ。

　それはそれでちょっと寂さびしい気もするけど、まあ、二人ともそれでいいって言ってるのだから、いいんだろうな、きっと。

「日曜日はよろしくお願いしますわね、透香さん」

「はい、こちらこそ。……でも、わたし、負けませんからね」

「あら、なんのことかしら、うふふ」

「さあ、なんのことでしょう、えへへ」

　僕ぼくの預かり知らないところで、なんだか二人は燃え上がっているようだった。

　何を盛り上がってるのかは知らないけど、でも、二人とも楽しそうだ。

　朝っぱらからずいぶんにぎやかだと思う。

　だけどこれからは、もっともっとにぎやかになるような気がしていた。

　なにしろ、１０００人もの呪持者と接していくことになるのだから。

　──反はん転てん師しとして、僕は全国各地を転々と渡り歩いてきた。

　そうするのが当たり前だったし、辛つらいと感じたこともない。

　でも、ここでゆっくりと腰こしを据すえて、一つの仕事に専念するのも、悪くはないと思った。

　やるべきことはたくさんある。

　けれど、なんとかなる。そう信じている。

　だってこれは、僕が望んだことなのだから。

　騒さわがしい明日あしたを想そう像ぞうし、僕の頰ほおには自然と笑えみが浮かぶのだった。










　　　あとがき




　こんにちは、こんばんは。あとがきが苦手な麻ま宮みや楓かえでです。

　前作『まじ×どら』から一年以上も空あきましたが、ようやく皆様に新しい作品をお届けすることができました。まだ生きてます。なんとか生きてます。

　この一年の間には結構色々ありまして、なかなかドラマチックな毎日を送っていました。

　自分探しの旅に出かけたり、心を鍛きたえるため滝たきに打たれたり、トライアスロンに挑ちよう戦せんしたり、その他、たくさんのことに取り組んだ一年でした。

　まあ、全部ウソなんですが。

　ええ、はい、すみません。ちょっとでも行数を稼かせぎたいと思っただけでして、ええ、はい、すみません、はい。

　とまあ、こんなしょうもないことばっかり言ってる人間ですが、それでも常に考えているのは、楽しむこと、そして読者の皆様に楽しんでもらうことです。

　まだまだこれからも精一杯書き続けていきますので、どうか応援よろしくお願いします。




　今回もたくさんの方のお世話になりました。

　担当の和わ田だ様、三み木き様、ありがとうございます。ご迷めい惑わくをおかけしてばかりで、心苦しく思う毎日です。本当です。ウソなんかついてません。本当に本当です。信じてください。

　イラストのＳｈｏｗ様、ありがとうございます。とても素敵なイラストを描いていただいて、感謝してもしきれません。ただひたすら、嬉うれしいです。

　その他、この本の製作に携たずさわってくださった全すべての方々。

　そして、お買い上げいただいた読者の皆様にも、改めて感謝を。

　本当にありがとうございました。




　それでは、なんとか紙面も埋うまってきたので、このあたりで。

　またいつか、どこかでお会いしましょう。

　転校生によろしく。








麻宮　楓
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。趣味はゲーム。そういえば、白と黒の二種類に分かれている某ゲームを買いました。同シリーズは今作が初プレイ。右も左も分からないながらも、手探りで楽しんでます。この本が発売される頃には、クリアできてるといいな。
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最近レトロゲームにハマッてます、レトロと言ってもＰＳのゲームですけど。最新の３Ｄゲームもいいけどやっぱり２Ｄゲームはプレイしてて落ち着きます。
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